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            １章 １節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主の僕モーセの死後、主はモーセの従者、ヌンの子ヨシュアに言われた。

      

        

      

      聖書において、「ヨシュア記」はモーセ五書の次に位置します。ヨシュアは、偉大な指導者モーセの従者でした。

      モーセに与えられた使命はイスラエルの民をエジプトから導き出し、シナイ山で神を礼拝させることでした。そしてヨシュアに与えられた使命（神の御心）はそこからさらに進んで、「 広々としたすばらしい土地、乳と蜜の流れる土地、カナン人、ヘト人、アモリ人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人の住む所（カナン）へ彼らを導き上る」（出３章８節）ことでした。

      モーセに率いられたイスラエル民族はファラオ（世の支配者）が支配するこの世なるエジプトから小羊の血（過越の祭）によって脱出しました。彼らは荒れ野に導かれ、神を礼拝するために律法と儀式を与えられました。そしてモーセの死後、ヨシュアに率いられた民は荒れ野にとどまらず、父祖アブラハムに約束された「カナン・神の国」を獲得するためにヨルダン川を渡りました。このことは教会と神の子一人ひとりに対する神の啓示でもあります。

      友よ。あなたは罪から救われ、神を礼拝しています。しかし、あなたが神の子の命を持ってはいても肉に属するクリスチャンの状態ならば、荒れ野でモーセに反抗しエジプトを慕った民と同じです。荒れ野にとどまってはなりません。ヨルダン川（肉の死・自分の十字架）を渡り、聖霊の支配の中に進まねばなりません。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 ２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「わたしの僕モーセは死んだ。今、あなたはこの民すべてと共に立ってヨルダン川を渡り、…人々に与えようとしている土地に行きなさい。」

      

        

      

      神は、カナン一帯を一望できるピスガ山頂にモーセを導き、「あなたはしかし、そこ（カナン）に渡って行くことはできない」と言った、と聖書は記します。モーセは「百二十歳であったが、目はかすまず、活力も失せてはいなかった」とあり、また、「今日に至るまで、だれも彼が葬られた場所を知らない」（申34章４～７節）とも書かれています。一連の記事から、モーセは死んだのではなく使命を果たし終えたのだと理解できます。

      一国の歴史における指導者の交代に永遠の意味はありません。それらはただの「幸運」「時の流れ」「偶然」であり、あえて理由を探すならば、人間の自己中心こそが最大の理由です。そこに歴史の主人である真の神はいません。

      しかし、モーセからヨシュアへの引き継ぎは、今までの状態から次の状態へと導く、神の永遠から永遠への御計画の中にありました。歴史の意味は、神が登場した時に正しく分かります。

      友よ。あなたはエジプトから救い出され、荒れ野に導かれています。そして、これからどこへ行けばいいのかを教えてくれるのは、モーセからリーダーを引き継いだ指導者ヨシュアです。あなたを導くリーダーはモーセ（律法）からヨシュア（恵み・イエス）へと代わらねばなりません。モーセからバトンを受け取ったヨシュアこそ、あなたがこれから従っていく主イエス御自身です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 ３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「モーセに告げたとおり、わたしはあなたたちの足の裏が踏む所をすべてあなたたちに与える。」

      

        

      

      神は、モーセに与えた使命をヨシュアに引き継がせました。そのことは、主イエスが三人の弟子を連れてヘルモン山に登られた時の光景が啓示しています。

      そこではモーセとエリヤが現れ、主イエスと語り合っていました。モーセは律法を、エリヤは旧約の預言全体を、それぞれ代表する存在でした。この時の三人の会話は、どのようなものだったのでしょうか？　（以下は推測）

      ○モーセ……「主よ、私はあなたから預かった律法を皆に知らせました。それを成就するのは、これからあなたが進まれる十字架です」　○エリヤ……「主よ、私たちが語ったのはあなたのことです。どうぞ、あなたの十字架によって救いを成就してください」　○イエス……「エリヤよ、私はあなたの預言どおり今ここにいる。モーセよ、私は律法の一点一画すべてを成就させるためにこれから十字架に進み、復活し、私を信じる者に命を与える。あなたたちの今までの働きを感謝する」……すると二人は消え、主だけが残りました。（マタ17章１～８節参照）

      友よ。律法（モーセ）と預言（エリヤ）はイエスによって成就しました。「ヨシュア」という名は「主（ヤーヴェ）は救い」という意味であり、これは「イエス」に通じる名でした。このことは、「モーセ（旧約）からヨシュア（新約）へ」を意味します。モーセとエリヤに語られたことを成就する主イエスは、今、あなたと共におられます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 ４節  ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        「荒れ野からレバノン山を越え、あの大河ユーフラテスまで、ヘト人の全地を含み、太陽の沈む大海に至るまでが、あなたたちの領土となる。」①

      

        

      

      神は、モーセからリーダーを引き継いだヨシュアに、彼がこれから行うべきことを指示しました。それは、大河ユーフラテスに至る全地を領土とすることでした。

      これは、「全世界に出て行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい」（マコ16章15節）、また、「あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼らを父と子と聖霊の名によって洗礼を授け…なさい」（マタ28章19節）との御命令でもありました。神の御心は、この世を神の国にすることです。

      神の国とは、神に支配されている所です。「『見よ、ここにある』『あそこにある』などとも言えない。神の国は、実にあなたがたのただ中にあるのだ」（ルカ17章21節）とあるように、最初の神の国は個人の中に来なければなりません。次に、「二人または三人がわたしの名によって集まるところには、わたしもその中にいる」とあるように、神の国は神の家族の中に実現します。

      友よ。この御命令はヨシュアにだけでなく、あなたにも下されています。ある伝道者が、「家族伝道とは自分自身への伝道である」と言ったとか。それは自分自身が神に支配されて生きることです。あなたが神に服従するとき、神があなたを用いて、家族へ、そして周りの人々へと神の国を広げてくださいます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 ４節  ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        「荒れ野からレバノン山を越え、あの大河ユーフラテスまで、ヘト人の全地を含み、太陽の沈む大海に至るまでが、あなたたちの領土となる。」②

      

        

      

      神はヨシュアに、「必ず神の国を与える」と宣言されました。同じく、神はすべての神の子たちにも神の国を約束しておられます。ところで、どこに神の国の現実を見るべきでしょうか。

      神の国は「あなたがたのただ中に」「二人、三人がわたし（キリスト）の名によって集うところに」「キリストの体なる教会に」ある、と言えますが、それ以上に確かな神の国は、主イエス御自身の中にあります。

      そして主は、「わたしが神の霊によって悪霊を追い出しているのなら、神の国はすでにあなたがたのところに来た」（マタ12章28節）とも言われました。しかし、この世では神の国は小さく見えます。人の世界は支配者たちの権力や武力や財力によって牛耳られており、どこに神の国があるのか探せないほどです。

      神の約束よりも現実を見て憂える友よ。主イエスを私たちの中にお迎えする以上に、私たちが主の中に入って生きるところに、神の国はあります。そこは、自分ではなくイエスを主として生きるところです。さらに、御言葉を自分で解釈するのではなく御言葉に自分を解釈させるところです。そのようなところは、どこであっても神の国（バシレイア・支配）です。神に支配されたあなたの行くところ、そこも神の国です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 ５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「一生の間、あなたの行く手に立ちはだかる者はない…。わたしはモーセと共にいたように、あなたと共にいる。あなたを見放すことも、見捨てることもない。」

      

        

      

      上記の御言葉は、「神の国を獲ってゆくためには、次々と起こる戦いに勝利せねばならない」という意味に思えます。確かにその要素もありますが、戦いの根本的要素は反対方向にありそうです。

      神の国を獲るための戦いとは、私たち自身の戦いではなく主の戦いです。エジプトのファラオに打ち勝った過越の祭は、主御自身の十字架による戦いでした。さらに、葦の海を二つに分けて民を解放したのも、荒れ野で四十年の間パンと水を絶やさずに民を養ったのも、主の御業でした。モーセが民を導き出すための戦いとは、彼が神の力を受け取って戦うことではなく、彼が「主の中にとどまり続ける」ことでした。霊の戦いにおいては、悪霊に向かって宣言する以上に、自分自身が主の中に入り続けることこそが重要です。

      友よ。一枚の絵があります。そこには、聖餐式の机の上に立っている一頭の雄羊が描かれていて、周りに描かれた人々はその雄羊に目を注いでいます。しかしその雄羊をよく見ると、心臓から血が噴き出ており、聖餐式の時に用いるカップがその血を受けています（ファン・エイク兄弟作『ヘントの祭壇画』）。血を流している雄羊なる主イエスは私たちに語りかけています。「わたしはモーセと共にいたように、あなたと共にいる。もろもろの敵と戦うのはあなたではなくわたしだ。あなたの戦いは、十字架上で血を流し勝利したわたしの中にとどまることだ」と。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 ５～６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「わたしはモーセと共にいたように、あなたと共にいる。あなたを見放すことも、見捨てることもない。強く、雄々しくあれ。」

      

        

      

      神はモーセを召し、導き、勝利させてくださいました。そして今、ヨシュアを召した神は、モーセと同じようにヨシュアにも勝利を得させる、と言います。

      人は、天国に入るまでに二つの大きな戦いを経験しなければなりません。

      最初の戦いは、ファラオに支配されたこの世から出る戦いであり、原罪から解放されるための戦いです。それは、神の民が四百年捕われていた世（エジプト）と死（罪の束縛）からの解放でした。エジプトから出るときの勝利は、一人一人の民が戦っての勝利ではなく、神の僕モーセの信仰による勝利でした。それは、主イエスが来臨し、彼一人が十字架で戦ってすべての人の罪を滅ぼし、死に勝利されたことに通じます。エジプトを出た民の次の戦いは、荒れ野から出てヨルダン川を越え、カナンを征服することでした。それは、すでに勝ち取られた勝利を自分の中に、家族の中に、遣わされたところに広げる戦い、すなわち「聖別」の戦いです。

      友よ。あなた自身もヨシュアです。モーセが直面した戦いは、絶大なマイナス（罪と死）をゼロ（無力））にするものでした。あなたの戦いは、ゼロをプラスにする、神の子の命を豊かにするための戦いです。もうすでにマイナスは消されたのですから、恐れず、強く、雄々しく立ち向かってください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 ６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「強く、雄々しくあれ。あなたは、わたしが先祖たちに与えると誓った土地を、この民に継がせる…。」

      

        

      

      「がんばれ！　雄々しく！　強くあれ！」とエールを送るのは誰でもできるとしても、どこをどうがんばり、どう雄々しくせねばならないかを具体的に教えてくれる人はいません。

      罪と死の地エジプトから大勝利して脱出した民でしたが、荒れ野での生活は敗北に近い歩みでした。同じく、原罪から解放された神の子たちも、多くはイスラエルの民のように敗北に近い信仰生活を送っています。社会という壁や教会自体の問題もありますが、最大の原因は「神の子たちが真理を学んでいない」ことではないでしょうか。「真理はあなたたちを自由にする」（ヨハ８章32節）ことができます。

      神の子たちは、律法（荒れ野）から福音へ進む道（真理）を知らねばなりません。律法が教えるのは「人は神に対して何ができるか」であり、福音が教えるのは「神は人に何ができるか」です。神の子として生きるための真理を身に着けるより前に、献金・奉仕・伝道などを要求されることは、霊の命を弱らせます。また、恵みを強調する福音もバランスを欠きます。

      友よ。律法は、神の子たちを福音へ進ませるために必要不可欠な神の恵みです。律法から恵みに進むキーポイントは、「自分の十字架を負う」（マタ10章37～39節・マコ８章34～38節・ルカ９章23～26節）ことです。律法はあなたに罪を示すことによって、あなたを徹底的に主イエスへの依存へと導きます。主イエスに依存するとき、イエスがあなたの中で主権を得て行動します。それが福音です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 ７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「ただ、強く、大いに雄々しくあって、わたしの僕モーセが命じた律法をすべて忠実に守り、右にも左にもそれてはならない。そうすれば、あなたはどこに行っても成功する。」

      

        

      

      右の言葉を、「律法を守り、ただひたすら神に従えば、大きな祝福を得る」という意味に受け取ってしまうと、律法主義に陥ります。この励ましは、「真理に対して雄々しく忠実であれ」という意味に受け取りたいものです。

      「ところが今や、律法と預言者によって立証されて、神の義が示されました」（ロマ３章21節）と聖書は言います。律法と預言者が不要なのではなく、むしろ律法と預言者によって、神の義である「福音」が表されたということです。神の義とは、自分の力で律法を守ることではありません。むしろ、自分の力では守れないこと（自分が罪人であるということ）を律法によって最初に知ることです。すると、「わたしが来たのは律法や預言者を…廃止するためではなく、完成するためである」（マタ５章17節）という主イエスの御言葉が聞こえてきます。

      友よ。「どこに行っても成功する」秘訣は、自分の中に主イエスを取り込むことではありません。それだと、自分が神を用いることになります。そうではなく、罪も欠点も恥も弱さも持ったまま、主イエスの中に飛び込むことです。主の中に飛び込むことに「強く、雄々しく」あるべきです。それが、神があなたに与えた戒めです。あなたが神を用いるのではなく、神にあなたを用いていただくのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 ８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「この律法の書をあなたの口から離すことなく、昼も夜も口ずさみ、そこに書かれていることをすべて忠実に守りなさい。そうすれば、あなたは、その行く先々で栄え、成功する。」

      

        

      

      神は、ヨシュアを祝福すると約束しましたが、条件も提示しました。それは、「善い行い」に関するものではなく、「御言葉に対する姿勢」に関するものでした。

      ある信仰の人いわく、「聖書を読まない強い信仰者も、御言葉への服従なき強い信仰者もいない。信仰は、御言葉に対する服従である」と。まさに、「律法の書をあなたの口から離すことなく（御言葉を読み）、そこに書かれていることをすべて忠実に守りなさい（御言葉に服従せよ）」と書かれている通りです。

      信仰とは、神に私の願いや計画を実現していただく打ち出の小槌ではなく、むしろ神が私に願うことが実現することです。よって、「あなたの願いを神に叫び続けよ」ではなく、御言葉を「口から離すことなく、昼も夜も思い続け、それに従え」となります。

      さらに友よ。「そうすれば、あなたは、その行く先々で栄え、成功する」という御言葉の意味も取り違えてはなりません。私たちの幸福は、自分の願いが実現することではなく、神の御心が自分に成就することです。

      したがって、ヘブライ人への手紙11章１節は、「信仰とは、『神が私に』望んでいる事柄を確信し、見えない事実を確認することです」となります（注・『　』は筆者加筆）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 ８節  ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        「この律法の書をあなたの口から離すことなく、昼も夜も口ずさみ、そこに書かれていることをすべて忠実に守りなさい。」

      

        

      

      御言葉を忠実に守る信仰によってあなたは成功する、と神は言われました。しかし、「信仰」ほど解釈が多様な言葉はありません。「イワシの頭も信心から」に始まり諸宗教に至るまで、「信仰」の理解は千差万別です。

      先に、「信仰とは『神が私に』望んでいる事柄を確信し、見えない事実を確認することです（ヘブ11章１節）」（注・『　』は筆者加筆）と記しました。こう表すことで、諸宗教の信仰と区別できます。

      諸宗教の信仰とは、自分の願いを遂げてくれる神に祈り、実現させることです。ここでの主役は自分であって、神ではありません。しかし聖書の信仰とは、「私が願うこと」ではなく「神が私に願うこと」を聞き、それが自分に成就されるのを祈ることです。もちろん、神の願いと人の願いは違うので、自分の願う心を制して神に服従せねばならず、そこに霊的戦いが起こります。

      友よ。信仰とは、行って自分の欲しいものを取り出す神の倉の鍵ではなく、神があなたに差し出す手紙（御心）を受け取る私書箱の鍵です。神は毎日必ずあなたに手紙（聖書）を送っていますが、読む・読まないはあなたの自由です。また、読んだ後にその手紙を捨てることもできます。しかし、それを読んで御心を受け取り祈るならば、その手紙の内容を実現してくださるのは神です。神こそ、約束を守られるお方です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 ９節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「わたしは、強く雄々しくあれと命じたではないか。うろたえてはならない。おののいてはならない。あなたがどこに行ってもあなたの神、主は共にいる。」

      

        

      

      神は二度も「雄々しくあれ」と言ってヨシュアを励まします。その励ましは、「あなたがどこへ行ってもあなたの神、主は共にいる」という神の約束でした。

      聖書に登場する人々が求め、今日の私たちも求めている救いとは、病のいやしや悪霊からの解放や経済的問題や家族の問題などの解決を超えて、「神が共にいてくださる」ことです。

      主は族長ヤコブと（創26章24節）、ヨセフと（39章３・21・23節）、イザヤと（イザ41章10節）、共におられました。ダビデも主と共にいることを願いました。「主の家にわたしは帰り、生涯、そこにとどまる」（詩23・６）。そして、主の昇天前の最後の言葉も、「わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる」（マタ28章20節）でした。人の救いとは、問題が無いことではなく、「問題を解決できるお方と共にいる」ことです。

      友よ。「雄々しくあれ」は命令でした。神がそう命じたのは、私たちが雄々しくできる根拠を神がお持ちだからです。神は「その独り子をお与えになったほどに（御自分の愛する独り子を捨てるほどに）」私たちと共にいてくださるお方です。主イエスは十字架の上で、「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」と叫びました。そうです、神はあなたの罪のその中にも共にいて、「父よ、彼らを赦し給え」と叫ばれるお方です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 １１節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「…おのおの食糧を用意せよ。あなたたちは、あと三日のうちに、このヨルダン川を渡る。あなたたちの神、主が得させようとしておられる土地に入り…。」

      

        

      

      イスラエルの民がエジプトに滞留していた間、カナンの地にはいくつかの民族が住み続けていました。その地に攻め込む準備をせよ、と神は命じますが、準備期間は「三日」だと言います。

      ヨルダン川を渡った先にいる敵には、人の力で勝利することはできません。勝利できるとすれば、それは神御自身に戦っていただく時だけです。その神に自分をゆだねない心こそ本当の敵、肉という敵です。戦う前の三日間は、敵と戦う武器を用意する期間ではなく、むしろ自分の中に住む敵に対する準備の期間です。

      「三日」は聖書の大事な所に登場します。アブラハムがイサクを献げるまでの道のりは三日かかりました。神から逃げたヨナは三日三晩魚の腹の中にいました。何よりも、主御自身が十字架の後、三日間墓の中に置かれました。三日の準備とは「死ぬ覚悟」です。ヨルダン川こそ、「自分の肉に死に、神の霊に生きる」場所であり、「死ぬ覚悟（三日）」がなければ渡ることはできません。

      友よ。あなたの勝利とは、主と一体になることです。なぜなら、「キリストと共に死んだのなら、キリストと共に生きる」（ロマ６章８節）からです。霊の戦いとは、「①自分ではできない　→②だから主に依存する→　③そして主に勝利していただく」ことです。主イエスに継(つな)がり続けることこそが、根本的な信仰の戦いです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 １２～１３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは、ルベン人、ガド人、マナセの半部族に告げた。「主の僕モーセが命じた言葉を思い起こしなさい。」

      

        

      

      十二部族の中のルベン人、ガド人、マナセの半部族の人々はモーセに、「わたしたちが恵みを得ますならば、この土地を所有地として、僕どもにお与えください。わたしたちにヨルダン川を渡らせないでください」（民32章５節）と約束させていました。彼らは神の命の道から外れようとしています。

      神が与えたいヨルダン川の向こうにあるカナンの地とは、聖霊に支配された神の子の生活です。彼らはエジプトでは罪の奴隷でしたし、ファラオと死から解放された後の荒れ野での四十年間はなお肉に負けている神の子でした。

      新約聖書全体が伝える命令は、①神の子となれ。②聖霊に満たされよ。③互いに愛し合え。④全世界に出て行って福音を伝えよ。……の四つに要約できます。そして①～④の順番は大事で、②である「ヨルダン川を渡ってカナンを得る（聖霊に満たされ・支配される）」があってこそ、次にキリストの体である教会の建設へ、さらに世界伝道へと進むことができます。

      エジプトから脱出した友よ。あなたは荒れ野（神の子であるのに肉に支配された場所）にいつまでもとどまろうとしていませんか。今あなたが神と約束していることは、あなたが神に押しつけた約束ではありませんか。神に押しつけた約束でも神は受け入れますが、それは神があなたに一番に与えたい祝福ではなく、二番目のものです。常に一番目の祝福にあずかってください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 １４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「モーセがあなたたちに与えたヨルダン川の東の地に妻子と家畜を残し、あなたたち、勇士は皆、隊伍を整え、同胞たちに先立って川を渡り、彼らを助けなさい。」

      

        

      

      ヨルダン川東岸に領地を求めた部族へのヨシュアの言葉は、彼らに与えたい第一の祝福の言葉ではなく、不本意な第二の祝福を授ける言葉でした。同じに見える祝福の言葉でも違いがあります。

      神が人に最も与えたい祝福は、「神の賜物は、わたしたちの主キリスト・イエスによる永遠の命なのです」（ロマ６章22節）の中にあります。この御言葉から、神の賜物とは、①「主キリスト・イエス御自身」と、②「永遠の命（主イエスの恵み）」のことだと言えます。

      「神を信じて約束の土地を得る」は第二の恵みです。第一の恵みは、神の恵みを得ることではなく、「恵みの与え主である主イエス御自身との『継がりと交わり』を持つ」ことです。それは、川向こうの土地を得ることではなく、川を渡り敵と戦うことであり、まことの神をさらに深く大きく受け取ることです。

      友よ。「聖霊に満たされなさい」との命令の目的は、満たされることそのものではなく、それによって主イエスとより深く親しく交わることです。聖霊の満たしは、主イエスの御人格に結びつくための手段であって、目的ではありません。川の東側に土地を求めた部族は、キリスト御自身を求めずにキリストの恵みを求めた人々でした。キリストの恵みであってもそれはやがて消えます。いつまでも残るものはキリスト御自身です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 １５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「あなたたちはその後、主の僕モーセがあなたたちの領地としたヨルダン川の東、すなわち太陽の昇る側の土地に帰り、それを得なさい。」

      

        

      

      ルベン人、ガド人、マナセの半部族がモーセと交わした約束は、家族を置いてヨルダン川を渡り、他部族を助けて戦い、戦いのめどがついた時に、家族の待つ川の東側に戻って来ることでした。そもそも、彼らがカナン定住を拒んだ理由は、「おびただしい数の家畜を持っていた。そこ（ヨルダン川東側）は家畜を飼うのに適した所であった」（民32章１節）からでした。

      彼らの目的は、神の最大の賜物である「イエス・キリスト御自身」よりも、主から受け取る「恵みなる家畜」になっていました。神が彼らをカナンに導いて与えたい恵みは、約束の土地と経済的繁栄ではなく主イエス・キリスト御自身であることが、彼らには分かっていませんでした。

      これは聖霊の賜物とその実についても同じことです。人の目に魅力的に映るのは御霊の実（人格・命）よりも賜物（業・働き）ですが、賜物を優先すると実を失います。しかし、実を求めると賜物が生きて働きだします。

      ルベン人、ガド人、マナセの半部族になっている友よ。信仰の目的は、健康でも家族の平和でも豊かさでもありません。たとえば家族は大事ですが、それはあなたがより深く主イエスと継がり交わるために備えられた恵みであり、命そのものではありません。恵みを優先する信仰は主イエスを見失います。しかし主イエス御自身を求める信仰は、主が持っておられる恵みも受け取ります。

      彼ら（ルベン人、ガド人、マナセの半部族）はヨシュアに答えた。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １章 １６～１８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「我々は、御命令を行います。遣わされる所にはどこへでも参ります。…どうぞ、強く、雄々しくあってください。」

      

        

      

      彼らの勇ましい決意に「アーメン」と唱和してしまいそうですが、神はとても心を痛めています。神の痛みは、彼らが将来つまずくと分かっているのに手を出せない、「悲しい愛」です。

      神の恵みは、神の御心（カナンを与える）を知り、御心への信仰を持ち（モーセが命じた律法を守る）、服従する（立ってヨルダン川を渡る）ことによって成就します。しかし、神はこれらを人に強要することはできません。神自らが「愛」ですから、人の愛の応答を待たねばなりません。ルベン人、ガド人、マナセの半部族は御心を知り信仰を持っていましたが、服従はしていませんでした。

      士師デボラは、「ルベンの諸支族に…なぜ、あなたは二つの鞍袋の間に坐して、羊の群れに吹く笛を聞くのか」（士師５章15～16節）と言いました。ロバの鞍袋の片方には神の御心、もう一方には自分の願いが入っています。彼らの姿は、ヨルダン川の東側（自分）と西側（神）の両方に足をかけて、川をまたいで立っているかのようです。これぞ「不釣り合いな軛」（Ⅱコリ６章14節）です。

      友よ。このことについてパウロは、「正義と不法…光と闇…キリストとベリアル…信仰と不信仰に何の関係がありますか」（同14～15節）と問いかけます。ルベン人、ガド人、マナセの半部族のように指導者や共同体に対して「強く、雄々しくあってください」と勇ましく振る舞うのではなく、あなたが神に対して潔い神の子となってください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２章 １節  ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは二人の斥候をシティムからひそかに送り出し、「行って、エリコとその周辺を探れ」と命じた。①

      

        

      

      かつてヨシュア自身がカナンの地に偵察に行ったことがありました。そこで見たものは強い敵でしたが、ヨシュアは神御自身が敵よりも大きいと見て、帰って報告しました。

      「二万の兵を率いて進軍して来る敵を、自分の一万の兵で迎え撃つことができるかどうか、まず腰を据えて考えてみないだろうか」（ルカ14章31節）とあるように、戦いを始める前に、敵と自分を比較せねばなりません。「わたしたちの戦いは血肉を相手にするものではなく、支配と権威、暗闇の世界の支配者、天にいる悪の霊を相手にする…」（エフェ６章12節）ものですから、さらに相手の戦略も知る必要があります。

      サタンは天使として創造されましたが、自分が神の座に着こうとして反逆し、地に落とされました（イザ14章12節～参照）。サタンは神と直接戦っても勝てないので、神の子たちを狙います。その目的は「人を神から離れさせる」ことであり、そのためにサタンが用いる武器は「偽り」です。

      サタンを恐れる友よ。より深くサタンとその策略を知ることも必要ですが、より積極的な対抗手段は、神に依存することに全力を注ぐことです。「イスラエルよ聞け。われわれの神、主は唯一の主である。あなたは心をつくし、精神をつくし、力をつくして、あなたの神、主を愛さなければならない」（申６章５節・口語訳）。サタンに勝つ力とは、神に強く依存する信仰です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２章 １節  ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは二人の斥候をシティムからひそかに送り出し、「行って、エリコとその周辺を探れ」と命じた。②

      

        

      

      ヨシュアはヨルダン川を渡る前に、二人のスパイを送り出しました。彼は、「あなた方の領土となる」（１章４節）という神の約束の言葉を信じることができない不信仰者だったのでしょうか？

      御言葉を信じるだけでよいのであれば、その後の祈りは不要です。しかし聖書は、「常に祈れ」と命じます。神の御言葉は信じなければなりませんが、字義通り信じればそのまま成就するとは限りません。むしろ、神を愛し隣人を愛することがテーマの「十戒」も、神の子の生き方を教える「主の祈り」も、真摯に向き合えば向き合うほど、それが実行不可能であることを思い知らされます。

      それが分かった時、ルカ11章のあるたとえ話に導かれます。ある人が、真夜中に自分を訪ねてきた友人に出すパンがないので、別の友人にパンを借りに行きます。パンとは、神の子として生きる命を表し、真夜中にパンを貸してくれる人こそ、主イエスです。そこで与えられるパン（良い物）とは、「助け主の聖霊」です（ルカ11章１～13節参照）。

      友よ。あなたは御言葉の約束の事実を確かめるために、命がけのスパイを送り出したことはありますか。御言葉を信じれば信じるほど自分の無力を知らされますが、それは恵みです。その時、御言葉はあなたを主イエスへの祈りに導きます。なぜ、あなたは祈れないのですか。それは、命がけのスパイを送っていない（神の言葉の真実を確かめようとしていない）からではありませんか。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２章 ２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ところでエリコの王に、「今夜、イスラエルの何者かがこの辺りを探るために忍び込んで来ました」と告げる者があった…、

      

        

      

      エリコの王は、町にイスラエル人の斥候が忍び込んだという噂を聞き、必死に探します。斥候を探すために、追っ手にヨルダン川の渡し場まで行かせる姿から、彼の恐れの大きさが分かります。エリコの人々は堅固な城壁に囲われていましたが、その内側は恐れに支配されていました。

      神から離れ、自然界の中に身を隠した罪人は、お金・健康・家族・能力などの城壁で自分を囲いますが、恐れがなくなることはありません。さらに、政治力・経済力・軍事力・諸宗教やイデオロギーも取り入れ、さらに堅固な城壁にしますが、同じことです。

      この底無しの恐れはなぜ生まれるのでしょうか。それは、有限で弱い「人」が、全能の神から離れてしまったために、自分で自分を守らねばならないからです。それらを称して、「罪で囲った城壁」と言うことができます。そして、罪の城壁はやがて必ず崩される定めがあるので、なおさら恐れます。「人間にはただ一度死ぬことと、その後に裁きを受けることが定まっている」（ヘブ９章27節）。

      友よ。エリコの人々の異常な恐れは、敵の武力への恐れではなく、神の使者が来たという霊的な恐れでした。九節の「おじけづいて」は、原語では「溶ける・消える」の意だと聞きます。神の使者は不信仰者の罪を示し、罪の裁きを告げるので、恐れられます。裁きによって、罪を城壁とする者が「溶かされ、消される」からです。しかしあなたには、十字架と復活の主が共におられます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２章 ３～４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        王は人を遣わしてラハブに命じた。「お前のところに来て、家に入り込んだ者を引き渡せ。彼らはこの辺りを探りに来たのだ。」女は急いで二人をかくまい…、

      

        

      

      「エリコは、イスラエルの人々の攻撃に備え、城門を堅く閉ざしたのでだれも出入りできなかった」（６章１節）とあるように、エリコは主の使いを恐れています。

      同じように、個人のエリコも、民主主義・独裁主義・全体主義といったエリコも、城壁に囲われ城門を固く閉ざしながら、恐れおびえます。罪に支配された者は、神に対して心の戸を閉ざします。

      ある人が、「誰もが、悪いと全く思わないで行っている悪いこと」を三つ指摘しました。

      ①信じたいことだけを信じて、信じたくないことを信じない。

      ②聞きたいことだけを聞いて、聞きたくないことを聞かない。

      ③見たいことだけを見て、見たくないことを見ない。

      「悪を行う者は皆、光を憎み、その行いが明るみに出されることを恐れて、光の方に来ない」（ヨハ３章20節）と主も言われました。このようなところに、「これが真理だ」などと言う人が出てくると、「探して引き渡せ」と皆が叫び出します。

      友よ。あなたも主に遣わされた者です。ひるまず、以下の御言葉に堅く立ってください。「宣べ伝える人がなければ、どうして聞くことできよう。遣わされないで、どうして宣べ伝えることができよう。『良い知らせを伝える者の足は、なんと美しいことか』と書いてある…」（ロマ10章）

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２章 ４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        女は、急いで二人をかくまい、こう答えた。「確かに、その人たちはわたしのところに来ましたが、わたしはその人たちがどこから来たのか知りませんでした。

      

        

      

      神は、城門を堅く閉ざしたエリコの中に、ラハブという女性を備えていました。彼女は斥候を受け入れ、亜麻布の束の中に隠して王の兵士からかくまい、窓からつり降ろして逃がしました。

      今日、伝道・牧会の困難が叫ばれています。教会から子供や若者の声が小さくなり、伝道集会やセミナーの言葉も消えかけています。そのようなこの世なるエリコの中で、一人の女の心は開かれていました。それは、「あなたたち（イスラエル人）がエジプトを出たとき、…主が葦の海の水を干上がらせたこと」（10節）を聞いていたからでした。彼女の心を捉えていたのは、イスラエル民族の武勇ではなく、「主がイスラエルに行われた御業」でした。

      現代はあらゆる情報が飛び交い、海外の出来事も実況中継で入ってきます。パソコンの画面を開くだけで、一日中情報を取り入れ、自分の興味を満たすことが可能です。しかし人々は、世間の情報を得ることでさらに不安を募らせおびえています。

      すでに福音を受け取った友よ。あなたが来るのを心の戸を開けて待っているラハブがいます。世の情報ではなく、本当に真実な方からの情報……すなわち、命を得、命を満たす「真理」という情報……を待っている人がいます。あなたでなければ入ることのできない家（人）があります。さあ、勇気を出してラハブの家を訪ねてください。ラハブはあなたが来るのを待っています。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２章 １０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        あなたたちがエジプトを出たとき、…主が葦の海の水を干上がらせたことや、…シホンとオグを滅ぼし尽くしたことを、わたしたちは聞いています。

      

        

      

      ラハブは、神とイスラエルの関係を聞いていました。今日の多くの人々も、聖書や歴史や教会を通して主イエスについて聞いていますが、どうしてラハブのような人が現れないのでしょうか。

      今日の教会は、伝道の困難を感じ、あれもこれも実行してみたが、残ったのは無力感と絶望感だけ……となっていないでしょうか。何が問題だったのでしょうか。ラハブが聞いていた神は、生きて働く神でした。だから彼女は神に畏れを持ち、信じたいと願っていました。

      生きて働く神はどこに見ることができるのでしょうか。病気のいやしや死者の蘇りなどの奇跡に神を見るのではありません。一人の人が神に造り変えられ、キリストの弟子となっている姿、これこそが、神の働きの最も力強い現実的な証明です。それは、エジプト（権力、価値観、物欲、競争・自己中心……）から解放され、霊の導き（愛・喜び・平和、寛容、親切、善意……）に従って生きる、罪から自由になった人の姿です（ガラ５章19～25節参照）。

      友よ。ラハブはそのような人（イスラエル）を知っていたので、彼女も神を待ち望んでいました。今日、病のいやしも死者の蘇生（死ぬほどの病・負傷から回復させる）も、神の賜物なる医学によって行われています。しかし、自己中心に生きる罪人を造り変えることはできません。それができるのは、まことの神だけです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２章 １１節

          

        

      

    

    
      
        
        
        …聞いた時、わたしたちの心は挫け、…立ち向かおうとする者は一人もおりません。あなたたちの神、主こそ、上は天、下は地に至るまで神であられるからです。

      

        

      

      二人の斥候をかくまった女は「ラハブという遊女」（１節）である、と聖書は隠さず記します。「聖書が、ラハブが何者であったかを隠さないのは、神はどのような人をも造り変えて祝福する力を持っているからだ」とある人が言いました。然り、アーメンです。ある故人いわく、「人に必要な本当の情報を持つのは貧しい人だ」と。遊女ラハブこそ、実にその人でした。

      ＊健康な人は、人の外側を教えてくれるが、弱く貧しい人は、人の内側を見せて教えてくれる。

      ＊弱く貧しい人は、人生の敗れを経験しているので、何が人の本当の救いであるかを知っている。

      ＊弱く貧しい人は、神を受け入れる心を持っている。

      ＊弱く貧しい人は、命を賭けることができる。

      二人の斥候がラハブの家に入れたのは、彼女の人生の城壁がすでに崩れ去っていたからです。ラハブは自分で自分を救えないことを知り、救いを外に求めていました。彼女は、イスラエルの歴史の中に働かれた神の御業を聞き、それが自分の人生に成就することを待ち望んでいたのです。

      友よ。「心の貧しい者（霊の貧しい人）、悲しむ者（罪に悲しむ人）は幸いです」（マタ５章３～４節）。これこそ、人が祝福を受け取る初めです。神の介入を受け入れることから人の幸いは始まります。神が訪れることのできる人、その人こそラハブです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２章 １２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        わたしはあなたたちに誠意を示したのですから、あなたたちも、わたしの一族に誠意を示す、と今、主の前でわたしに誓ってください。

      

        

      

      ラハブは二人の斥候をかくまい、彼らを城壁から吊り降ろす前に、彼らに約束させました。

      使徒ヤコブは、信仰と行いの関係について語りました。彼は、「行いによって救われるのではないが、本物の信仰には行いが伴うものだ。行いが伴わないならば、あなたの信仰が本物か否かを見つめ直しなさい」と教えます。（ヤコ２章14～22節参照）。

      主は、種を蒔く人のたとえ話で、道端・石地・茨の間・良い地のそれぞれに落ちた種について語りました。最初の三つの土地では「御言葉を聞くと」とあり、良い地には「御言葉を聞いて悟る」と記されます。「聞く」と「聞いて悟る」の違いが、実を結ぶか否かを分けました。御言葉を「聞く」人とは、自分が御言葉を判断する人です。御言葉を「聞いて悟る」人とは、御言葉に自分を判断させる人です。ラハブは、主がイスラエルに行われたことを聞き、その主に自分をゆだねました。彼女は御言葉を「聞いて悟った」人でした（マタ13章参照）。

      御言葉を聞いている友よ。聖書を読むだけでは信仰とは言えません。御言葉に自分を判断させ、罪の指摘を悲しみとともに受け入れ、赦しの宣言を喜んで受け取り、主に自分を支配していただく決意をしてください。それが、御言葉に自分をゆだねるということです。その時、神の御言葉が命に変えられていることに気づきます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２章 １２～１３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「私はあなたたちに誠意を示したのですから、…主の前で私に誓ってください。そして、確かな証拠をください。…父も母も、兄弟姉妹も…救ってください。」

      

        

      

      ラハブが斥候をかくまうことは命がけです。もし彼女が自分の汚れた生活から脱出したいだけなら、斥候を王に突き出す方が得策なはずですが、そうはしませんでした。彼女の命がけの行動は、自分と自分の家族の魂の救いのためでした。

      人は命のためならあらゆるものを犠牲にします。聖書はそれを、「人は、たとえ全世界を手に入れても、自分の命を失ったら、何の得があろうか」（マコ８章36節）と言います。その御言葉の前に、「わたしの後に従いたい者は、自分を捨て、自分の十字架を背負って、わたしに従いなさい。自分の命を救いたいと思う者は、それを失うが、わたしのため、また福音のために命を失う者は、それを救うのである」（34～35節）ともあります。ラハブは、神にある永遠の命を得るために、身の安全も、優位な立場を得るチャンスも、すべてを捨てています。

      友よ。あなたにとって命の定義は明確ですか。命とは、だれかとの「継がりと交わり」のことです。人と人の「継がりと交わり」は「人の命」を造りますが、それでは不十分です。三位一体の神との「継がりと交わり」こそ、人の永遠（神）の命です。それを得るために、他者との継がりを捨てねばならない時もあります。それは、福音のために、人との関係で造る「人の命」を捨てることです。ラハブは、今それをしていました。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２章 １４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        二人は彼女に答えた。「あなたたちのために、我々の命をかけよう。もし、我々のことをだれにも漏らさないなら、主がこの土地を我々に与えられるとき、あなたに誠意と真実を示そう。」

      

        

      

      ラハブは、「私と家族を救ってください」と斥候にお願いしました。それに対して彼らは、「我々のことをだれにも漏らさないなら」と条件を付けました。

      ラハブが彼らのことをだれにも漏らさないとは、斥候の言葉に自分を賭けることであって、家族以外のエリコの人々を捨てることになります。彼女の立場は、やがて滅びるエリコ（この世界）の中で、後に再臨される神の国を待ち望んでいる神の子たちの立場でもあります。神の子たちは、生活がかかる現実のエリコと、少し先にある神の国の間で揺れ動きます。それゆえに神は、「あなたは袋に大小二つの重りを入れておいてはならない。あなたの家に大小二つの升を置いてはならない」（申25章13～14節）と忠告しました。

      ある人いわく、「神の子の中に、羊（神の子）と狼（肉の人）が住んでいる。しかし、エサを羊に与えるか、狼に与えるかを決めるのはその人だ」と。

      神と世、霊と肉の間に迷う友よ。ラハブは羊にエサをやる決意をしました。その者が受ける祝福は、「あなたが全く正確な重りと全く正確な升を使うならば、あなたの神、主が与えられる土地で長く生きることができる」（同15節）と書いてあるとおりです。あなたは羊と狼のどちらにエサをやりますか。斥候を遣わされた神と、エリコの王、どちらを選びますか。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２章 １７～１８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        二人は彼女に言った。「あなたが我々に誓わせた誓いから、我々が解かれることもある。」

      

        

      

      ラハブが二人を窓からつり降ろして逃がそうとする時、彼らはラハブに約束させました。それは、家族全員を家に集めること、もしだれかが戸口の外に出た場合、その血の責任は自分たちにはないこと、さらに、赤いひもを窓に結びつけることでした。

      聖書における旧約・新約の「約」とは契約の「約」であり、「神と人との契約」を表します。神は御自分に似せて人を造りましたが、神と人のいちばん似たところは、「人（神）格＝自由意志」を持つことです。あらゆる被造物の中で人間だけが、神に対して「否」と言える存在です。

      それゆえに、神はエデンの園の中央（霊的世界）に「善悪の知識の木」を置かれました。これは人の「善（命・正しいこと）と悪（罪・正しくないこと）」を示す、人の「生きる基準」、すなわち十戒に代表される「戒め」でした。人の善とは「神に継がり交わって生きる」ことであり、悪とは「神から離れ断絶し、神以外のもの（自分も含む）で生きる」ことです。

      しかし友よ。神と人の契約は、互いの合意による契約ではなく、神が計画し神が実行する、一方的な契約です。遺言状に対する受け手の態度は、受けるか拒むかの二択しかありません。

      ラハブに対する二人の斥候の言葉は、あなたに対する神の救いと守りの愛の言葉です。しかし、あなたが「アーメン」と言わないと、約束は実現されません。「御心が私に行われますように」と祈りましょう。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２章 １８～２１節

          

        

      

    

    
      
        
        
        我々がここに攻め込むとき、我々をつり降ろした窓にこの真っ赤なひもを結び付けておきなさい。…彼らが立ち去ると、真っ赤なひもを窓につけた。」

      

        

      

      イスラエルが攻め込んで来た時、赤いひもを目印にして、ラハブと家族を救う、との「赤いひも契約」が結ばれました。この契約は今日も変わらず存在します。

      聖書は神と人との契約書でした。その契約の中心こそ、「赤いひも契約」、すなわち神の御子イエス・キリストの十字架による罪の贖いの契約です。

      アダムとエバがエデンから追放された時、神は二人に「皮の衣」を用意しました。それは、「血を流すことなしには罪の赦しはありえない」（ヘブ９章22節）ゆえに行われた動物犠牲でした。彼らの子供アベルが神に受け入れられ、カインが退けられたのも、アベルは羊（動物犠牲＝赤いひも契約）を献げたが、カインは献げなかったからでした。エジプトで神がイスラエル人に命じたこと……「さあ、家族ごとに羊を取り、過ぎ越しの犠牲を屠りなさい…。鴨居と入口の二本の柱に鉢の中の血を塗り…翌朝までだれも家の入口から出てはならない。…滅ぼす者が家に入って…撃つことのないように」（出12章21～23節）。これも、「赤いひも契約」でした。

      赤いひもを渡された友よ。「わが子よ、父の戒め…母の教えをおろそかにするな。それをいつもあなたの心に結びつけ、首に巻きつけよ」（６章20～21節）とあります。心に結び、首に巻きつけるものこそ、赤いひもである主の十字架です。あなたの全身全霊がいつも主の血潮に覆われますように。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２章 ２４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「主は、あの土地をことごとく、我々の手に渡されました。土地の住民は皆、我々のことでおじけづいています。」

      

        

      

      二人の斥候は三日間山中に隠れ、その後ヨシュアのもとに帰り、右のように報告しました。

      エリコの人々が城門を閉じていたのは、「主がこの土地を（９節）…主が葦の海を（10節）…あなたたちの神、主こそ（11節）」と、イスラエルの上に働く神の力を恐れていたからでした。

      アブラハムをウルからカナンに連れ出し、その子孫を四百年間エジプトに置いて一つの民族に成長させ、ファラオの力を破ってエジプトから脱出させたのはヤーヴェ（主）・エロヒーム（神）です。

      神は、エジプト脱出の時には、神自ら贖いの血を流して民を罪の裁きから守り、荒れ野での四十年間も、母が子を胸に抱えるように、反抗する民を導きました。

      そして、「サルモンはラハブ（エリコの遊女）によってボアズを、ボアズはルツによってオベドを、オベドはエッサイを、エッサイはダビデを…このマリアからメシアと呼ばれるイエスがお生まれになった」（マタ１章５節～）と聖書は記します。どのような罪人であっても造り変えてしまう力、それは愛以外の何物でもありません。

      友よ。力ある神の本質は「愛」です。エリコの住民は、力ある全能の神を知っていましたが、「愛の神」としては知らなかったので、恐れて城門を閉ざしました。しかしあなたは、心の城門を広く神に開けてください。神は、人が「恐れる」神ではなく「畏れる」神、愛なる神です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ３章 １節  ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは、朝早く起き、イスラエルの人々すべてと共にシティムを出発し、ヨルダン川の岸に着いたが、川を渡る前に、そこで野営した。①

      

        

      

      イスラエルの民は、エジプトを出てから四十年間を過ごした荒れ野での生活に終わりを告げようとしています。民は、ヨルダン川を渡るために川岸に野営し、最後の準備をしました。

      出エジプトの時、民は葦の海を渡りました。それは水のバプテスマ（洗礼）を表し、「イエスを主」と信じる信仰の告白でした。洗礼によって、世の君主ファラオと死の支配から解放され、神の子の命を持つことができました。それは原罪からの救いでした。しかし聖書は、神の子であるだけで良しとはせず、「そこからヨルダン川を渡り、約束の地へ行け」と次の課題を与えます。それは、「聖霊に満たされ、聖霊によって歩め」との命令です。なぜならば、神の子の命を持っていても、主イエスが備えた恵みによってではなく、肉によって歩んでいるからです。

      パウロは、神の子となりながら、長年肉の力に苦しみ、「わたしは肉の人であり、罪に売り渡されています。…自分が望むことは実行せず、かえって憎んでいることをするからです」と告白しました。しかし、肉との格闘の末、「キリスト・イエスによって命をもたらす霊の法則」を知り、「肉の弱さのために律法がなしえなかったことを神はしてくださった」と勝利の叫びを上げました（ロマ７章13～８章11節参照）。

      友よ。神はこの恵みをあなたにも与えてくださいます。川岸にとどまらず、先に進みましょう。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ３章 １節  ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは、朝早く起き、イスラエルの人々すべてと共にシティムを出発し、ヨルダン川の岸に着いたが、川を渡る前に、そこで野営した。②

      

        

      

      ヨルダン川、それは「聖霊の満たし」を表していました。この川を渡らないと嗣業の地に入ることはできません。神はそれぞれに嗣業の地を用意しています。

      人に与えられた嗣業とは、家族、職場、地域なども含みますが、何よりもそれは、「聖霊の満たし」のことです。ただし、「聖霊の満たし」（ガラ５章16～26節・エフェ５章15～20節など）と「聖霊の賜物」（Ⅰコリ12章・エフェ４章など）は最初に分けて考えねばなりません。

      聖霊の満たしとは、「霊の結ぶ実」（ガラ５章22～23節）のことであり、「キリストがあなたがたの内に形づくられる」（ガラ４章19節）こと、すなわち「主イエスの御人格を持つこと」です。

      一方、聖霊の賜物とは「主イエスの能力を持つこと」とも言えます。聖霊の賜物は人によって異なりますが、聖霊の満たしはすべての人が得なければならない嗣業の地です。

      友よ。これから行って獲るものは、さらに大きな賜物や素晴らしい出来事だ、などと考えないでください。ヨルダン川の東で持っていたのは「大きな自分と小さなキリスト」でしたが、これから獲るものは「小さな自分と大きなキリスト」です。

      聖霊の賜物は時に人を大きく（高慢に）しますが、聖霊の満たしはいよいよ人を小さくし（へりくだらせ）、「キリストのみ」の信仰者にさせます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ３章 ３～４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        民の役人は…民に命じた。「あなたたちは、あなたたちの神、主の契約の箱をレビ人の祭司たちが担ぐのを見たなら、今いる所をたって、その後に続け。」

      

        

      

      ヨシュアは、ヨルダン川を渡ろうとする時、「主の契約の箱が動き出したら後に続け」と民に命じました。最初に行くのは強靭な兵士たちではなく、契約の箱でした。

      「初めに言があった、言は神と共にあった。言は神であった。…万物は言によって成った。成ったもので、言によらずに成ったものは何一つなかった」（ヨハ１章13節）　これこそ、真理の確信です。そして、「言（存在者・神）」は、今は神の言葉として「聖書」を通して理解されています。すべてのことは、御言葉を通して、御言葉によって、御言葉どおりになります。聖霊の満たしを得るときにも、自分の要望や体験や行いを先に持って来てはなりません。あくまでも御言葉を先立て、その後に従わねば、聖霊の満たしを得ることはできません。

      ある説教者が、「神の最大の恵みは御言葉であり、神の最大の奇跡は、人の知識と理性が聖霊と御言葉によって変えられることである」と言いました。信仰生活において、聖書全体の真理を理解することは、いやしや不思議な業を体験する以上に大事なことです。

      御言葉を持つ友よ。あなたはその御言葉をどこに置いていますか。後ろ（自分が神よりも先）ですか。横（神と自分が同列）ですか。それとも前（神に導かれる）ですか。今日も「言葉（聖書）」によって「言（主イエス）」の後に従ってください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ３章 ４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「契約の箱との間には約二千アンマの距離をとり、それ以上近寄ってはならない。そうすれば、…一度も通ったことのない道であるが…行くべき道は分かる。」

      

        

      

      ヨルダン川を渡るために契約の箱が先立ちますが、契約の箱とそれについて行く民の間に二千アンマの距離をおくように、と命じられました（一アンマは大人の肘から中指の先まで。約四十五センチメートル）。契約の箱はもっとも大事な神の御臨在のしるしですから、民の真ん中に置くべきなのに、九百メートルも先を進むことになります。

      「箱根八里は馬でも越すが、越すに越されぬ大井川」と言います。箱根の山道は人の努力で越えられますが、大雨で増水した大井川には人の能力は通じません。イスラエル人がヨルダン川を渡ってカナンを征服することも同じです。パウロが、「あなたがたは、それほど物分かりが悪く、『霊』によって始めたのに、肉によって仕上げようとするのですか」（ガラ３章３節）と言ったように、律法の行いも道徳も、知恵や知識も健康も役には立ちません。それは、神の御業によってのみ可能です。

      契約の箱から九百メートルも離れてついて行くことは、カナン征服が徹底的に神の御業であること、そして神に先立っていただく以外に勝利する方法はないことを教えています。

      友よ。人生の困難に立ち向かうことは、「一度も通ったことのない道」の経験です。しかし、自分が先に進むのではなく、主に先に進んでいただくことができます。主はここで、「私をあなたの先に立てよ。私があなたの道を開き整えるから」と言っているかのようです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ３章 ５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは民に…「自分自身を聖別せよ。主は明日、あなたたちの中に驚くべきことを行われる。」

      

        

      

      イスラエルの民がカナンに入るのは、聖霊に支配され聖別された者になるためでした。しかしヨシュアは、今この時に自分を聖別せよ、と言います。ここで彼が語る聖別とは何のことでしょうか。

      神はダビデを選び、ダビデは神に応え祝福を得ました。しかし、神に選ばれた人すべてがダビデのように祝福されるわけではありません。その違いは、「自分自身を聖別せよ」の中にあります。ただし、人が自分で自分を聖別することは不可能であり、聖別する力は聖霊にのみあります。

      ダビデは王になってからも数々の罪を犯し、主に責められますが、それでも祝福の場に戻されました。彼は過去を振り返り、「私は主に対して無垢（潔[きよ]い者）であろうとし、罪から身を守る。主は私の正しさ（潔さ）に応じて返してくださる。御目に私は清い（潔い）」（サム下22章参照）と言いました（注・(　 )内は筆者加筆）。

      彼が祝福されたのは、彼が「聖(きよ)い者」になったからではなく、「潔(きよ)い者」になれたからでした。潔い者とは、「私は常に主を私の前に置く」（詩16･８　口語訳）人のことです。

      友よ。神の祝福は「潔(きよ)さ」に応じて与えられます。この潔さとは、神を主として生きる潔(いさぎよ)い決意のことです。ヨシュアが、「あなた方はこれから神によってのみ進むことを決意せよ」と言ったのは、「潔(きよ)い者になって生きよ」という意味でもありました。「潔い者」になって、神に「聖い者」にしていただいてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ３章 ８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「あなたは、契約の箱を担ぐ祭司たちに、ヨルダン川の水際に着いたら、ヨルダン川の中に立ち止まれと命じなさい。」

      

        

      

      契約の箱を担いだ祭司たちは川の中に入り、川の中にとどまらねばなりませんでした。その理由は、ヨルダン川の水流をせき止めるためだと後で分かります。

      出エジプトの時は、葦の海の海底を歩きました。今回は水が止まったヨルダン川の川底を歩いて渡ります。海と川の底を通ることは、物理的な現象を超え、「水の中」を通ること、すなわち「死」を意味しました。「…知らないのですか。キリスト・イエスに結ばれて洗礼を受けたわたしたちは皆、またその死にあずかるために洗礼を受けたことを。わたしたちは洗礼によってキリストと共に葬られ、その死にあずかるものとなりました」（ロマ６章３～４節）。かつて葦の海を渡ったのは、アダム以来の神から離れている罪（原罪）に、主の十字架によって死ぬためでした。そして、これからヨルダン川を渡るのは、神の子となってもなお肉に生きている古い自分が死んで聖別されるためです。

      葦の海を渡り終え、ヨルダン川と向き合う友よ。先に川に入ってその中にとどまるのは、あなたではなく祭司たちであり、大祭司キリスト御自身です。それは、神に遣わされてゴルゴタの十字架につかれた主の姿です。主は今も、あなたの肉の力を無力にするために十字架上にとどまり、肉の激流をせき止めてくださっています。十字架はただの二千年前の出来事ではありません。主は今なお十字架上にとどまって、罪と肉の力を無力にしてくださっています。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ３章 １０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「生ける神があなたたちの間におられて、カナン人、ヘト人、ヒビ人…ギルガシ人、アモリ人、エブス人をあなたたちの前から完全に追い払ってくださる…」

      

        

      

      ヨシュアは、不安を持つ民に向かって、「これから入って行くカナンには七つの民族が住んでいるが、それを神は完全に追い払ってくださる」と言いました。

      イスラエルの民の敵である七つの民族とは、現代においてはどのような敵なのでしょうか。それは、「肉の業は明らかです。それは、姦淫、わいせつ、好色、偶像礼拝、魔術、敵意、争い、そねみ、怒り、利己心、不和、仲間争い、ねたみ、泥酔、酒宴…」（ガラ５章19～21節）と言われるものです。

      神を信じる者は、神の子の命と肉の命を持ちます。それは、自由の女（福音・主イエス）から生まれた子（神の子）と、奴隷の女（律法・両親）から生まれた子（人の子）とも表現されます（同４章21～31節）。両者は自分が跡継ぎになろうと争います。そして両者が戦う時、勝利するのは肉の子です。神の子の命が勝利する方法はただ一つ、肉の命を小さくすることです。これが霊の戦いです。

      友よ。救われる前のあなたの中に狼（肉の人）が住んでいました。救われた時、羊（神の子）も同時に住み始めました。霊の戦いとは、あなたが狼と羊のどちらにエサを与えるかです。狼にエサを与えると肉の命が強くなって羊が弱り、羊にエサを与えると神の子の命が強くなって狼が弱ります。エサを与えるとは、同意することです。神の小羊イエスへの信仰（エサを与える）によって、小羊が勝利を収めてくださいます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ３章 １３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「全地の主である主の箱を担ぐ祭司たちの足がヨルダン川の水に入ると、川上から流れてくる水がせき止められ、ヨルダン川の水は、壁のように立つであろう。」

      

        

      

      この時のヨルダン川は、一年で最も水かさの多い時期でしたが、「祭司たちが川に足を入れれば水はせき止められる」と言います。その逆巻く大水は、どこでせき止められたのでしょうか。それは、「はるか遠くの…隣町アダムで壁のように立った」（16節）と記されています。アダムと呼ばれる町、その場所こそゴルゴタでした。

      罪に落ちた人類（アダム）に、神は救いの最初の宣言をなさいました。「お前と女、お前の子孫と女の子孫の間に、わたしは敵意を置く。彼はお前の頭を砕き、お前は彼のかかとを砕く」（創３章15節）。

      これは、「人類が何代も経過したある時、アダムの子孫のイエス（彼）が現れてサタン（お前）と戦う。イエスはサタンを完全に打ちのめし（頭を砕き）、サタンはイエスにしばし立てないほどのダメージを与える（かかとを砕く）」という意味だと理解できます。神の国の自由に入ろうとする者を阻む激流こそ、神の子に挑む肉の力です。

      友よ。霊に生きようとするあなたを襲う「肉」の激流は、ゴルゴタの主イエスの十字架によってせき止められています。と言うより、これらの激流（裁き）は十字架の中に吸い込まれています。それは、主が私たちの罪と咎と肉を引き受けられたので、そこに向かって裁きと死の激流が流れ込んだからです。あなたへの裁きと死は、十字架で消されます。主に感謝せよ！

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ３章 １５～１６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        箱を担ぐ祭司たちの足が水際に浸ると、川上から流れてくる水は、…隣町アダムで壁のように立った。

      

        

      

      人が神の国へ渡ることを阻む「肉」の大洪水を、イエスが十字架上で身代わりになって飲み込まれたので、川の水は干上がりました。この激流がせき止められたのは、祭司たちがヨルダン川に足を踏み入れた時でした。

      神を信じることと結婚には、「ゆだねる」という共通点があります。異性を好きになっても、結婚するまでは相手と共に生活することはできません。同じように神も、人から「あなたを信じる」と告白されるまでは、遠くからかかわる以上のことはできません。

      告白とは相手に発行する許可書であり、許可されてこそ相手に深くかかわれるようになります。「結婚します・信じます」は最初の一歩ですが、次に両者に必要なのは、「従う」という行動であり、それが相手を愛することです。「神を愛するとは、神の掟を守ることです。神の掟は難しいものではありません」（Ⅰヨハ５章３節）。この「掟を守る」とは「従う」ことであり、「ゆだねる」ことです。

      友よ。あなたが肉に死んで霊に生きる決意をしたならば、次は目の前の激流に足を踏み出しましょう。それは、「あなたの私への願いを実現してください」との許可書の発行です。「従い、ゆだねます」と、あなたの信仰の足を一歩踏み出してください。パウロは、「神は約束したことを実現させる力も、お持ちの方だと、確信していた…」（ロマ４章21節）と言い、さらに、「偽ることのない神は、永遠の昔にこの命を約束してくださいました」（テト１章２節）とも言いました。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ３章 １７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主の契約の箱を担いだ祭司たちが…川床に立ち止まっているうちに、全イスラエルは干上がった川床を渡り、民はすべてヨルダン川を渡り終わった。

      

        

      

      祭司たちが川に足を踏み入れた時、ヨルダン川の水は干上がり、彼らが川の真ん中にとどまっている間に、人々は川を渡り終えることができました。

      「何事にも時があり、天の下の出来事にはすべて定められた時がある」（コへ３章１節）と伝道者は言いました。たしかに、祭司たちが「川床に立ち止まって」いた時に川底を渡れたのであって、契約の箱が陸に上がってからでは遅すぎます。それでは、神は一定の期間だけ川床に立たれ、時が過ぎれば川床からいなくなってしまうのでしょうか。「イエス・キリストは、きのうも今日も、また永遠に変わることのない方です」（ヘブ13章８節）から、主が十字架（川床）から離れられることはありません。ただし、私たちがイエスから離れることはいつでも可能です。

      「今日、あなたたちが神の声を聞くなら、神に反抗したときのように、心をかたくなにしてはならない」、さらに、「今日という日のうちに、日々励まし合いなさい。わたしたちは、最初の確信を最後までしっかり持ち続けるなら、キリストに連なる者となるのです」（ヘブ章７～15節参照）と聖書は教えます。

      友よ。ヨルダン川を渡ることは、人の業ではなく主の御業です。それは、御言葉を示された時、精一杯応えようと生きることです。その時、あなたは川床を歩いて（十字架について）いるのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ４章 １節

          

        

      

    

    
      
        
        
        民がすべてヨルダン川を渡り終わったとき、主はヨシュアに言われた。

      

        

      

      やっとヨルダン川を渡り終えました。イスラエルの民はかつて葦の海を渡り、奴隷から解放され自由を得た時、「主に向かってわたしは歌おう。主は大いなる威光を現わし…」（出15章１節）と、賛美と感謝をささげました。しかし、ヨルダン川を渡った民から賛美は出てきませんでした。

      すべての人は、エジプトなるこの世で、罪と死の奴隷としての人生を過ごしていました。そこから、イエスを主と信じて神の子となった時、人生に光が射しこんで明るくなり、神を賛美しました。しかし、その後の荒れ野での四十年間は、賛美よりも不平の多い年月でした。

      迫るエジプト軍を尻目に、分けられた海を通り抜けた時は、罪と死から解放する救いをはっきり実感できました。しかし、荒れ野からカナンへとヨルダン川を渡るこの時は、水ははるか遠くの上流でせき止められていたので見ることもなく、干上がった川底を普通に歩いただけでした。罪と死からの救い（葦の海を渡ること）の感動に比べると、聖別（ヨルダン川を渡ること）の感動は小さく思えるものです。

      友よ。原罪からの救いは自分でも目を見張るほど大きく見え、肉からの聖別は小さく見えます。しかし、葦の海を渡る代価も、ヨルダン川を渡る代価も、「御子の血によってあらゆる罪から清められます」（Ⅰヨハ１章７節）とあるように、同じ尊いイエスの血です。もっともっと目を凝らして、聖別される恵みの大きさを思い浮かべてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ４章 ３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「彼らに命じて、ヨルダン川の真ん中の、祭司たちが足を置いた場所から、石を十二個拾わせ、それを携えて行き、今夜野営する場所に据えさせなさい。」

      

        

      

      祭司たちと契約の箱が川床にとどまる間に、民は川を渡り終えました。その時、祭司たちが立ち続けた川底の十二個の石を記念として携えるように、と主は言われました。

      契約の箱は、三位一体の神の姿と働きを表していました。箱の中には「十戒」、すなわち「言」なる神から出た十の言葉がありました。箱の蓋は「贖いの蓋」と言い、大祭司が年に一度血を注ぐ十字架の贖いを表しました。贖いの蓋を覆う一対のケルビムは、聖霊の存在を表しました。「父なる神→　贖い主・御子イエス→　聖霊」、こうして、神は御自分を人に顕(あらわ)しました。

      とりわけ御子イエスは、神と人を執り成す仲介者・大祭司として人となられました。「永遠に完全な者とされておられる御子を大祭司とし」（ヘブ７章28節）。「雄山羊と若い雄牛の血によらないで、御自身の血によって、ただ一度聖所に入って永遠の贖いを成し遂げられたのです」（同９章12節）。

      ヨルダン川を渡った友よ。あなたは、その記念の石を今も持っていますか。その石は、あなたがどのような時、何の出来事を通し、どの御言葉によって聖別されたかを証しするものです。

      聖別は一回だけの経験ではなく、何度も繰り返されるものであり、そうして積み上げられた石が多いほど信仰の成長につながります。それらの石（御言葉・証し）を大切な記念として積み上げてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ４章 ５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは…言った。「ヨルダン川の真ん中の、あなたたちの神、主の箱の前に行き、イスラエルの人々の部族の数に合わせて、石を一つずつ肩に担いで来い。」

      

        

      

      契約の箱を担ぎ、ヨルダン川の真ん中に立ち止まった祭司たちの姿と、十二人が石を一個ずつ肩に担いで持ち帰る姿に、大祭司キリストの御業が重なります。

      旧約聖書に登場する大祭司の衣装と行動は、やがて来られる神の御子、大祭司イエス・キリストの姿と御業の予表でした（出28章参照）。

      その大祭司の衣装に、胸当てと肩当てがありました。胸当てには十二個の宝石が並べられ、肩当てには片方に六個ずつ、計十二個の宝石がはめられていました。十二個の宝石とは、イスラエルの十二部族のことで、アブラハムの子孫である神の子たちを表します。

      大祭司イエスの胸当ての宝石は、主が民を胸に抱いていること（愛）を表し、両肩の宝石は、民を肩に担いで父なる神のもとに連れて行くこと（力）を表しました。聖別の恵みは、人の努力や行いによるものではなく、大祭司であるイエス・キリストの愛（胸）と力（肩）によるものです。

      神に愛される友よ。あなたはヨルダン川を自分の足で渡ったのではなく、主イエスの胸（愛）に抱かれ、肩（力）で担いでいただいて渡ったのです。そしてそれは一回だけの経験ではなく、今日もあなたは主の胸に抱かれ、肩に担がれ続けているのです。「だから、自分の確信を捨ててはいけません。この確信には大きな報いがあります」（ヘブ10章35節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ４章 ８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主がヨシュアに告げられたように、イスラエルの人々の部族の数に合わせて、十二の石をヨルダン川の真ん中から拾い、それらを…野営する場所に据えた。

      

        

      

      ヨルダン川の川床から携えてきた石は、「主の契約の箱の前で、ヨルダン川の流れがせき止められた記念」（７節）でした。

      すなわちそれは、「肉」という激流、「姦淫・わいせつ・好色・偶像礼拝・魔術・敵意・争い・そねみ・怒り・利己心・不和…」（ガラ５章19～20節参照）が主イエスによって無力にされ、人が復活の命に生きるようになったことの霊的な記念でした。「…わたしは神に対して生きるために…キリストと共に十字架につけられています。生きているのは、もはやわたしではありません。キリストがわたしの内に生きておられるのです。」（ガラ２章19～20節）。

      前記の「キリストと共に十字架につけられる」とは、「自分の十字架を負う」ことでもあります。それは、弱さや悪癖や生きる上での重荷を、自分の努力や決意で解決するのではなく、主に自分をゆだね、主の御心のままに自分を取り扱っていただくことです。

      友よ。信仰は、神と人の継がりと交わりです。そこで人ができることは、神に全存在をもって依存することです。「自分の十字架を負う」ことは、神に対して、「あなたは私を思いのままにして良いです」という「許可書」ともなります。人格と人格の関係には相手の許可が必要です。許可書があってこそ、主は私の肉という激流を止めることができます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ４章 ９節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアはまた、契約の箱を担いだ祭司たちが川の真ん中で足をとどめた跡に十二の石を立てたが、それは今日までそこにある。

      

        

      

      ヨシュアは、祭司がヨルダン川に立ち止まった所にも十二の石を立てました。「それは今日まで残っている」と聖書は記しますが、本当なのでしょうか。

      もちろん、石そのものではなく、霊の石となって残っています。「神は霊」（ヨハ４章24節）ですから、霊の世界は時間と空間を超えます。ヨシュアの時代から約千三百年後に主が御降臨され、さらにそれから約二千年経ったのが現在です。

      ヨシュアの時も現代も、ヨルダン川は肉の力では渡れません。しかし、昔も今も変わらず同じ手段と方法によって、ヨルダン川を渡って聖別の地カナンへ行くことができます。手段とは主イエスの「十字架」であり、方法とは自分の肉を十字架につける「信仰」です。肉に生きる所から霊に生きる所に行くための通路は、ヨルダン川の川底に残っている霊の石・主イエスの十字架と復活です。

      ヨルダン川を渡れず失望している友よ。諦めないでください。ヨルダン川には、あなたのために今も石が立てられています。信仰とは、「主よ、この私を自由に取り扱ってください」という許可書でした。今一度、力を抜いて、主に自分をゆだねてください。「十字架」とは主があなたに御自分を与えてくれた確証であり、「信仰」とはあなたが主イエスに自分を与える約束です。神とあなたが互いに与え合う交わり、そこにはすでにカナン（聖霊の支配）が実現しています。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ４章 １１節

          

        

      

    

    
      
        
        
        民が皆、渡り終わると、主の箱と祭司たちとは民の先頭に立った。

      

        

      

      祭司たちは、民が渡る間は川の中に立ち続けましたが、民が渡り終えると川から上がり、再び契約の箱を担いだまま先頭に立ちました。

      「急いで出る必要はない。逃げ去ることもない。あなたたちの先を進むのは主であり、しんがりを守るのもイスラエルの神だから」（イザ52章12節）とあります。これは、「過去も現在も未来も主があなたの責任を取ってくださる」との約束です。主は民（あなた）をエジプト（過去）から導き出し、荒れ野の四十年（今）を守ってくださいました。そしてカナン（未来）へと出発するこの時も、主の箱と祭司たちが先頭に立ちました。まさに「民の先頭に立って進む神」です。

      族長ヤコブは神の約束を得ていたのに、自分が神に先立って進み、その結果二十年も肉に支配され続けました。ヤボク川の渡しでついに主に負かされたヤコブは、主にしがみつき、主を自分の前に置いて歩むように変えられました。

      友よ。あなたの主はどこにいますか。過去にですか、現在の出来事の中にですか、これから歩む人生の中にですか。イエスを主として歩むなら、過去も現在も未来も主に支配して（守って）いただけます。「過去の事実は変えられないが、意味を変えることはできる」とは素晴らしい教訓です。それが可能なのは、過去と現在と未来を支配できるお方だけです。そうです、「主は…万事を益としてくださいます。」（ロマ８章28節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ４章 １３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        約四万の武装した軍勢が主の前を進み、戦うためエリコの平野に向かって行った。

      

        

      

      聖書に出て来る数字はとても不思議です。聖書の初めから、世界が「七日」で造られ、「アダムは九百三十年、セトは九百十二年生き…そして死んだ」との数字に驚きます。聖書の数字を字義通り受け止めるか、それとも神のメッセージとして受け取るかは読む人によって分かれます。

      聖書における完全数は「７」と「12」であり、時にはその倍数（「24」人の長老・「49」年目のヨベルの年など）も含みます。「７」と「12」はどちらも「３」と「４」からなります（３＋４＝７、３×４＝12）。「３」は、「三位一体の神」などのように、神の数字です。「４」は人間を表します。モーセの40年×３（エジプト・ミデアンの地・荒れ野）＝120年の生涯や、40日40夜の断食など、聖書には数多くの例が記されています。神が「３」だけでなく「７」と「12」も完全数にしたことは、「神と人が一体になってこそ完全である」とのメッセージです。

      イスラエルの民はエリコと戦うために四万の武装兵を送りますが、どんなに人(４)を多く備えても、霊の戦いには敗北します。しかし、７日目（３＋４）に７回（３＋４）城壁を回り叫んだ時（７×７＝49）、城壁は崩れました。

      友よ。人(４)は不完全なので、試みられてこそ完全になれます。その試みは、人を鍛えあげて完全な者にするためではなく、人(４）を神(３)につなげるためです。それは、「たとえあなたが弱く不完全でも、神につながるならば強く完全な者になる」とのメッセージです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ４章 １４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        その日、全イスラエルの見ている前で、主がヨシュアを大いなる者とされたので、彼らはモーセを敬ったように、ヨシュアをその生涯を通じて敬った。

      

        

      

      イスラエルの人々は、モーセを敬ったようにヨシュアを敬いました。彼はモーセと共にエジプトを出て、四十年もモーセに仕え、この度はリーダーとしてヨルダン川越えを見事に成し遂げました。

      聖書全体からのモーセとヨシュアの関係は、「律法（モーセ）と福音（ヨシュア）」を示し、さらに「旧約と新約」を表しているとも受け取れます。「律法と福音は相反し、旧約は不完全であり新約において完成された」などと言う人もいますが、それは大間違いです。

      「律法あっての福音」であり、「旧約聖書あっての新約聖書」です。さらに、「律法が理解されないでは福音の命は小さくなる」「旧約聖書を軽んじるならば、新約聖書を正しく受け取ることができなくなる」とも言えます。

      「モーセを敬ったように、ヨシュアを敬った」とは、「モーセを敬えない人は、ヨシュアも敬えない」となり、さらに「律法を軽んじる者は、福音が理解できない」ともなります。三十九巻の旧約聖書と二十七巻の新約聖書は、同じ重さをもつ一冊の聖書です。

      友よ。あなたは律法と旧約聖書を軽んじ、福音と新約聖書を重んじていませんか。それは、モーセを敬わず、ヨシュア（主イエス）に救われようとすることです。確かに主は救ってくださいますが、それでは神の救いの高さ・深さ・広さを理解することはできません。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ４章 １８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主の契約の箱を担ぐ祭司たちはヨルダン川から上がり、…乾いた土を踏んだとき、ヨルダン川の流れは元どおりになり、以前のように堤を越えんばかりに流れた。

      

        

      

      契約の箱を担いだ祭司たちが最後に陸に上がると、ヨルダン川の流れは元に戻りました。

      人の力で渡ることを拒むヨルダン川は、民が渡り終わった時、再び堤を越えんばかりに激しく流れました。それは、一度ヨルダン川を渡った者が、元の所に戻ることが困難になったことでもあります。戻った激流は、荒れ野での肉に負けていた聖別されない生活に戻ることを阻止する力になります。

      ただし、ヨルダン川を一度渡れば、二度と荒れ野に戻ることはない……とはなりません。葦の海を渡ることは、一回の経験で十分でした。モーセは民に、「恐れてはならない。…あなたたちは今日、エジプト人を見ているが、もう二度と、永久に彼らを見ることはない」（出14章13節）と言いました。しかし、ヨルダン川を渡る（肉に死に、霊に生きる）ことは何度も経験せねばなりません。

      聖別を求める友よ。これは日々の信仰の戦いです。一度渡ったならば、その後の肉欲は消される……というものではありません。一度渡り終わった後に、後戻りすることもできます。ただし、ヨルダン川を渡る一回一回の経験を積み重ねるごとに、ヨルダン川の水かさが増え、肉に支配された荒れ野に戻ることを差し止める壁になります。それが、「信仰に成熟した人」（Ⅰコリ２章16節）、大人の信仰者になることです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ４章 １９～２０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        民はヨルダン川から上がって、エリコの町の東の境にあるギルガルに宿営した。ヨシュアはヨルダン川から取った十二の石をギルガルに立て、

      

        

      

      ヨルダン川を渡り終えた民が宿営した場所は「ギルガル」と言う地でした。ヨシュアはそこに、川床から運んだ十二個の石を積み上げて記念としました。

      「ギルガル」という名は、「転がし去る」が原意であり、そこから、「恥辱を取り除いた」（５章９節）という意味に理解できます。エジプトを出てから四十年間、イスラエルの民の、神への不従順……つぶやき、不信仰、モーセへの反抗、偶像礼拝、エジプトへの愛着など……は枚挙に暇がありませんでした。ギルガルは、そのような敗北の信仰生活を転がし去らせた記念の地でした。

      不信仰を生み出していた「肉の命」が「霊の命」に代わったのは、契約の箱がヨルダン川の中にとどまり、水をせき止めたからであり、これこそキリストの十字架の御業でした。さらに、水がせき止められた川床を民が通ってきたことは、民が主の十字架と一体となったことを意味しました。「私たちがキリストと一体となってその死の姿にあやかるならば」（ロマ６章５節）が実現したのです。

      過去の傷や恥辱を抱えている友よ。あなたにも解放の道・ヨルダン川が備えられています。傷、恥、無力感に敗れ続けた荒れ野を後にして、神の命によって生きる地に踏み出してください。肉に死ぬヨルダン川を恐れないでください。ヨルダン川をよく見てください。そこでは主があなたの恥辱を引き受けて十字架についています。あなたは乾いた川床を歩くだけです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ４章 １９～２０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        民はヨルダン川から上がって、エリコの町の東の境にあるギルガルに宿営した。ヨシュアはヨルダン川から取った十二の石をギルガルに立て、…

      

        

      

      ギルガルはカナンの入口でしたが、民にとってはそれ以上に重要な場所になりました。民はここに女子供を置いて戦いに出ては戻って来ました。ギルガルは橋頭堡（きょうとうほ）、「戦いの陣地」でした。民はここで作戦を立て、補給を受け、回復し、敵との戦いに再度出て行きました。

      後の時代に、「サムエルは民に言った。『ギルガルに行こう。そこで王国を起こそう。民は全員でギルガルに向かい…』（Ⅰサム11章14節）とあるように、イスラエル王国が始まった地もギルガルでした。その後も、民は何か出来事があるごとにギルガルに集まりました。

      霊の戦いにおいても、橋頭堡・ギルガルが必要です。霊の戦いは、ファラオと死に支配されたエジプトでは不可能でした。神の子にされてなお肉に負けている荒れ野でも不可能でした。そこでは不信仰との戦いで精一杯だったからです。死（エジプト）と肉（荒れ野）から離れた者にこそ、霊の戦いができます。主の弟子たちが霊の戦いを始めたのはペンテコステの後でした。それは、「霊に満たされ」（エフェ５章18節）て、肉の支配から霊の支配に入った時でした。

      友よ。霊の戦いに最初に必要なものは、「私は葦の海を渡った＝原罪（罪と死）から主の血潮によって救われた」という確信です。次に必要なものは、（自分が弱く、肉に悩まされていても）「私はイエスを主として歩む＝自分を十字架につける＝ヨルダン川を渡る」という決意です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ４章 １９～２２節

          

        

      

    

    
      「十二の石をギルガルに立て…、後日、あなたたちの子供が、これらの石は何を意味するのですかと尋ねるときには、子供たちに…教えねばならない。」

      戦いの陣地ギルガルに据えられる記念の石は、後の子孫のための記念でもありました。霊の戦いの陣地ギルガルは、神の子たち一人一人にとって重要な場所です。

      ①戦いの準備をする所。……相手は「暗闇の支配者、天にいる諸霊」ですから、それらに対して「人の何か」で戦うことはできません。ここは戦うための「霊の剣・御言葉の剣・正義の胸当て・平和の福音の履物・信仰の盾」を整える場所であり、教会でもあります（エフェ６章参照）。

      ②戦いに出て行く所。……悪魔は、進化論や人間中心主義などの偽りを武器とします。戦いとは真理の戦いであり、「本当の神はだれか」を明らかにする戦いです。真理によって御言葉と聖霊が一つになり、相手を降参させ、「イエスは主」と告白させます。

      ③戦いから帰る所。……「疲れた者、重荷を負う者、だれでもわたしの元に来なさい。休ませてあげよう」との言葉は、神から遣わされて出て行った者たちにこそ必要です。ここも教会です。

      ④補給する所。……戦いとは自分を整えることです。それは、主イエスの中にさらに深く入り、主と一つとなることです。

      友よ。敵に勝っても負けても、ここに戻るのです。この霊の戦いの陣地とは、イエスの十字架と復活の場所、イエスとさらに深く継がり交わる場所です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ４章 ２４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「それは、地上のすべての民が主の御手の力強いことを知るためであり、また、あなたたちが常に、あなたたちの神、主を敬うためである。」

      

        

      

      アブラハム以来、イスラエル民族は「選民」とされました。「選民」とは「証し人」の意であり、神はこの民族を用いて、御自分が真の神であることを伝えました。

      世界は混乱し、戦争・民族対立・宗教対立・富の格差などは相互に絡み合い、さらに深刻になっています。原因を求めて「あの人（国・指導者・宗教・貧しさ・政治…）が悪いからだ」と罪人探しをすると、さらなる憎しみ、怒り、自己中心へと進み、もっと激しい殺し合いへと発展します。

      主は、生まれつきの盲人について、「本人が罪を犯したからでも、両親が罪を犯したからでもない」と言われましたが、それは「だれの罪でもない」と言ったのではありません。盗みも殺人もだれかの罪であり、それは「人類の罪（原罪）」です。罪探しではなく罪人探しをするなら、責め合うだけで解決はありません。人類皆が犯罪者であり被害者です。解決は、「神の業がこの人に現れるためである」（ヨハ９章３節）にこそあります。

      友よ。原因を追究して責め合うのではなく、より積極的な解決を示すべきです。それは、葦の海とヨルダン川を渡ることであり、主の十字架による、原罪と肉からの解放です。人類の根本的問題は、主によって解決されています。「すべての民が主の御手の力強いことを知る」のは、あなたが「世の光・地の塩」になる時です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 １節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨルダン川の西側にいる…王たちは皆、…主がイスラエルの人々のためにヨルダン川の水を涸らして、彼らを渡らせたと聞いて、心が挫け、…

      

        

      

      ヨルダン川西岸の人々は、荒れ野に四十年もいたイスラエルの民が川を越えてやって来たことを聞き、心が挫けました。ヨルダン川の水かさの多い時期に、男ばかりか女子供まで渡れるとは、彼らには信じ難いことだったのでしょう。そして彼らは、イスラエル人が川を渡れたのは彼らの神の御業だと信じ、神を恐れました。

      聖書全体のメッセージは、「神は唯一の神である。その神は今も生きている」です。それをエレミヤは、「『わたしは生きている』と主は言われる」（エレ22章24節・46章18節）と一言で表しました。

      それでは、唯一の主が生きていることを、未信者はどこに見るのでしょうか。その最初は、神を信じない者が葦の海を渡り、神の子となった姿です。次は、その者がヨルダン川を渡った姿です。前者は人が新しい命を持った姿であり、後者はその命によって生きている姿です。前者は一時の出来事ですが、後者はその後の継続した歩みです。特に、自我から解放され、神の命によって愛に生きる姿によって、神が生きていることを人々は見ます。

      友よ。現象としての奇跡もありますが、それはさらに内にある霊の奇跡を表す手段です。最大の奇跡は、あなたの自我が砕かれ、主の霊で生きるようになることです。自己中心の人から愛の人に変えられることです。ヨルダン川を渡った証こそが、人々に主を畏れさせます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 ２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        そのとき、主はヨシュアに、火打ち石の刃物を作り、もう一度イスラエルの人々に割礼を施せ、とお命じになった。

      

        

      

      ヨルダン川を渡って敵地に入り、今は戦いの準備に集中せねばならない時なのに、ヨシュアは民に、もう一度割礼を施すよう命じました。エジプトを出た後に生まれた者たちは、無割礼のままだったからです。

      割礼は、「あなたたちの男子はすべて、割礼を受ける。包皮の部分を切り取る」（創17章10節）という契約でした。「肉体的しるし」が大事なのではなく、「霊的しるし」を表現するために、割礼が必要でした。それをパウロは、「外見上のユダヤ人がユダヤ人ではなく、また、肉に施された外見上の割礼が割礼ではありません。内面がユダヤ人である者こそユダヤ人であり、文字ではなく〝霊〟によって心に施された割礼こそ割礼なのです」（ロマ２章28～29節）と明言しました。

      男の子の包皮を切り取る割礼の意味はなんでしょうか。それは、「肉の命を伝えない（切る・死ぬ）」ことであり、「私は、キリストと共に十字架につけられています。生きているのは、もはや私ではありません。キリストが私の内に生きておられるのです」（ガラ２章19～20節）ということを表します。

      友よ。霊の割礼は、老若男女すべての者への命令です。戦うための最大の備えは、「最速（もはや）われ生くるにあらず、キリスト我が内に在りて生くるなり」（文語訳）という、「肉（自分）に死に、霊（神）に生きる信仰」という割礼です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 ５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        出て来た民は皆、割礼を受けていたが、エジプトを出た後、途中の荒れ野で生まれた者は一人も割礼を受けていなかったからである。

      

        

      

      割礼は、信仰の告白であり、献身の告白でもありました。出エジプトの時、民は家の門柱に血を塗り、過越の食事をしましたが、これこそ霊的割礼でした。荒れ野での四十年間に多くの子供が生まれましたが、彼らの信仰は親の信仰に便乗した「習慣信仰」になっていました。

      クリスチャン二世は、神の財産を受け継ぐ「長所」を持ちますが、人（親）の罪を見る「短所」に戸惑います。イサクは典型的な信仰二世でした。彼は、掘った井戸をめぐって他民族との間に争いが生じる度に、そこから離れて別の井戸を掘り当てました。彼はどこに水（神の命）があるかを知り、その掘り方（信仰）を見て育ったゆえの長所（恵み）を持っていました。

      ヤコブの子供たちは、神と出会いながらも多くの妻を持つ父の姿に、神を知っているだけに一層厳しい裁きの目を向けました。やがて父への反発から、兄たちは弟殺しを計画するまでになりました。彼らは、クリスチャンなのに罪に生きる親の姿に失望して神を退けるという短所（罪）を身に着けました。

      しかし友よ。親がどうであれ、最終的には個人個人の責任に行き着きます。親の罪の中に自分の罪を隠してはなりません。さあ、今日、今からでも、すべての事情をおいて、「自分はイエスを主としているか」を問い、ここから歩き始めてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 ６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        イスラエルの人々は荒れ野を四十年さまよい歩き、その間にエジプトを出て来た民、戦士たちはすべて死に絶えた。彼らが主の御声に聞き従わなかったため、

      

        

      

      民は、エジプトを出て荒れ野で四十年生活し、ヨルダン川を渡りカナンに入りました。しかしこの時、出エジプト時に成人していた者は荒れ野の四十年の間に皆死んだことが記されています。

      荒れ野で死んだ人々を、「彼らは神の子になったが、肉に生き、聖別の生活に失敗した（死んだ）」と読んでみてはどうでしょうか。それらのことを、「ああ、物分かりの悪いガラテヤの人たち、…『霊』によって始めたのに、肉によって仕上げようとするのですか」（ガラ３章１～３節）「キリストの教えの初歩を離れて、成熟を目指して進みましょう」（ヘブ６章２節）と、聖書の御言葉が教えています。肉から霊に、初歩から成熟に進めなかった者たち。彼らは「肉と初歩」で生きてしまい、「霊と成熟」には死んだ状態でした。

      「…あなたたちを住まわせると言った土地に入ることはない。ただし、エフネの子カレブとヌンの子ヨシュアは別だ」（民14章30節）とモーセは誓いました。この例外の二人は、霊によって歩む成熟した者たちでした。

      主に贖われ、神の子となった友よ。多くの信仰の友人たちは、聖霊に支配されて生きるカナンに入れず、肉に従って生きる、荒れ野にとどまったままの死者のようです。あなたはすでに「原罪」の罪と死に打ち勝っているのですから、この世の勝利者にもなってください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 ７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアが割礼を施したのは、神がその代わりにお立てになった彼らの息子たちであって、途中で割礼を受ける折がなく、無割礼だったからである。

      

        

      

      ヨルダン川を渡った歴史は、単なる史実を超え、神の子の大事な霊的成長の歴史でもあります。

      聖書には、水のバプテスマ(洗礼)と聖霊のバプテスマが記されています。水のバプテスマは「信仰告白」を表し、聖霊のバプテスマは「聖霊の満たし」を強調します。「聖霊のバプテスマ」と聞いて、「聖霊の賜物」と同一視してはなりません。「聖霊の賜物」とは「神の能力」のことですが、「聖霊のバプテスマ」は、「浸す・満たす・支配する」の意です。「賜物」は神の能力にかかわり、「満たし」は、神によって作られる人格を表します。

      聖書が教える、ヨルダン川を渡ったことの表現や霊的立場は、「聖霊のバプテスマを受けた」がより正確です。それは、「肉に死に、霊に生きる」、すなわち「聖霊に満たされ＝聖霊に支配される」ことだからです。

      友よ。あなたは信仰告白（水のバプテスマ）を終えました。それでは、ヨルダン川を渡る「聖霊のバプテスマ」の体験はありますか。それは、異言や預言やいやしなどの「聖霊の賜物」を持つことではなく、聖霊に支配されることです。「満たされ、支配される」とは、神に自分を明け渡す「献身」のことです。献身は、特定の人だけでなく老若男女だれにでも求められることであり、だれにでもできることです。献身とは、「イエスを主として今日を生きる」ことです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 ９節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主はヨシュアに言われた。「今日、私はあなたたちから、エジプトでの恥辱を取り除いた（ガラ）。」そのために、その場所の名はギルガルと呼ばれ…る。

      

        

      

      民がヨルダン川を渡り宿営した所はギルガルと呼ばれました。それは、エジプトでの恥辱から完全に解放されたことの記念の地ともなりました。それでは、エジプトでの恥辱とは何でしょうか。

      ＊神の民なのに、人の奴隷としてファラオに支配されたこと。　＊神との関係で生きる羊飼いの人生から、この世に這いつくばって生きるレンガ作りの人生になったこと。　＊エジプトで死ぬ＝土に帰るだけの者になったこと。

      モーセに導かれて、恥辱に閉じ込められたエジプトから荒れ野へと移されましたが、しかしそこにはまだエジプトが残っていて、民を誘惑しました。

      ＊エジプトを慕う……神の国も、この世なるエジプトも。　＊エジプトの食物を慕う……マナも、この世の食物も。　＊金の子牛を慕う……主なる神も、エジプトの御利益神も。

      信仰の成長は、赤ちゃんから一気に大人に、とはなりません。必ず通らねばならない過程があります。霊的成長過程は省けませんが、速く通り過ぎることはできます。子供から大人になる時に必ず通る霊の過程の大事なポイントは、ヨルダン川を越す経験を何度も積むことです。

      友よ。あなたの信仰生活に、エジプトの恥辱を拭い去るギルガルはありますか。ギルガルは一度の経験ではなく、日々そこに戻り、また出発する所です。今日もギルガルに戻ってください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 １０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        イスラエルの人々はギルガルに宿営していたが、その月の十四日の夕刻、エリコの平野で過越祭を祝った。

      

        

      

      イスラエルが川を渡りギルガルに落ち着いた時、彼らは過越の祭を執り行いました。イスラエルの歴史の中で、過越の祭は民が生きる核心でした。

      ノアは箱舟を出て祭壇を築き、獣を「焼き尽くす献げ物として祭壇の上にささげた」（創８章20～21節）。アブラハムも、「祭壇を築き、主の名を呼んだ」（12章８節）。イサクも、アビメレクの迫害を避けて井戸を掘った所で祭壇を築きました。この祭壇こそ、「主イエスは、引き渡される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、『これは私の体である。…この杯は、私の血によって立てられる新しい契約である…』」（Ⅰコリ11章23～26節）と言われた、最後の晩餐でした。

      「人は、神の栄光のために生きる」とは、「人は、神を礼拝して生きる」でもあります。礼拝こそ神と人の正しい関係であり、そこで人は守られ、育まれ、満足し、愛し合い、完成されます。

      友よ。初代教会では、「使徒の教え（御言葉）、信徒の交わり、パン裂き（礼拝）、祈り」の四つが信仰生活の柱でした（使２章42節参照）。その礼拝の中心は、罪の赦しと復活を記念する聖餐式です。神の子の生活の中心は礼拝であり、礼拝の中心は聖餐式であり、聖餐式の核心は十字架と復活です。教会の礼拝で聖餐を毎回受けられなくても、あなたの心の中で聖餐式を毎日行うことはできます。今日も聖日（礼拝日）を守ってください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 １２節 ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼らが土地の産物を食べ始めたその日以来、マナは絶え、…人々に、もはやマナはなくなった。彼らは、その年にカナンの土地で取れた収穫物を食べた。①

      

        

      

      カナンの地に入って最初に変化したのは食物でした。四十年間食べ続けたマナから、その土地の食べ物に代わりました。食の変化は命の変化であり体の変化です。

      子供には離乳食が必要ですが、大人には固い食物が必要です。神の子にも、「乳」を飲む者と「固い食物」を食べる者がいます（ヘブ５章11～14節参照）。幼子はマナという乳を飲みます。マナは自分で働いて収穫したものではなく、毎朝集めに行くだけで食べられるものでした。それは恵みを受けるだけの信仰です。メッセージを聞くだけ、祈ってもらうだけ、証しを聞くだけ……という具合に、他者を通して神の恵みを受け取る信仰です。もちろん、信仰の初歩ではそれで十分ですが、いつまでも乳信仰（恵み信仰）では困ります。

      「固い食物を食べる」とは、神の恵みを、他者を通してではなく自分の信仰によって得ることです。御言葉を自分で読み、自分で祈り、自分の全存在をもって主に従おうとすることです。御言葉、礼拝、集会、祈りを自分の歯で噛んで、もっと多くの栄養を取り入れれば、さらに強くされます。

      友よ。あなたの食事は「乳」と「固い食物」のどちらですか。自分を認めてくれる御言葉（食物）と、罪を示し服従することを求める御言葉（食物）の、どちらを求めていますか。「固い食物は、善悪を見分ける感覚を経験によって訓練された、一人前の大人のためのものです」（同14節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 １２節 ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼らが土地の産物を食べ始めたその日以来、マナは絶え、…人々に、もはやマナはなくなった。彼らは、その年にカナンの土地で取れた収穫物を食べた。②

      

        

      

      民が神に導かれて経験したことは、食物の変化一つとっても、歴史を超えた神の大切なメッセージです。

      信仰の成長において、「荒れ野＝肉の人」「マナ＝乳を飲む幼子」の段階にある人は、主イエスの十字架までで止まっている人、とも表現できます。十字架は神の子にとってかけがえのない大切な恵みですが、そこまでで止まる人は、親に一方的に愛されるだけの子と同じです。その人は、真理ではなく同情を求めます。真理は神を求め、同情は人を求めます。その人は、神から愛されること（赦し・主の十字架）だけを欲し、神を愛する（神に従う・自分の十字架を負う）ことはしません。

      「カナン＝霊の人」「小麦や野菜＝固い食物を食べる大人」の段階にある人は、十字架を受け取り、復活の命で歩む人です。肉の人はこの世からの同情という食物を求め、霊の人は神に真理の食物を求めます。聖霊に満たされた人の最大の特徴は、御言葉を求めることです。

      友よ。幼子と大人の差は、「十字架までか、それとも復活まで進むか」にあります。罪の赦しの十字架から、神の命に生きる復活までの間にあるのが、ヨルダン川なる「自分の十字架を負うて我に従え」に集約される言葉です（主はこの意味の言葉を四福音書で五回語られました）。原罪（悪性腫瘍）にも肉（良性腫瘍＝死に直結しないが弱くする）にも、必要なのは塗り薬ではなくメスです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 １３節 ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアがエリコのそばにいたときのことである。彼が目を上げて、見ると、前方に抜き身の剣を手にした一人の男がこちらに向かって立っていた。

      

        

      

      ヨルダン川を越えた皆は一息つきますが、指導者ヨシュアは休めません。彼の頭と心は今後の戦いのことでいっぱいになっています。彼は皆から離れ、エリコの城壁の見える所に来ていました。

      エリコとの戦いに勝てば民は力強くされ、その後の戦いにも勢いがつくでしょう。しかし、苦戦して長引けば、背後で見ているカナン人、ヘト人、ヒビ人たちが襲いかかってくるかもしれません。敗北すれば、民は荒れ野に追い返され、分裂し、エジプトに戻って行くことすらありえます。何よりも戦争ですから、死者や負傷者といった犠牲の大きさも考えねばなりません。

      聖書は、「彼が目を上げて」と記します。困難に出会う時、ある人は「下（自分の足・自分の能力と自責）」を見て失望します。別の人は「横（人々・世間の常識）」を見て妥協します。しかし、信仰の人は「上（神・神の御心・御業）」を見ます。その人は、「抜き身の剣を手にした一人の男」を見ます。彼こそ、主イエスです。

      友よ。あなたはどこに目を注ぎますか。「彼が目を上げると」とは、ヨシュアが自分から神に目を上げたことを教えています。カナンに渡ったあなたは、もっと自分から神に目を上げるべきです。神の恵みを待つ時もありますが、求めて出て行く時も必要です。主はあなたが御自分に目を上げるのを待っています。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 １３節 ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアが歩み寄って、「あなたは味方か、それとも敵か」と問いかけると、彼は答えた。「いや。わたしは主の軍の将軍である。今、着いたところだ。」

      

        

      

      この剣を持つ強靭な男は、イスラエル人なのか異邦人なのか、何よりも味方か敵か、ヨシュアは最初にそれを確かめました。そのお方は「主の軍の将軍」と即答し、ヨシュアの味方をするために、しかも戦いの長として来た、と宣言しました。

      しかし、「今、着いた」とも言いました。それではなぜ、エジプトを出てすぐに将軍として指揮を執ってくれず、今になって来たのでしょう。

      このお方は神ですから、荒れ野の四十年間も共にいましたが、民にはこのお方が見えていませんでした。ただし、荒れ野では、彼らの味方ではなく敵でした。主が持つ剣は、民の内側にある肉に向けられる「律法」という剣でした。しかしもちろん、律法の剣は裁きの剣ではなく、肉の姿を知らせ、肉から霊に導く剣でした。

      私にも同じ将軍を送ってくだされば、と思う友よ。実は、あなたのところにもすでに将軍は来ています。もちろん、そのお方は主イエスです。主は抜き身の「御言葉の剣」を持っていますが、あなたが求めていた主は、優しい主、剣を持たない主だったのではありませんか。だから、剣を持つ主を見過ごしていたのでは。主の剣は、最初に人の内側（肉）に向けられます。主なる将軍は、最初にあなた自身を解放し、次に外側の敵と戦ってくださいます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 １３節 ③

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼は答えた。「いや。わたしは主の軍の将軍である。今、着いたところだ。」

      

        

      

      ここに現れたお方は、「主の軍の将軍」と名乗りました。すると人々は、これで百人力、いや勇気千倍、これ以上の心強い助け手はいない、と思い込むものですが、このお方はそのような助け主なのでしょうか。神と人の関係で、とても間違えやすいのがこの事です。まず、「主の軍」とは何でしょうか。

      エリシャの時代に、彼のいる町がアラムの大軍に包囲されました。エリシャは、恐れる従者に、「恐れてはならない。わたしたちと共にいる者の方が、彼らと共にいる者よりも多い」と言いました。それはイスラエル軍ではなく、主の軍隊のことでした。そしてエリシャが、「主よ。彼らの目を開いて見えるようにしてください」と祈った時、エリシャを囲んでいる「火の馬と戦車」がアラム軍に見えました。そして、主の軍隊はアラム軍をサマリアに連れ戻しました（列下６章参照）。

      この将軍なるお方は、弱いイスラエル軍を助けるお方ではなく、主の軍と共に自ら戦われる将でした。もちろん、主の軍隊の将軍は、イエス・キリストです。

      友よ。信仰の戦いは、あなたが神の力で強くされて戦うのではなく、神自ら戦ってくださるのです。「城門よ、頭を上げよ。とこしえの門よ、身を起せ。…強く雄々しい主、雄々しく戦われる主」（詩24篇９～10節）が、自ら十字架で罪と戦い、復活の命で死の門を打ち破って、あなたを天国へ入れてくださるのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 １５節 ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは…彼に、「わが主は、この僕に何をお言いつけになるのですか」と言うと、「あなたの足から履物を脱げ。あなたの立っている場所は聖なる所である。」

      

        

      

      ヨシュアは主の軍の将軍と出会い、勇気を得ました。そこで彼は、これから自分がどうすべきかを将軍から聞こうとしました。

      おそらく、彼が万軍の将から聞きたかったことは、具体的な戦略や武器のことだったのでは。それを現代の教会に当てはめるならば、どのように教会を組織化し、礼拝や祈祷会の人数を増やし、十分の一献金を履行させ、ビジョンを実現させるか……などについて尋ねるようなものです。

      しかし、これらはハウツー（方法論・対症療法）であり、本質論とはほど遠いものです。これらは教会の命を活性化させるどころか、むしろ弱らせます。聖書が語る命の法則は、「命が形（組織・人数・財政・奉仕者…）を造る」であって、「形が命を造る」ではありません。

      主の軍の将軍は、戦う方法も武器も教えず、本質論（「あなたの足から履物を脱げ」）を教えました。霊の戦いとは、「戦車を誇る者もあり、馬を誇る者もあるが、我らは、我らの神、主の御名を唱える」（詩20篇８節）ことであり、勝利とは、戦われる主の中にヨシュアが入ることでした。

      ヨシュアなる友よ。あなたが今まで履いてきた履物（方法・経験・能力）によってではなく、むしろそれを脱ぐことによって勝利を得てください。それはあなたが、自分の命ではなく主の聖なる命の上に立つことです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 １５節 ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        「あなたの足から履物を脱げ。あなたの立っている場所は聖なる所である。」

      

        

      

      「履物を脱ぐ」行為は、聖書の中で繰り返される大事なことです。聖書に登場する多くの人物が、履物を脱ぐ（脱がされる）経験をしました。

      ＊モーセは、燃え尽きない柴を見たとき、「モーセよ、モーセよ。…ここに近づいてはならない。足から履物を脱ぎなさい。ここは聖なる土地だから」（出３章４～５節）との声を聞きました。

      ＊エサウとの再会を前にしたヤコブは、ヤボクの渡しにてある人と組み打ちし、腿の筋を外されました。このことは、自分の履物を脱がされ、聖なる場所に立たせられた経験でした。

      ＊ダビデは、息子アブサロムに王位を奪われ逃げました。それは、彼が自分の履物を脱ぎ、聖なる場所に立つために必要でした。

      「あなたの履物を脱げ」とは、「今までの生き方、考え方、経験、すなわち肉に頼る歩みを捨てよ」とのメッセージです。それを履いたままでは、神の「聖なる場所」で、すなわち神の中で生きることができないからです。

      自分の履物で歩こうとする友よ。「二人の主人に仕えることはできない」（マタ５章24節）との御言葉を聞いてください。先に述べたように、「履物」とは、今までの生き方、考え方、経験のことであり、その本質は「あなたの命」です。肉によってではなく霊によって生きるために、肉に死ぬ（履物を脱ぐ）ことが必要です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ５章 １３～１５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは、「目を上げて」…「歩み寄って」…「ひれ伏し」…「聞き（何をお言いつけに…）」…「そのとおりにした」。

      

        

      

      主は、「弟子は師にまさるものではない。しかし、だれでも、十分に修行を積めば、その師のようになれる」（ルカ６章40節）と言われました。まさに、モーセの従者ヨシュアがそうなった人です。

      ①「目を上げて」……あらゆることよりも、神に目を上げるべきです。すると神は、キリストという王の王、主の主なるイエスを示してくださいます。

      ②「歩み寄って」……神は愛なるお方ですから、人の人格を重んじ、勝手に人の心の戸を開けることはしません。許可を得たうえで、御自分の御業を行われるお方です。

      ③「ひれ伏して」……神は人の同意（信仰）によって御業を行いますが、神と人は対等ではありません。イエスを主とする者が、だれよりも喜ばれます。

      ④「聞き」……信仰とは、自分の願いを神に押しつけることではなく、神が私に願うことが実現されることです。よって、信仰は、主の言葉を聞くことから始まります。

      ⑤「そのとおりに」……神は人に手紙を送り、受け取ったその手紙を信じて実行する者と共に歩まれます。神の御心に従って行動してこそ、現実の出来事となります。

      友よ。モーセの従者はヨシュアであり、ヨシュアの従者はあなたであることを信じますか。「私の子テモテへ。…預言に力づけられ、雄々しく戦いなさい。信仰と正しい良心をもって」（Ⅰテモ１章）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 １節 ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        エリコは、イスラエルの人々の攻撃に備えて城門を堅く閉ざしたので、誰も出入りすることはできなかった。①

      

        

      

      川を渡ったすぐ目の前を、エリコの城壁が塞いでいました。ここから、エジプトから出る戦いとも、荒れ野からヨルダン川を渡ってカナンに入るための戦いとも違う、新たな戦いが始まります。

      エジプトから出る戦いは、世の支配から脱出する、ファラオから真の神を主とする、死から命へ移る戦いでした。荒れ野からカナンに入る戦いは、アマレク（肉）に代表される古い人・肉との戦いでした（出17章参照）。どちらの戦いも、「水の中（葦の海・ヨルダン川）を通る＝主イエスの十字架につく死」によって勝利できました。それでは、これからは何によって戦うのでしょうか。

      それをパウロは、「主に依り頼み、その偉大な力によって」と言い、そのために、「真理の帯…正義の胸当て…平和の福音の履物…信仰の盾…救いの兜…霊の剣」（エフェ６章10～17節参照）といった神の武具を身に着け、神の武器をもって戦うのだ、と教えます。

      ところで、友よ。勘違いしないでください。これらの武具や武器であなたが戦うのではありません。あなたには何の力もありません。真理の帯・正義の胸当て・福音の履物・信仰の盾・救いの兜・霊の剣なる御言葉などの、神が備え与えてくださるものに力があるのです。エジプトでも荒れ野でも、自分に死ぬことがポイントでした。しかしこれからは、主の中に入ること、主の命で生きることによって、戦い、勝利を得るのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 １節 ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        エリコは、イスラエルの人々の攻撃に備えて城門を堅く閉ざしたので、誰も出入りすることはできなかった。②

      

        

      

      頑丈な城壁を持つエリコの人々は、四十年間も荒れ野で過ごしたイスラエルの民を恐れていました。彼らが本当に恐れていたのはイスラエル民族ではなく、その背後にいる神でした。

      「福音を全世界に宣べ伝えよ」との大宣教命令は、今日の教会にも、一人の神の子にも与えられています。では、教会も神の子も、もっとこの世に出て行くべきでしょうか。その答えは、「物理的には『然り』、霊的には『否』」です。なぜなら、クリスチャンはこの世で生きる者ですが、この世を自分の中に入れてはならないからです。現実的に、この世を持った神の子はこの世の人々に受け入れられ、神を持った神の子は、エリコの人々が城門を閉ざしたように、世から拒まれます。

      世の君サタンが主に出会った時も、「いと高き神の子イエス、かまわないでくれ。後生だから、苦しめないでほしい」（マコ５章７節）と叫びました。神の子がこの世的であれば、この世の人々は心を開きますが、彼らが変わることはありません。神の子が聖霊に支配されているならば、この世の人々は心を閉ざしますが、彼らは脅威を感じつつも、神の子の様子をうかがい続けます。

      友よ。福音宣教は、「神が人々に働けるか否か」であり、神が働かなければ何も起こりません。ですから、「神があなたを用いることができるか否か」が重要です。世の人々に心を閉ざされるほど、あなたは神の中に入ってください。そうすると、神はあなたによって外の人に働かれます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 ２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        そのとき、主はヨシュアに言われた。「見よ、わたしはエリコとその王と勇士たちをあなたの手に渡す。

      

        

      

      やっとヨルダン川を渡ったのですから、少しぐらい休みが欲しいところです。しかし主は、次の課題・エリコの城の攻略を命じました。

      神の子たちには、ヨルダン川を渡った時から次の戦いが待っていました。なぜなら、ヨルダン川を渡った者でなければ、カナンを支配しているもろもろの敵と戦うことはできないからです。内部の敵（肉の力）に勝利した者（聖霊に支配された者）こそが、外部の敵（サタンと世）に勝利できます。

      聖霊の満たしは、一人ひとりの神の子に求められていますが、それは個人的必要を超えて周りの人々のためにも必要です。未信者の中に住むもろもろの偶像を滅ぼし、不信仰に陥っている神の子の不信仰を追い出せるのは、聖霊に満たされた人です。したがって、あなたが満たされると、人々も満たされ、人々の満たしが、あなたへの祝福として回って帰って来ます。

      友よ。良きものは良きものを生み出し、悪しきものは悪しきものを生み出します。「持っている人は更に与えられ、持っていない人は持っているものまでも取り上げられる」（マコ４章25節）。これは信仰の法則です。聖霊に満たされる量とは、「神がその人を通して働ける量」とも表現できます。霊の戦いとは、人の戦いではなく、「見よ、わたしはエリコを…あなたの手に渡す」と言われる神の戦いです。また、その神に人が用いられることが霊の戦いです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 ３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        あなたたち兵士は皆、町の周りを回りなさい。町を一周し、それを六日間続けなさい。

      

        

      

      ここから、エリコを初めとするもろもろの敵との戦いが始まります。神は戦いに先立ち、ヨシュアに戦い方を教えました。

      このエリコの戦いは、神の子たちに戦いの基本を啓示します。「わたしはエリコとその王、勇士たちをあなたの手に渡す」（２節）とありますから、「霊の戦いは、神の子が戦うのではなく、神御自身が戦われる」ということが何よりも重要です。

      そして、神が授ける作戦は人の考えとは違いました。「最新の武器を仕入れ、隊を三つに分け、一斉攻撃せよ」などといったものではありませんでした。それは、「一日に一回城壁の周囲を回り、六日間同じことを繰り返し、七日目には七周せよ」でした。何事にも、結論とプロセスの整合性がとれていればこそ、確信と希望をもって立ち向かえますが、意味不明では力が出てきません。

      神のなさることを「不可解」とするか、それとも「不思議」とするかが重要です。「不可解」とするのは、「これは自分の考えとは違う」ということであり、自己中心からくる傲慢です。「不思議」とするのは、「今の自分にはまだ分からない」とすることであり、神を中心に置く謙遜です。

      神の思いが分からない、と言う友よ。「なぜ、あなたはそれを聞こうとするのか。わたしの名は不思議という」（士13章18節）と神は答えました。勝利の道を知っているのは神です。信仰とは、神の計画を信じることではなく、神御自身を信じることです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 ４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        七人の祭司は、それぞれ雄羊の角笛を携えて神の箱を先導しなさい。七日目には、町を七周し、祭司たちは角笛を吹き鳴らしなさい。

      

        

      

      神がヨシュアに示した戦法は、「祭司たちが契約の箱を担いで先頭に立ち、エリコの城壁の周りを六日間一周ずつ回り、七日目は七周して角笛を吹き鳴らし、鬨（とき）の声を上げよ」でした。

      神の子たちの戦いは、戦争や商売やスポーツなどとは違います。一般的な戦いや競争では、戦った先に勝利がありますが、信仰の戦いでは、勝利は後ろにあります。

      人が戦わねばならない敵は、罪と死と、それに導くサタンです。それらと戦えるお方は主イエスのみです。イエスは、罪との戦いでは、十字架で代価を払い、「成し遂げられた」（ヨハ19章30節）と勝利を宣言しました。

      死に対しては、「あの方は復活なさって、ここにはおられない」（マコ16章６節）と言われたとおりの空っぽの墓が勝利のしるしでした。後ろにある（完了された）救いを受け取らずに、勝利を前に置くとき、その人は律法主義・行いによって救いをつくろうとする敗北者になります。

      友よ。罪と死に勝利された、十字架と復活をお持ちである主イエス、このお方と継がり交わるための戦いこそ、信仰の戦いです。あなたの行いによる勝利ではなく、主イエスによって完成している救いを求めましょう。「ただキリスト・イエスによる贖いの業を通して、神の恵みにより無償で義（罪と死からの勝利者）とされるのです」（ロマ３章24節）。《(　)内は筆者》

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 ６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヌンの子ヨシュアは、まず祭司たちを呼び集め、「契約の箱を担げ。七人は、各自雄羊の角笛を携えて主の箱を先導せよ」と命じ、

      

        

      

      ヨシュアはエリコ攻撃に先立ち、まず祭司たちに、「契約の箱を担ぎ、角笛を吹きながら先頭に立て」と指示しました。

      神の前に立つ基本は「神と自分」であり、これを万人祭司制とも言います。しかし、皆が同じ歩調で進めるかというと、そうはなりません。皆に先立つ者、すなわち牧師や伝道師や献身者たちといった、民に先立って契約の箱を担ぎ、角笛を吹いて進む者たちが必要です。

      先立つ人とは誰でしょうか。まずは、「契約の箱を担ぐ」者です。箱の中には「十の神の言葉＝十戒」があります。御言葉を掲げる人は、御言葉に支配される人です。さらに、「雄羊の角笛を吹く」者です。雄羊こそは贖いの雄羊・主イエスであり、角笛は神の権威と御臨在を表しました。御言葉と聖霊に支配された者たちが必要です。「わたしがキリストに倣う者であるように、あなたがたもこのわたしに倣う者となりなさい」（Ⅰコリ11章１節）。

      友よ。「学ぶ」とは「真似ぶ」ことだそうです。主に倣ったパウロと先人たちに、私たちも倣いましょう。それは、契約の箱＝御言葉を担ぎ（御言葉に支配され）、主の御臨在を告げる角笛を吹くことです。家族の中で、隣人の間で、契約の箱を担ぎ、角笛を吹く人は、他の誰かではなくあなたです。あなたが先に進んでこそ、皆も後について来るようになります。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 １０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは…「わたしが鬨の声をあげよと命じる日までは、叫んではならない。声を聞かれないようにせよ。口から言葉を発してはならない…」と命じた。

      

        

      

      エリコの城壁の周囲を回る間、祭司たちが角笛を吹くことだけは許されましたが、兵士たちは静かに、しかも声を聞かれないように行進しました。

      「全世界に行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい」（マコ16章15節）との御言葉は、勇ましい宣教をイメージさせます。その一方で、「見よ、わたしの選んだ僕。わたしの心に適った愛する者。この僕にわたしの霊を授ける。彼は異邦人に正義を知らせる。彼は争わず、叫ばず、その声を聞く者は大通りにはいない。正義を勝利に導くまで、彼は傷ついた葦を折らず、くすぶる灯心を消さない」（マタ12章18～20節）との御言葉は、エリコへ向かう民の姿を思わせます。

      「多くの議論、少ない服従」となっていないでしょうか。「人から見た神」について主張する者たちの間には多くの議論が生まれますが、「神から見た人」を知る者には服従がおこされます。主イエスは父なる神の御心に服従し、静かに十字架へ進まれました。その結果、だれよりも力強く大声で叫ぶ者となりました。そして、「異邦人は彼の名に望みをかける」（同21節）ようになりました。

      友よ。叫ばずに服従しましょう。あなたが服従して歩むとき、主が叫んでくださいます。信仰の先人の言葉、「聖霊は、求める者にではなく、従う者に与えられる」（アンドリュー・マーレー）に耳を傾けましょう。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 １４～１５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼らは二日目も、町を一度回って宿営に戻った。同じことを、彼らは六日間繰り返したが、七日目は朝早く、夜明けとともに起き、同じようにして町を七度回った。

      

        

      

      民は、エリコの城壁を、一日目から六日目までは一度ずつ回り、七日目には七度回りました。

      相手を攻略するという結果は分かっていても、そのために城壁を回ることの意味が分からないと、行動する力が出てこないものです。なぜ、回ることが必要なのでしょうか。考えられる理由は……①城壁の弱点を探り、作戦を立てるため。　②敵を威嚇し、戦意を失わせるため。　③自分の無力を知るため。　もちろん、答えは③です。

      ①と②では、さらに自分の力に頼り、虚勢を張らねばなりませんが、③では、むしろ神に頼る以外なくなります。十戒も主の祈りも、完璧な神の子の生き方を教えます。完璧ゆえに、人はその教えを守れない自分に失望せねばなりません。そして、本当に失望した者だけが、「主よ、私にはできませんから、助けてください」と祈ることができます。

      荒れ野に四十年もいて、十分な武器さえ持っていない者が、頑丈な城壁を打ち破れるわけがありません。神はそれを知らせ、だからこそ人が助けを求めて御自分に叫ぶようにされます。

      友よ。あなたは真剣に神の助けを祈っていますか。それができないと言うならば、それはまだ自分に失望していないからか、あるいは神ではなく人に助けを求めているからではありませんか。それはまた、熱くもなく冷たくもない場所に身を置いているからではありませんか。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 １５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        …彼らは六日間繰り返したが、七日目には朝早く、夜明けとともに起き、同じように町を七度回った。

      

        

      

      一日目から六日目まで一日一度ずつ城壁を回っても、敵の隙を見つけることはできません。そして、七日目はその日だけで七度も城壁を回らねばなりませんでした。

      戦いには体力が必要なのに、一日に七度も町を回れば、疲労の極みに達し、戦う力は失われます。一般の戦術から大きく外れていますが、これが神の霊の戦いの戦法でした。

      一個の「点」は一次元、点が集まり「平面」になり二次元 、平面が集まり「物質（立体）」になると三次元です。一次元は二次元に、二次元は三次元に含まれます。四次元には「時間と空間（人の行動）」が加わり、三次元をコントロールします。霊の世界は四次元より上で時間と空間を超えますから、四次元（人の霊的領域）は五次元にコントロールされます。

      もろもろの罪とサタンは霊的なもの（四次元を超えた存在）なので、人の力では太刀打ちできませんが、霊なる神はそれらに勝利できます。したがって、人の勝利の法則は、徹底的に神に依存することです。神がイスラエル人を振り回しているのは、彼らを疲れさせ、彼ら自身の力を失わせ、彼らが自分に絶望するための、緻密な愛の計画でした。

      友よ。あなたのエリコは崩れましたか。まだ崩れていない理由は、神の指示した回数どおりにエリコを回らない（不従順）からか、七度回ってもまだ疲れず（降参せず）、自分の力で回り続けているからか、どちらかではありませんか。「自分が負けて、主によって勝つ」のが霊の戦いです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 ２０節 ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        角笛が鳴り渡ると、民は鬨の声をあげた。民が角笛の音を聞いて、一斉に鬨の声をあげると、城壁が崩れ落ち、…その場から町に突入し、この町を占領した。

      

        

      

      エリコの城壁は、剣によらず、民の叫び声によって崩れ落ちました。ある人いわく、「それは、民の声が合わさり、特殊な周波数となって城壁を崩したからだ」（？）と。

      七度も回った民には、もはや城壁を壊す力は残っていませんが、力を失った分だけ、叫ぶ力が強くなりました。これは、自分に対する絶望が、神への激しい求めに変えられたことを意味する、「絶望から叫ぶ祈り」でした。

      祈りは、自分に対する絶望と神への信頼から出てきます。ただし、世への絶望は祈りになりません。神の基準で罪や弱さを知る者には聖なる絶望が生まれ、それゆえに神を切に望みます。聖なる絶望と恵みの神への信頼は、どちらも御言葉への服従から生まれます。

      この時までヨシュアが沈黙を命じていたのは、民が神以外のものに訴えるのを防ぐため、とも理解できます。神に祈り叫ぶ前に、人々に救いを求める者のなんと多いことでしょうか。霊の必要は、人々によって満たされることはなく、神によってのみ満たされます。

      愛する友よ。「神の御言葉は、神によって満たされる」とは、「神は御自分の語った言葉を、御自分で満たす」ということです。ですから、神が人に求めるのは祈りです。あなたが自分自身に絶望して神に信頼するのを、神は待っておられます。今日も、「アバ・父よ」と祈りましょう。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 ２０節 ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        民は鬨の声をあげた。民が角笛の音を聞いて、一斉に鬨の声をあげると城壁が崩れ落ち…この町を占領した。

      

        

      

      神の民の一斉に叫ぶ声によって、ついに堅固な城壁が崩れ落ちました。このことが起きるまでに、六日間で六回、七日目には七回、角笛が鳴り響きました。

      聖書の救済史は、①エデンの時代…追放の裁き　②救済宣言の時代…大洪水の裁き　③信仰の選民時代…エジプトの奴隷　④律法と預言の時代…バビロン捕囚　⑤待望と救済の時代…亡国の裁き(AD70)　⑥世界宣教の時代…再臨・千年王国　⑦救済完成の時代……と、七つに区分できます。そして⑦について、黙示録によれば、七人の御使いが七つのラッパを吹くごとに災いが来ました。六つの時代と最後の時の七つの災いに、エリコの陥落までの日数と角笛の鳴った数が重なります。

      エリコの城壁の中に住む人々には、六日間の角笛と七日目の七回の角笛の響きが聞こえていましたが、堅く戸を閉ざし続けました。もしも彼らが、七日間のいずれかの時に城門を開けていたなら、徹底的に滅ぼされることはなかったかもしれません。

      友よ。あなたの心の城壁はどうなっていますか。エリコの人々のように城門を固く閉め続けていませんか。それとも、主の軍隊に明け渡し、支配していただいていますか。エリコの陥落も世界の終末も、そしてあなたの人生も、神の救いの法則を示す聖書の中に啓示されています。イスラエルの民が戦って勝利する姿も、エリコの滅びに至る頑固な姿も、あなた自身への神の愛の啓示です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 １７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        町とその中にあるものは、ことごとく滅ぼし尽くして主にささげよ。ただし、遊女ラハブおよび彼女と一緒に家の中にいる者は皆、生かしておきなさい。

      

        

      

      エリコの町で心の城壁を開いていたのは遊女ラハブだけでした。彼女は神の使者を受けいれ、裁きの日に備えていました。「時が良くても悪くても福音を伝えねばなりません」（Ⅱテモ４章２節）。

      ……証し……

      アメリカの森林地帯の木こりに福音を伝えるように頼まれた人がいたが、その場所に行っても誰一人いなかった。しかし、時間になったので、森に向かって力を込めて説教をした。彼は失望して母国へ戻った。数年後、彼がロンドン橋を渡っていた時、一人の男に呼び止められた。その男は、あの時、木こりの道具を忘れたので戻り、木の間から彼の説教を聞いて救われた人であった。御言葉を聞いた男は後に献身し、三名の宣教師を遣わす大きな教会の牧師になった……。

      人々は、神があまりにも大きな忍耐をもって接してくださるので、本当の命である魂の生死への危機感を忘れ、「神は無能だ」とさえ言うものです。

      聖書の真理の啓示を受け取った友よ。誰かがエリコの城壁に忍び込み、待っているラハブに神の救いと世の滅びを伝えねばなりません。私たちは、三年実のならないいちじくを管理する園丁になって、「御主人様、今年もこのままにしておいてください。木の周りを掘って、肥やしをやってみます」（ルカ13章６～９節）と言えるほどの熱意をもって、福音を伝えたいものです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 ２１節

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼らは、男も女も、若者も老人も、また牛、羊、ろばに至るまで町にあるものはことごとく剣にかけて滅ぼし尽くした。

      

        

      

      城壁の中に入った神の軍隊は、ラハブの家の者以外は全て滅ぼし尽くさねばなりませんでした。

      「殺してはならない」と命じる神が「滅ぼし尽くせ」と言うことに、つまずきを覚える人もいます。聖書にはその他にも、「今、行って、アマレクを打ち、そのすべてのものを聖絶せよ。容赦してはならない。男も女も、子供も乳飲み子も、牛も羊も、らくだもロバも殺せ」（サム上15章３節・新改訳）ともあります。

      「聖絶」なる聖書の主張は、「罪は徹底的に裁かれねばならない。そこに哀れみ・妥協・曖昧さ・人間的許しなどはあり得ない」ことを示しています。これはヒューマニズムとは合致も融和もしません。神は、「自由を持ち、自由を与えると共に、徹底的に責任を持つ」お方ですが、人は、「自分の自由は欲しても他者には与えないし、徹底的に責任逃れをする」者です。神は自分を犠牲にして人を救いますが、人は他者を犠牲にして自分を救おうとします。ヒューマニズムの正体は自己中心と自己至上主義ですから、それは神を徹底的に嫌います。

      友よ。罪に対する神の厳しさは、人に完全な救い（全き義）を備えるためです。聖絶は、神の奥義であり、人間の知性では理解できない聖書の真理です。ただしこれは、十字架を見上げ続ける者に聖霊が教えてくださる、聖書の奥義です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 １８～２１節

          

        

      

    

    
      
        
        
        …ただ滅ぼし尽くすべきものを欲しがらないように気をつけ、滅ぼし尽すべきものの一部でもかすめ取って、イスラエルの宿営全体を滅ぼすような…。

      

        

      

      神の厳しい言葉ですが、その裏には愛があります。むしろ、人を本当の愛の中に入れるために、この厳しさがあります。

      聖書に、アマレクという民族が出てきます。彼らは、出エジプトして間もないイスラエルの民に戦いを挑みました（出17章）。また後には、サウル王の時代にも登場します。サウル王は彼らを「聖絶」することを怠り、やがて神から退けられることになります（サム上15章）。アマレクは、「人間の肉」の代名詞でした。双子の兄弟エサウとヤコブのうち、エサウは肉を命として生き、その子孫がアマレクとなります。一方ヤコブは、肉の人が霊の人に変えられ、イスラエルになりました。そして、肉の人（古い人）が霊の人（神によって生まれた人）を攻撃するようになります。

      本来の人間の姿が回復されねば、人の幸福はあり得ません。本来の人間に戻すことを妨げるものが罪であり、肉です。そして、それを解決できるのは、立派な人になることでも、人間同士が愛し合うことでもありません。ただただ、神に償っていただき、聖めていただかねばなりません。最高のヒューマニズムではなく、アガペーの愛だけがそれを成就してくれます。

      友よ。罪に対して戦われたのが十字架のイエスでした。小さな罪も見逃さず、妥協もせず、一つの汚れのためにも血潮の代価を払って下さいました。聖絶はイエスの十字架上で行われました。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 ２２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは、土地を探った二人の斥候に、「あの遊女の家に行って、あなたたちが誓ったとおり、その女と彼女に連なる者すべてをそこから連れ出せ」と命じた。

      

        

      

      ラハブは二人の斥候の言葉に従って、家の窓に赤いひものしるしを付けていました。彼女とその家の者たちは裁きを免れ、救い出されました。

      神の民は、過越の祭りによってエジプトを出ました。「その夜、わたしはエジプトの国を巡り、人であれ、家畜であれ、エジプトの国のすべての初子を撃つ」（出11章）と神は言われました。そして、それから逃れるために、家の入り口の二本の柱と鴨居に羊の血を塗れ、と命じました。その夜、神はすべての家を訪ね、血が塗られたイスラエル人の家は過ぎ越しましたが、塗られていないエジプト人の家では長子（永遠の跡取り＝永遠の命）を殺さねばなりませんでした。

      両者の違いは、聖絶を受け取るか拒むかです。イスラエルの人々は主の聖絶、罪の罰をイエスの血によって払い（柱と鴨居に小羊の血を塗り）ましたが、エジプトの人々はイエスの贖いを受け取らなかったので、自分で罪の価を払わねばなりませんでした。ラハブは遊女であったが救われた、とあります。それは彼女が、彼女の身代わりに聖絶を受け入れたイエスの贖いを信じたからです。

      神は厳しい、と言う友よ。決してそうではありません。神はすべての人に自由を与え、責任ある者として立たせておられます。自由には責任が伴いますが、神は人の自由の責任を十字架で引き受けられたのです。だから、神は愛（アガペー・自己犠牲愛）です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 ２３・２５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼女の親族をすべて連れ出してイスラエルの宿営のそばに避難させた。…ヨシュアが派遣した使者を、彼女がかくまったからである。

      

        

      

      ラハブがかくまって逃がした斥候たちは、エリコの陥落の時、真っ先に彼女の家に向かい、彼女と家族を保護したに違いありません。愛には愛の報いが、命には命の報いがあります。「神を愛し、自分を愛し、隣人を愛せよ」との主の言葉は、三つの十字架によって表すことができます。

      ＊「主の十字架」……ゴルゴタで主がついた十字架。これは神の私たちへの愛でした。

      ＊「自分の十字架」……「己が十字架を負い我に従え」と言われる十字架。神が人を愛するのは当然(！)ですが、愛は双方が与え合ってこそ豊かな命となります。自分の十字架とは、病気や家族などの人生の重荷のことではありません。「神を愛するとは、神の掟を守ること」（Ⅰヨハ５章３節）とあるとおり、主への服従のことです。

      ＊「降りない十字架」……主に贖われた者は、主の花嫁です。花嫁は夫の喜び・悲しみ・痛みを共有します。主は、救われない魂のために痛みます。主が私のために十字架から降りなかったように、私たちも主と共に、「隣人を愛する十字架」から降りてはなりません。

      友よ。ラハブと彼女の家族が救われたのは、「使者を…彼女がかくまったから」と記されています。命の使者に、彼女も命を賭けました。十字架は、死であると同時に命の交わりです。そうです、自分の命を保ったままでは、相手の命に溶け込めません。十字架は命の始まりです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 ２６節 ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは…誓って言った。「この町エリコを再建しようとする者は、主の呪いを受ける。基礎を据えたときに長子を失い、城門を建てたときに末子を失う。」①

      

        

      

      先には、「男も女も滅ぼし尽くせ」と言い、ここでも「エリコの城壁を再建する者の子たちは死ぬ」と言いますが、なぜそんなに厳しいのか、と問いたくなります。

      特に旧約聖書の厳しさは、命の厳しさを教えています。生物的な命は「あるか無いか」であって中間はありません。人の魂の命も同じです。「全ての人は罪の中に生まれ…その魂は死ぬ。しかし、主イエスによる罪の赦しと復活の命によって、人は新たに生まれる」。これ以外に救いはありません。「私たちが救われるべき名は、天下にこの名のほかに…ないのです」（使４章12節）。しかし、人が好むのは中間です。なぜなら、真理（神の命）も求めるが、自分の要求（自分の命）も通したいからです。人にはさまざまの判断がゆだねられていますが、最終的な判断を下すのは主御自身です。

      後に、「ベテルの人ヒエルはエリコを再建したが、その基礎を据えたときに長子アビラムを失い、扉を取り付けたときに末子セグブを失った」とあります。その理由は、「かつて主がヌンの子ヨシュアを通してお告げになった御言葉」（列上16章34節）にありました。

      友よ。この厳しさは、神が命がけであなたを愛しているからこそのものです。まず自分の理由をおいて、「あなたがたは「（神の）然り」を「（あなたの）然り」とし、「（神の）否」を「（あなたの）否」としなさい」（ヤコブ５章12節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ６章 ２６節 ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは…誓って言った。「この町エリコを再建しようとする者は、主の呪いを受ける。基礎を据えたときに長子を失い、城門を建てたときに末子を失う。」②

      

        

      

      エリコを再建する者への警告が記されています。主の呪い、「長子と末子を失う」とは何のことでしょうか。エリコは神に対して堅く城門を閉ざしました。それこそ不信仰の表明でした。この箇所は、神に心を閉ざして生きる者の姿を教えています。

      「基礎を据える」……不信仰の最初は、神以外のものを人生の基礎に据えることです。アダムとエバは自分たちの立つ基礎を園の中央（霊の世界・神の世界）から、園の間（自然界・人の世界）に移しました。この時から人は神の呪いの中に入りました。

      「長子を失う」……人にとっての長子とは、長男や初子のことではありません。聖書では、それは「永遠の御国の跡継ぎ＝永遠の命」を表します。神を捨てて、神以外のものを命とした時に、永遠の命（長子）は失われます。

      「末子を失う」……永遠の命がないまま人生を歩むと、地上で得た家族も功績もすべて失います。長子を得て生きれば、人生の全てが聖別され、神の恵みとされ、家族もその他のことも贖われます。

      友よ。エリコの城壁を築いてはなりません。私たちが再建せねばならないのは神の神殿です。私たちはイエスを土台とし、その教え・いやしやもろもろの御業・十字架・復活・聖霊の満たしなどの恵みを受け取り、それを積み重ね、主に住んでいただく神殿とならねばなりません。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ７章 １節 ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        イスラエルの人々は、滅ぼし尽くしてささげるべきことに対して不誠実であった。…アカンは、滅ぼし尽くしてささげるべきものの一部を盗み取った。

      

        

      

      民はエリコを落とす大勝利を得ますが、その中に、いいえ、大勝利ゆえに得る敗北も同時に体験していました。信仰生活には、勝利したから得る敗北があり、敗北したから得る勝利があります。

      神に用いられ名声を得たゆえに、高慢という敗北があります。聖霊の豊かな油を受け、種々の賜物を持ったゆえに、神のものを私物化するという敗北があります。エフェソ教会は、祝福されて多くの枝教会を生みましたが、そのような目に見える大きな教会の現実が、主への初めの愛を失わせるという敗北を経験しました（黙２章）。

      「私はなんと惨めな人間なのでしょう」と自分に敗北したパウロは、「私たちの主キリスト・イエスを通して神に感謝します」と、その時から勝利者になっていました（ロマ７章参照）。族長ヤコブは、父にも兄にも叔父ラバンにも勝利していた時期は、実際には敗北者でした。しかし、ヤボクの渡しで何者かに敗北させられた時、彼は勝利者になっていました。

      友よ。目に見える勝利や敗北を得た時、その出来事を通して神を見上げるか、それとも神以外のもの（自分も含む）を見つめるかが問題となります。勝利しても敗北しても、神を見上げるなら勝利を得ることができます。一方、勝利の中にいても敗北の中にいても、神から目を離したなら敗北します。勝利は神のもの、敗北は人のもの、鍵は「誰を見つめるか」です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ７章 １節 ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        …アカンは、滅ぼし尽くしてささげるべきものの一部を盗み取った。主はそこで、イスラエルの人々に対して激しく憤られた。

      

        

      

      城壁に入った神の民はヨシュアの指示に従って、聖絶の戦いに邁進(まいしん)していました。しかし、兵士の一人アカンは、聖絶せずに金や銀を盗み取りました。このことが、後にイスラエル全体に大きな災いをもたらしました。

      キリスト者の生活は、勝利から勝利へ、と常には行かず、時に敗北もするものです。その時、小さな敗北が大きな損失につながることがあります。事実、アカン一人の罪が、民族全体の敗北につながりました。それは、一人の神の子の中にある聖絶されていない小さなことが、その人全体を敗北させるのと似ています。

      なぜこの小さなことが大きな敗北となるのでしょうか。それは、霊の戦いが、人の能力を超えた、神にしかできない戦いだからです。神が敵と戦ってくださるか否か、それが勝敗の決め手です。神が戦えなくなるのは、その人が盗人だからではなく、神に対して不従順だからです。結果として人は敗北を味わいます。アカンの罪とは、盗みの罪ではなく、神への不従順の罪です。

      罪に気づき、神の前に出られないと悩む友よ。その罪は、神の働きを妨げる本当の原因ではありません。神の働きを止めるのは、神への不従順です。不従順とは、神に顔を向けないことです。「しかし、主の方に向き直れば、覆いは取り去られます」（Ⅱコリ３章16節）。主に顔を向けて下さい。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ７章 ３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「アイを撃つのに全軍が出撃するには及びません。二、三千人が行けばいいでしょう。取るに足りぬ相手ですから、全軍をつぎ込むことはありません。」

      

        

      

      エリコで大勝利を治めた兵士たちは、「今度は二、三千人も行けば勝てる」と信じ、意気揚々とアイに向かって進軍して行きました。しかし、彼らはアカンの罪に気づいていません。

      サムソンはナジル人（献身者＝髪の毛を切らない＝神の権威の下にいる者）でした。彼の怪力は、彼が髪の毛を切らない（献身する）ところに働く神の御業でした。サムソンは、一人の女デリラという罪を持ったままの時も、なおペリシテを倒し続けました。しかし、髪の毛を切った時（献身を捨てた時）、彼の力は消失しました。

      「アイを撃つのには二～三千人が行けばいい」との判断は妥当に見えましたが、結果は敗北でした。それは、「主がすでに離れている」という計算が彼らにできなかったからでした。士師記で繰り返す民の信仰の浮き沈みの原因は、ただ一言、「そのころイスラエルには王がなく」（士21章25節）と、何度も繰り返される言葉で表されていました。

      敗北の中にいる友よ。アイでの敗北もサムソンの敗北も、その原因は彼らの力不足ではなく主イエスの不在でした。罪を自ら清めて強くなるのではなく、自分では罪を清められないからこそ主を見上げ、「主に依り頼み、その偉大な力によって強く」（エフェ６章10節）なるのです。デリラ（罪々）をすぐに切れなくても、髪の毛（献身）を切ってはなりません。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ７章 ４～５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        民のうちから約三千の兵がアイに攻め上ったが、彼らはアイの兵士の前に敗退した。…アイの兵士は…彼らを撃ち、…民の心は挫け、水のようになった。

      

        

      

      三千の兵を差し向ければ勝利間違いなし、と思ったヨシュアの計算は完全に狂い、神の軍隊は見事に敗北し、民の心は挫けてしまいました。

      この敗北の出来事に、今日の教会の姿を見る思いがします。霊の戦いの基礎は、「聖霊に満たされる＝肉に死に、霊に生きる」ヨルダン川を渡ることでした。次に大切なことは、この経験を保ち続けることです。「霊の導きに従って歩みなさい。そうすれば、決して肉の欲望を満足させるようなことはない」（ガラ５章17節）。イスラエルは、神の勝利を自分のものとして、自分の力に頼りました。

      教会は、ヨルダン川を渡る聖霊降臨から始まりました。しかし教会は、それを過去のものとし、知識や組織によって神の子を生み出し、キリストの体を造ろうとする、そんなアイでの敗北を繰り返していないでしょうか。

      友よ。教会は一人一人の霊性以上になることはありません。大事なのは、神と一人一人との正しい関係（聖霊に支配され、支配され続けること）です。教会の最初の使命は、一人一人が聖霊に満たされるために全力で御言葉を語り、祈り仕えることです。霊の人が多くなるにしたがって、神の命がさらに豊かに教会に満ちます。「命（聖霊）が形（神の子・教会）を造る」、これに徹して、御言葉を聞くことから始めましょう。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ７章 ６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは衣服を引き裂き、イスラエルの長老たちと共に、主の箱の前で夕方まで地にひれ伏し、頭に塵をかぶった。

      

        

      

      ヨシュアはじめ長老たちは、あまりの大敗北に頭を抱え、塵をかぶって契約の箱の前に座り込みました。この敗北によってイスラエルが得たものは何でしょうか。

      ①神の御名が汚された（９節参照）……主の祈りの中の「御名を崇めさせたまえ」とは、「私の行いによって神が素晴らしいお方とされますように」ということです。しかしここでは、周りの人々に無力な神を見せつけることになりました。

      ②三十六人の犠牲者が出た（５節）……教会が敗北したとき、三十六人が信仰を失い、あるいは教会から離れた、とも理解できます。教会内の罪や争いは、多くの犠牲者を出すものです。

      ③民の心が冷たくなった（５節）……選ばれた三千人は勇士たちでしたが、その中の一人が罪を犯したことで民の心は冷えました。特に、教会の中の働き人の罪は全体の信仰の熱を冷まします。

      自分こそアカンであると思い、心沈む友よ。そこからの解放の道は、「頭に塵をかぶる」ことです。ある大統領が戦争責任を認めた時に引用した御言葉が、「塵に口をつけよ、望みが見いだせるかもしれない」（哀３章29節）でした。それは、「アカンを処刑したアコルの谷へ行け」ということでもあります。そこは罪を処刑する場所、ゴルゴタの丘ですが、同時に、「アコルの谷を希望の門とする」（ホセ２章17節）とも宣言された、復活へとつながる十字架の立つ場所でもあります。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ７章 ７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは神に言った。「ああ、わが神、主よ。なぜ、あなたはこの民にヨルダン川を渡らせたのですか。…私たちヨルダン川の向こうに…満足していたのです。

      

        

      

      かつて神に「強く、雄々しくあれ」と二度声をかけられたヨシュアですが、今は嘆きしか出てきません。せっかくヨルダン川を渡ったのに、荒れ野に戻ってしまったかのようです。ここで彼らに必要なことは、「クリスチャンの悔い改め」です。

      神を信じない者が悔い改める罪は「不信仰の罪」です。クリスチャンが悔い改める罪は「不従順の罪」です。不従順の罪とは、「神を信じているが、神の御心に従って歩まない」というものです。

      神の子の罪の悔い改めは、神がモーセとヨシュアに言われた、「足から履物を脱ぎなさい（出３章５節・ヨシ５章15節）」が教えています。足から履物を脱ぐ理由は、「ここは聖なる場所だから」でした。足の履物は、世を自分で生きて来た姿です。聖なる場所とは、神の場所です。神の子の悔い改めとは、罪の黒い服を脱いで神に近づくことではなく、黒い服のまま主の前に立つこと、すなわち、履物（自分）を脱ぎ、神の場所に立つことです。

      神に向かって嘆く友よ。エリコとの戦いの時のイスラエルの民は、自分（肉）から神（霊）に場所を移した（疲れと無力から神に祈った）ので、大勝利を得ました。しかし、アイとの戦いでは、神から自分へ立ち位置を戻したために敗北しました。あれやこれを悔いることではなく、イエスを主とすることこそが、履物を脱ぐ悔い改めです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ７章 ８～９節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主よ、イスラエルが敵に背を向けて逃げ帰った今となって、私は何と言えば…。あなたは、御自分の偉大な御名のゆえに、何をしてくださるのですか。」

      

        

      

      ヨシュアの嘆きは大きく、「どうしてヨルダン川を渡らせたのですか。川の向こうにとどまることで満足だったのに」とまで言わねばならないほどでした。

      このつぶやきとも思える嘆きは、不信仰でしょうか、あるいは神への祈りでしょうか。その区別は、神以外のものにつぶやくならば不信仰で、神に向けるならば神への期待です。カインが神に罪を咎められて顔を背けたのは不信仰で、そこで顔を上げれば祈りとなったはずです（創４章参照）。

      ヨシュアは、敗北の原因がアカンの罪であるとは気づいていません。原因は人には分からないもので、それを知っているのは神です。カインがあの時、神に顔を上げたならば、「カインよ。あなたが私のところに来るためには、罪が清められねばならない。そのために羊（神の小羊イエス）が必要なのだ。私が備えた小羊（イエス）を持ってきて欲しかった」と、神の声を聞くことができたはずです。ヨシュアは、顔を神に向けて嘆きつぶやいたので、「あなた方の中に罪があったからだ」と神から原因を教えていただけました（11節）。

      友よ。たとえ自分の罪の結果敗北したとしても、神の約束にしがみつく他ありません。「主よ、御名のゆえに…」と、ヨシュアのように神ににじり寄ってください。神は次に何をするべきかを教えてくださいます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ７章 １０～１２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主はヨシュアに言われた。「立ちなさい。なぜ…ひれ伏しているのか…。イスラエルは罪を犯し…。滅ぼし尽くすものを一掃し…。明日に備えて自分を聖別せよ。」

      

        

      

      意気消沈したヨシュアが神に顔を上げた時、「立ちなさい。なぜ…ひれ伏すのか」と神に言われました。それと同時に、敗北から立ち上がる道も示されました。

      神はヨシュアを叱っているのでも、激励しているのでもなく、彼を立ち上がらせようとしているのです。そのために、①原因を知らせ……「罪を犯し」、②解決方法を示し……「滅ぼし尽くすものを一掃し」、③正しい状態に戻す……「自分を聖別せよ」と、明確に教えます。

      問題解決の順序は、罪を見分けることから始まります。彼らの罪は、「三千人もいれば十分」という「自負心」であり、それが「祈り（神の働き）」を失わせました。神と人との根本的な罪の現れが、アカンの罪でした。アカンを除くことが罪の解決ではありません。アカンに罪を犯させた罪（神に依存しない）こそ、最初に解決されねばなりません。それがないと、外科手術が必要なのに湿布で済ませるような対症療法の域から出られません。

      神に責められていると思う友よ。叱責と思える言葉こそ、あなたを立ち直らせる言葉です。「霊の父はわたしたちの益となるように、御自分の神聖にあずからせる目的で私たちを鍛えられるのです」（ヘブ12章11節）。だから、「萎えた手（祝福を求める信仰）と弱くなった膝（祈り）をまっすぐにしなさい」（12節）。神はあなたを愛するからこそ、愛にあって真理を告げます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ７章 １２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「もし、あなたたちの間から滅ぼし尽くすべきものを一掃しないなら、わたしは、もはやあなたたちと共にいない。」

      

        

      

      ヨシュアは神に向かって嘆きました。神はそれに応え、民の中に罪があることを教え、それを取り除き聖別せねばならないことを教えます。それは、具体的な罪の切除でした。

      神の子の悔い改めは、不従順を悔い改め、神に対する方向を正すことでした。しかし神は、それだけでは終わらせず、具体的な罪の切除も求めました。方向を神に向けた時に、すべての罪が赦されたのでは？　もし神が行いを求めるのであれば、行いによる救いに戻るのでしょうか？

      否、顔を神に向けたうえで、具体的な罪を切り捨てねばなりません。「もし、牛であれ、ろば…羊であれ、盗まれたものが生きたままで彼の手もとに見つかった場合は、二倍にして償わねばならない」（出22章３節）と、神は厳しく命じます。なぜなら、罪は神に赦してもらえますが、罪に対する痛みを知らないと、変えた方向が元に戻ってしまうからです。「償い」が必要なのは、神の恵みをとどめるためであり、これも神の愛です。

      友よ。冒頭の御言葉の、「一掃しないならば、わたしは、あなたたちと共にいない」とは、「罪を捨てねばあなたを赦さない」という意味ではなく、「あなたが罪を捨てねば、あなたはわたしから離れて行き、わたしはあなたにかかわれなくなる」という意味です。あなたの神を捨てさせるアカンを生かしてはなりません。主の御名によって退けてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ７章 １４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「明日の朝、あなたたちは部族ごとに進み出なさい。主の指摘を受けた部族は、氏族ごと…、氏族は、家族ごと…。家族の男子は、一人ずつ進み出なさい。」

      

        

      

      神は、イスラエルの敗北は罪のゆえであると指摘しました。そして、それを具体的に表そうとしています。いよいよ罪探しが始まりました。しかし、人が人の罪を探してはなりません。「主の指摘を受けた部族、氏族、家族、そして一人」の順番でした。罪とは神の前における罪であり、それを知っているのは神だけです。

      過去の歴史の中で、何千万、何億という人々が有罪の判決を受け、苦しみつつ命を奪われました。そしてその判決は、強い人の基準で実行されました。それでは、神が罪人を探すことと、人が罪人を探すことでは、どう違うのでしょうか。それは……　＊人は罪人探しをし、神は罪探しをします。

      ＊人は罪人を裁いて、罪を消そうとします。しかし神は罪を裁き、罪人を赦そうとします。

      ＊人は他者の罪を裁き、自分を義とします。しかし神は自分を十字架につけ、罪人を赦します。

      神が罪人探しではなく罪探しをするのは、罪を知らなければ告白できず解放されないし、命の道に進めないからです。

      友よ。人間同士の「許し」は許可し合うことであり、救いはありません。一方、神の「赦し」には、「相手を受け入れる」という意味があります。主イエスは、御自分が罪人の罪を受け入れて「赦し」を与えます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ７章 １５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「…指摘されたなら、その人は財産もろとも火で焼き尽くされねばならない。彼は主の契約を破り、イスラエルにおいては愚かなことをしたからである。」

      

        

      

      イスラエルを敗北させた罪が見つかったならば、その人も財産も全て滅ぼし尽くせ、との厳しい言葉です。イスラエルの中にあったこの罪は、今日の教会の中にもあります。

      「教会は互いを許し愛し合う所であって、罪を犯している人を探して裁く所ではない」と思いがちです。しかし現実に、教会がキリストの体として成長できず、神の子たちを多く生み出せず、福音を伝えられないでいるのは、やはり滅ぼされていない罪があるからではないでしょうか。

      教会の罪とは何でしょうか。それは、「愛にあって真理を語れないこと」です。「主の契約」が真理であり、「罪を滅ぼす」のが愛です。ただし、人の罪を滅ぼすのは、人によってではなく主によってです。罪人ではなく罪を滅ぼすことこそ、「愛にあって真理を語る」の言葉に含まれるものです。これはすなわち、人ではなく神を中心とすることが徹底されることであり、教職・教会の歴史・組織などを「聖書の真理」によって超えねばできないことです。

      友よ。教会の中にある罪を弁護することは、自分自身の罪の弁護をすることになります。教会の中で、「愛にあって真理を語り合う」ことをしない罪は、互いを信仰の敗北へ導きます。互いの罪を指摘して（契約を守り）、許し合い（十字架へ押し出し）、解放される交わりが始まるならば、教会全体の祝福となります。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ７章 １６～１８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは早く起き、イスラエルを部族ごとに進み出させると、ユダ族が指摘を受けた。…ゼラの氏族が、…ザブディ家が。…カルミの子アカンが指摘を受けた。

      

        

      

      イスラエルの罪、ユダ族の罪、ゼラ氏族、ザブディ家……そして、アカンに行き着きました。

      果たして、どこまで罪を探すのでしょうか。その答えは、出エジプト記の以下の御言葉の中にありそうです。「わたしは主、あなたの神。わたしは熱情の神である。わたしを否む者には、父祖の罪を子孫に三代、四代までも問うが…」（出20章５節）。厳しく見えるこの御言葉を後ろから読むと、「私が罪を犯しているのは、先祖の影響である」ともとれます。

      これは責任転嫁にも聞こえますが、本当の悔い改めには絶対に必要なことです。したがって、「アカン→ザブディ家→ゼラ氏族→ユダ族→アダムとエバ（原罪）」とさかのぼらねばなりません。アカンと私たちが、先祖であるアダムとエバから引き継いだ原罪がはっきりする時、罪人探しではなく罪探しが行われます。そして、私たちは互いが罪人であって、私もあなたも神に赦されねばならない同士であることがわかります。これが人間同士の許しです。

      自分と他者との罪の中にさまよう友よ。出エジプト記の次の御言葉、「わたしを愛し、わたしの戒めを守る者には、幾千代にも及ぶ慈しみを与える」（６節）にさらに目を止め、そして、「主よ、生死にかかわるこの争いを、わたしに代わって争い、命をあがなってください」（哀３章58節）と、主の前に出て行きましょう。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ７章 ２４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアはゼラの子アカンはもとより、銀、上着、金の延べ板、更に息子、娘、牛、ろば、羊、天幕、彼の全財産を取り押さえ、…アコルの谷にそれらを運び、

      

        

      

      ついに敗北の原因を探り当てました。アカンは、滅ぼし尽くすべきだったものの一部を盗み取り、自分の天幕の地下に隠していました。ヨシュアはそれらをアコルの谷に運び出させます。

      アカンの罪は、敵に勝利したからこそ得た罪です。それは、律法を守ることで得てしまう罪にも似ています。そしてそれは、一人一人の中にあります。アカンの罪と最も激しく戦った人はパウロでした。パウロはだれよりも熱心に律法による勝利(？)を得て、迫害者になっていましたが、ダマスコ途上で主に出会いました。しかしそれから間もなく、彼はアラビアの砂漠に三年間退きました。そうしたのは、自分の肉との戦いのためであった、とローマ書七章から推測できます。

      勝利して得る罪は、敗北して知る罪より見分けにくいもので、自分自身では気づかず、イスラエルの敗北のように、家族の痛みなどによって知るものです。

      友よ。アカンの罪が他者からは見えなかったように、教会の奉仕などで得る高慢や行いからつくられる罪は、自分の天幕の下に隠せる罪でもあります。しかし、他者に隠せても、神に隠し続けることはできません。隠し続けるなら、「さらに息子や娘…」を巻き込むことになります。さあ、勇気を出して、隠したものを天幕から出し、「アコルの谷」に運んでください。そこは十字架がある場所（ゴルゴタ）です。罪を告白する（アコルの谷に運ぶ）ことは解放の始まりです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ７章 ２５～２６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        全イスラエルはアカンに石を激しく投げつけ、彼のものを火に焼き、家族を石で打ち殺した。…その場所の名はアコルの谷と呼ばれ、今日に至っている。

      

        

      

      アカンが犯した罪は、彼一人を死に定めるどころか、彼の家族をも巻き込んでいました。罪の特徴は、一人にとどまらず、周りをも巻き込むことです。私の罪が家族を神から退けるとするならば、それは、家族が石打ちの刑に処せられて死ぬのと同じことになります。

      聖書は、アカンの罪の処刑場であったアコルの谷について、「その所で、わたしはぶどう園を与え、アコル（苦悩）の谷を希望の門として与える。そこで、彼女はわたしにこたえる。おとめであったとき、エジプトの地から上ってきた日のように」（ホセ２章17節）と記しました。そこは罪が処断される場、ゴルゴタの丘です。そしてそこは、ぶどうの枝が幹に継がり、救いの日の感動を取り戻す場です。その代価こそ、十字架上の主イエスの最後の言葉、「すべては終わった」でした。

      友よ。あなたのアカンをアコルの谷へ連れ出してください。「罪を隠している者は栄えない。告白して罪を捨てる者は憐れみを受ける」（箴28章13節）のですから。

      「わたしは罪をあなたに示し、咎を隠しませんでした。わたしは言いました、『主にわたしの背きを告白しよう』と。そのとき、あなたはわたしの罪と過ちを、赦してくださいました」（詩32・５）。冒頭の御言葉、「その場所の名はアコル…今日に至っている」とは、「ゴルゴタの十字架の恵みは今日まで続いている」ということでもあります。アーメン。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ８章 １節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主はヨシュアに言われた。「恐れてはならない。おののいてはならない。全軍隊を引き連れてアイに攻め上りなさい。…アイの王も民も町も…あなたの手に渡す。」

      

        

      

      神は、アイとの戦いでの敗北の原因であったアカンの罪が解決された後、再び戦いに出て行くようにと、ヨシュアと民に命じました。カナン征服のラッパが再び吹かれました。神の言葉に人々は勇気を得ましたが、それ以上に勇気を得たのは神御自身だったのでは。

      神は、「神の子であるこの人を用いて、あの人を救おう」との計画をお持ちです。神に不可能はありませんが、神の全能を束縛するのはただ一人の罪です。神は、罪を持った神の子にも働きますが、マイナス（罪）をゼロ（神の子の正しい姿）にし、ゼロをプラス（福音を伝える者）にすることが、最初に必要です。

      神の倉庫には一人ひとりへの溢れる神の恵みが蓄えられ、神はそれをいつ届けようかと待っておられます。それには、「わたしを遣わしてください」（イザ６章８節）と、主に従う者が必要です。

      友よ。主の御声を聞いたなら、恐れずに進んでください。失敗を恐れ、自分を点検してばかりいるのは、プラントの植物の生育を調べるためにそれを引っこ抜くようなもので、かえってそれを弱らせます。「主よ、私は進みます。もし間違ったら引き返しますから教えてください」と、今、達し得たところから進んでください。「いずれにせよ、わたしたちは到達したところに基づいて進むべきです」（フィリ３章16節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ８章 ３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは全軍隊を率いて行動を起こし、アイへ攻め上った。ヨシュアは三万の勇士をえりすぐって夜の間に送り込み、

      

        

      

      先の失敗を心に刻んだイスラエルの、この度のアイ攻めに高慢はありません。イスラエルは全ての兵士を差し向けて、全力でアイに向かって行きました。

      神を信じる神の子たちは、それなりに神に頼って生活しますが、すべての面で神に自分を明け渡しているとは限りません。今回は全軍隊を向かわせましたが、前回はたったの三千人でした。「全軍隊を率いて」とは、「全てを神に献げ・全てのことで依存して」とも読み取れます。

      日本では、「献身者」と「信者」という分け方をします。献身者は神にすべてを献げた人、信者は日ごろ自分の生活をし、必要な時は神に奉仕する人……とイメージしがちですが、これは間違いです。聖書は皆に、「こういうわけで、兄弟たち…自分の体を神に喜ばれる聖なるいけにえとして献げなさい。これこそ、あなたがたのなすべき礼拝です」（ロマ12章１節）と勧めます。

      友よ。「三千人」ではなく「全軍隊」、ここに信仰の姿勢を見ます。十分の一献金は良い神の子の務めですが、前の御言葉にある「いけにえ」とは、自分の命を献げることです。命に十分の一や中途半端はありません。主イエスは、あなたのために全焼のいけにえとなられました。命には命をもって応えねばなりませんから、十分の一（三千人）ではなく十分の十（全軍隊・あなたの全て）を献げましょう。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ８章 ５～７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「…全軍はわたしと共に町に近づく。…我々は退却する。…あなたたちは待ち伏せしている所から出て、町を占領しなさい。…主は町を…渡してくださる。」

      

        

      

      アイへの再攻撃です。今度は全軍で戦いますが、隊を二手に分け、一隊が敗走する振りをして敵をおびき出し、別の一隊が攻め込む作戦でした。知恵をもってアイに勝利する、見事な計画でした。

      最初の時は、自分で計算し、自分たちの方法で戦って失敗しました。この度は、神に授かった知恵をもって勝利できました。人生の戦いも同じです。

      聖書は、生きるための知恵に満ちています。聖書においては、「知恵」は神に関すること、「知識」は人間に関すること、と言うことができます。「主を畏れることは、知恵の初め」（箴１章７節）とは、「神を愛する（畏れる）ことが人間の知恵」とも読めます。

      さらに、「初めに言があった」の「言」とは主イエスのことを表し、「言」なる神は「言葉」によって御自分を表します。それを、「言（知恵）」は「言葉（知識）」となって人に伝えられる、と言うこともできます。従って、「知恵（神についての知識）」によって「知識（この世で生きる知識）」がコントロールされるとき、人は命を持ち、正しく豊かに生きることができます。

      神の知恵・主イエスを信じている友よ。まずは、主イエスについてもっと知ってください。知恵は人格であり、知識は考えや経験や思いなどです。人格が正しければ知識は正しく用いられ、豊かな実を結びます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ８章 ９～１０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは翌朝早く起きて民を召集し…長老たちと共に、その先頭に立ってアイに向かって上った。

      

        

      

      アイへの最初の攻撃は「自分たちで」でしたが、今回は「神によって」でした。また、最初の攻撃と今回の攻撃には二つの違いがありました。それは、ヨシュアが先頭に立ったことと、朝早く起きて攻撃したことです。

      ヨシュア記の後に続く士師記は、イスラエルが祝福と呪いを繰り返した原因を、「そのころ、イスラエルには王がなく、それぞれ自分の目に正しいことを行っていた」（士21章25節）から、と教えています。「ヨシュア」という名は、新約の「イエス」に通じる言葉であり、それは「律法・旧約（モーセ）」を完成する「福音・新約(イエス)」を表していました。

      ダビデ王のバト・シェバとの姦淫事件は、「王たちが出陣する時期になって、…しかしダビデ自身はエルサレムにとどまり」（Ⅱサム11章１節）、自ら戦いの先頭に立たず王宮の屋上で夕涼みをしていたことから始まりました。後にダビデは詩編23篇を著わし、羊飼いのリーダーシップの重要性を強調しました。

      友よ。主イエスがすべてのリーダーですが、その次のリーダーはあなたです。人がリーダーとして先頭に立つということは、教会や兄弟姉妹の批評をすることではなく、「御言葉を実践」することです。御言葉を実践しようとする時こそ、主イエスがあなたの本当のリーダーになってくださいます。主イエスは、「自分の羊を連れ出すと、先頭に立って行く」（ヨハ10章４節）お方です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ８章 １０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        翌朝早く起きて民を召集し、イスラエルの長老たちと共に、その先頭に立ってアイに向かって上った。

      

        

      

      最初の戦いと今回の戦いのもう一つの違いは、「朝早く」起きて戦ったことでした。聖書において「朝早く」という言葉には、物理的時間を超えた大切な意味が含まれています。

      アブラハムが、「あなたの息子、あなたの愛するイサクを…焼き尽くす献げ物としてささげなさい」との神の声を聞いた時、「次の朝早く、アブラハムは…息子イサクを連れて…行った」(創22章１～３節)とあります。もし、次の朝早くではなく二～三日後に出発するならば、その間に周りの人々の声や世の常識、肉の親としての感情も交じり、「神は人を殺すなと命じ、愛せと言っているのだから、『イサクを殺せ』とはサタンの声なのでは？」と判断してしまい、神に従うことができなかった可能性もあります。

      「朝早く」とは、人の考えよりも神を優先することです。前回ヨシュアは、アイを探った斥候の意見を聞いて失敗しましたが、今回は「朝早く（神に聞き）起きて」行動し、勝利しました。

      しかし友よ。神の言葉に従うには、まず神の声を正しく聞くことが必要です。御言葉は「ロゴス（普遍的神の言葉）」ですが、それが「レーマ（あなたに語られた言葉）」になるまで、聖書を読み、メッセージを聞き、身の周りの出来事、自分の課題などを総合的に受け止める霊的能力が必要です。しかし、すべてを知ってから行動できる人はいません。達し得た所で実践してみてこそ、さらに正しいレーマを受け取れます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ８章 ２５～２６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        その日の敵の死者は男女合わせて一万二千人、アイの全住民であった。ヨシュアはアイの住民を…滅ぼし尽くすまで投げ槍を差し伸べた手を引っ込めなかった。

      

        

      

      神は完全な勝利を与えてくださいました。「見えるものは、目に見えているものからできたのではないことが分かる」（ヘブ11章１節）とありますから、この勝利は霊の世界から始まりました。

      ヨシュアの勝利は、滅ぼし尽くすまで「投げ槍を差し伸べた手を引っ込めなかった」ところにありました。それは、「神に手（投げ槍）を上げ続けた」とも読めます。

      信仰の勇者たちも同様でした。かつてイスラエルがアマレクと戦った時、「モーセが手を上げている間、イスラエルは優勢になり、手を下ろすと、アマレクが優勢になった」とあり、さらに、この戦いはモーセ一人のものではなく、「アロンとフルはモーセの両側に立って、彼の手を支えた。その手は、日の沈むまで、しっかりと上げられて…」（出17章11節）ともあります。

      霊の戦いは主が戦うので、人は戦わなくてよいのでしょうか。否、人も戦います。それは、両手を主に上げ続ける戦いです。その左手は自分の降参を表す手、右手は祝福を求める信仰の手です。

      戦いの中にいる友よ。次の二つの御言葉に心を留めてください。「天にいます神に向かって、両手を上げ心も挙げて言おう」（哀３章41節）。「嘆き祈るわたしの声を聞いてください。至聖所に向かって手を上げ、あなたに救いを求めて叫びます」（詩28・２）。

      友よ。勝利とは、主に両手を上げて泣くことです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ８章 ２８～２９節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアはこうしてアイを焼き払い、…アイの王を木にかけて夕方までさらし、太陽の沈むころ、命じてその死体を木から下ろさせ、町の門の入り口に投げ捨て、

      

        

      

      「クリスチャンなのだから、敵とはいえもっと優しく取り扱うべきではないか」との声も聞こえますが、果たしてそうでしょうか。容赦も妥協もないヨシュアの行動は、神の子たちに求められている姿です。もちろん、アイの住民とアイの王は、罪とサタンに例えることができます。

      やがて登場するサウル王は、「アマレクを討ち、アマレクに属するものは一切、滅ぼし尽くせ。男も女も、子供も乳飲み子も、牛も羊も、らくだもロバも打ち殺せ。容赦してはならない」と主に命じられました。「しかしサウルと兵士は、アガグ、および羊と牛の最上のもの、初子ではない肥えた動物、小羊、その他何でも上等なものは惜しんで滅ぼし尽くさず、つまらない、値打ちのないものだけを滅ぼし尽くした」。

      その後、主は預言者サムエルに言いました。「『わたしはサウルを王に立てたことを悔やむ。彼はわたしに背を向け、わたしの命令を果たさない。』サムエルは深く心を痛め、夜通し主に向かって叫んだ」（Ⅰサム15章３～11節）。

      友よ。サウル王が滅ぼさなかったのは、アマレクという他者ではなく、自分の中に巣食う「肉」というアマレクでした。見えない内的なアマレクが、見える姿のアマレクを残してしまったのです。罪とサタンを滅ぼす方法は、自分自身を主の十字架につけ続けることです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ８章 ３０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        そのころ、ヨシュアはエバル山にイスラエルの神、主のために祭壇を築いた。

      

        

      

      アイを征服した民は、五十㎞ほど北上したエバル山まで上って祭壇を造り、主に焼き尽くす献げ物と和解の献げ物をささげました。ここで「主のために祭壇を築いた」との言葉にメッセージが秘められています。

      「ノアは主のために祭壇を築いた」（創８章20節）「アブラムは、彼に現れた主のために、そこに祭壇を築いた」（12章７・８節・13章18節）とあり、モーセも神から「わたしのために土・石の祭壇」（出20章25・26節）を造れ、と命じられました。いずれも、祭壇は「主のために」築かれました。祭壇は民が神を礼拝するために必要なものですが、神にとっても必要だったのでしょうか？

      祭壇は、「主のために」が大切です。祭壇を築くのは、礼拝のためです。そして礼拝こそ、神が「主」とされることでした。主のために祭壇を築き礼拝することは、神に主権を取っていただくことです。反対に、人が自分のために祭壇を築くならば、それは自分の利益のためであり、人間中心の礼拝となり、ひいては「人のための神」になります。それは偶像の神以上にはなり得ません。

      友よ。あなたの礼拝は主のためですか、それとも自分のためですか。「神を礼拝せよ」とは、「神に主権者となっていただきなさい」ということです。自分のための礼拝は神を殺しますが、神のための礼拝は自分が生かされます。主日の礼拝も、日々の祈りも祭壇です。全ての礼拝、集会、祈り会、家庭礼拝が、主のための祭壇とされますように。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ８章 ３１節

          

        

      

    

    
      
        
        
        この祭壇は、主の僕モーセがイスラエルの人々に命じ、モーセの教えの書に記されたとおり、鉄の道具を使わない自然のままの石で造られた。

      

        

      

      重厚な石造りで高い塔を持つ、歴史的な古い教会堂も数多くありますが、エバル山の祭壇は、鉄の道具を使わず自然のままの石で造るように命じられました。

      これは今に始まったことではなく、「もしわたしのために石の祭壇を造るなら、切り石で築いてはならない。のみを当てると、石が汚されるからである」（出20章25節・27節）とモーセの時代から命じられていたことでした。

      「祭壇の石を加工しない」とは、「神の教えに手を加えない」「人が勝手に解釈しない」ということです。現実に、豪華絢爛な会堂であるほど、国や教団や教派、地位や組織、人の思惑、伝承や継承などの人の手が加わり、神の教えの基本である原石の形を変えてしまいがちです。

      また、人から見た神についての聖書の教えと理解も、加工された石となり得ます。「『主よ、主よ』と言う者が天国に入るわけではなく、わたしの天の父の御心を行う者だけが入るのである」（マタ７章21節）とあるように、「神の御心を実践しようとすること」が原石の祭壇となります。

      友よ。あなたの祭壇・教会・礼拝・霊の交わりは、原石で造られているでしょうか。そして、さらなる原石とは、「二人または三人がわたしの名によって集まるところには、わたしもその中にいる」（マタ18章20節）とあるように、「人ではなく神を中心とすること」です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ８章 ３２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアはこの祭壇の石に、モーセがイスラエルの人々のために記した教えの写しを刻んだ。

      

        

      

      ヨシュアは神の祭壇を鉄の道具を使わず自然のままの石で造り、そこにモーセに与えられた御言葉を刻みました。

      「キリスト教の御本尊は？」と聞かれますが、もちろんそんなものはありません。しかし見える形のものとしては、「契約の箱」があります。それは拝む対象ではなく、神がどのようなお方で、神が人に何をしてくださるかを表すものでした。

      箱の中には、石に刻まれたモーセの十戒がありました。十戒は、「初めに言があった」の「言」が「言葉」とされたもので、それこそ「聖書」と言えます。「主なる神（ヤーヴェ・エロヒーム）」は、聖書によって顕(あらわ)されます。さらに契約の箱には「贖いの蓋（ふた）」があって、大祭司が年に一度雄牛の血を注ぎました。これは、霊なる神と罪人が、主イエスの十字架の血を通して継がりを持てるようになることを教えます。さらに、箱の上に一対のケルビムが置かれました。ケルビムは、単なる天使を超えて、聖霊を象徴するものでした。契約の箱こそ、三位一体の神の表現でした。

      モーセに啓示され、石に刻まれた神の教えである「聖書」を与えられている友よ。それに鉄を当てて自分に都合よく変えてはなりません。聖書を、「…墨ではなく生ける神の霊によって、石の板ではなく人の心の板に、書きつけられた手紙…」（Ⅱコリ３章３節）とせねばなりません。聖書を自分で解釈するのではなく、聖書に自分を解釈していただくのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ８章 ３４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        その後ヨシュアは、律法の言葉すなわち祝福と呪いをことごとく、すべて律法の書に記されているとおりに読み上げた。

      

        

      

      エリコを攻め落とし、アイも滅ぼしたイスラエルは、エバル山で祭壇を築いて礼拝し、律法を読み上げました。

      その中で、「律法の言葉すなわち祝福と呪い」とあります。律法は神と人との「継がりと交わり」、すなわち命の関係を示す祝福の言葉であるはずなのに、なぜ呪いも含まれているのでしょうか。

      神は人に人格・自由意志を与えています。自由な人格があるからこそ愛が存在し、自由を持っているからこそ戒めが必要です。戒めは、神が人を束縛するためではなく、自由にするためです。

      「あなたを愛します」と言う時、その裏側に、「あなた以外の人を愛しません」がなければなりません。主は十戒において、第一戒では主が唯一の神であることを、第二戒では偶像を造ってはならないことを戒めました。祝福は第一戒にあり、呪いは第二戒にあります。律法の祝福と呪いは表裏一体です。

      友よ。「祝福」を受けるには、その裏にある「呪い」も知らねばなりません。どちらを受け取るかは、あなたの責任です。主の恵みの法則は、「神を愛し→自分自身を愛し→隣人を愛せよ」であり、すなわち恵みは「神の愛」から始まります。「愛を身に着けなさい。愛は、すべてを完成させるきずなです」（コロ３章14節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ９章 ２～３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        …集結してヨシュアの率いるイスラエルと一致して戦おうとした。 ところがギブオンの住民は、ヨシュアがエリコとアイに対してしたことを聞き、

      

        

      

      アイが攻略されたと聞いたカナンの沿岸地方の各住民はイスラエルの強さに驚き、同盟を結び一致団結して戦おうとしていました。しかし、その中のギブオン人は、周りの民と歩調を合わせず、全く反対のことを考えていました。

      悪魔は人を攻撃する時に、初めは「園のどの木からも食べてはいけない、などと神は言われたのか」と真理を疑わせ、次に「決して死ぬことはない」と否定し、さらには「神のように…なる」と神へ反逆させます（以上創３章参照）。悪魔は嘘・敵意・脅し・迫害などの方法を用います。しかし、それ以上に恐ろしい攻撃は、ここに登場するギブオン人が用いる「同盟」という策略です。

      彼らはイスラエルを欺き、敵ではなく味方であるかのように振る舞います。人はこのような相手に対しては、「わたしたちに逆らわない者は、わたしたちの味方」（マコ９章40節）との御言葉を思い出し、敵をいとも簡単に受け入れてしまうものです。これは、見えない敵の攻撃です。

      神に聖別されて生きる友よ。ギブオン人はあなたの中にも住んでいます。それは、肉を温存するために良い行いを差し出して罪を隠し、神に自分を認めさせようとすること、すなわち自分でつくり出す救いです。「姦淫、偶像礼拝、魔術、敵意…」などの肉の実は見えやすいものですが、自分の良い行いによって神と同盟を結ぼうとすることは、見えない恐ろしい敵になるものです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ９章 ４～５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        賢く立ちまわった。彼らは使者を装い、古びた袋、使い古して繕ってあるぶどう酒の革袋をろばに負わせ、…継ぎの当たった古靴を履き、着古した外套をまとい、

      

        

      

      ギブオン人の使者たちのパフォーマンスは実に見事です。「役者」と「偽善者」は同義語だと聞いた記憶がよみがえります。

      神が人に与えたいのは「聖絶」の恵みです。「聖められることを追い求めなさい。聖くなければ、だれも主を見ることができません」（ヘブ12章14節・新改訳）。神を「見る」とは、「交わる」でもあります。神が「アコルの谷（聖絶）」を用意したのは、神と人が交わる「希望の門」に導くためでした（ホセ２章17節）。

      神と人の同盟は、「その十字架の血によって平和を打ち立て、地にあるものであれ、天にあるものであれ、万物をただ御子によって、御自分と和解させられました」（コロ１章20節）とあるように、十字架による聖絶を抜きにしてはあり得ません。ギブオン人は、遠い国から来たかのように振る舞いますが、偽善者でした。神の前における最大の偽善は、十字架抜きの救いを作り出す律法主義です。

      友よ。あなたはすでに神に向かって「アバ・父よ」と呼べる神の子なのに、ギブオン人になっていませんか。むしろ、胸を打ち、「神様、罪人のわたしを憐れんでください」（ルカ18章13節）と言った徴税人のように、神の前で恥じずに心を裸にしましょう。古びた袋や継ぎの当たった古靴や着古した外套で偽る必要はありません。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ９章 ６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼らは…、「わたしたちは遠い国から参りました。どうか今、わたしたちと協定を結んでください」と言うと、

      

        

      

      遠い国からイスラエルを慕い、仲間に加わろうとやってきた、と思わせるにふさわしい身なりと言葉に、だれもがだまされそうです。彼らの欺き方に注意してください。

      ①「遠い国から来た」……「遠い国から」とは、神が滅ぼせと命じた中に入らない者である、との主張です。しかし聖書は、「義人は一人もいない」と言い、すべての者は罪の中に、神の怒りの中に入っている、と告げます。原罪を抜きにした人間賛歌は危険です。

      ②「同情を求めた」……繕った靴、古びた袋や外套、努力と熱心の強調など、どんな人間的な同情も熱心も、天国に入る条件にはなりません。「イスラエルは、信仰によってではなく、行いによって達せられるかのように、考えたからです。彼らはつまずきの石につまずいたのです」（ロマ９章32節）。

      ③「主の名を恐れていると言った（９節）」……罪の本性を知る者だけが神を「恐れ」、罪を赦していただいた者が神を「畏れ」ます。彼らは実際には神を「恐れ・畏れ」ているのではなく、罪と滅びを恐れているだけです。

      友よ。キリスト教とは、心の慰めではなく霊の命の回復を与える教えです。その命については、「愚かな人だ。あなたが蒔くものは、死ななければ命を得ないではありませんか」（Ⅰコリ15章36節）と語られています。主イエスと共に死ぬ者だけが、主と共に復活するのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ９章 ８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼らはヨシュアに、「わたしたちはあなたの僕でございます」と言うと、ヨシュアは尋ねた。「あなたたちは何者か、どこから来たのか。」

      

        

      

      ギブオンの人々は実に善良に見え、神を否定するどころか、仲間に加わろうと必死です。彼らの態度を見て、ヨシュアたちは彼らを仲間に加えることにしますが、それは正しかったのでしょうか。

      ルツ記では、飢饉のために一つの家族がモアブへ移住しました。そこでナオミは夫を失い、さらに二人の息子をも失います。仕方なく故郷に帰るナオミに、二人の嫁たちもついて来ました。ナオミの説得によって嫁の一人オルパは帰りますが、もう一人の嫁のルツは姑から離れませんでした。

      なぜオルパは帰ったのでしょうか。彼女がナオミについて来た理由は、この家の嫁としての義務感、三人とも夫を失ったことによる痛みと悲しみの共有意識、人間愛でした。しかし、「兄弟たち、わたしはこう言いたいのです。肉と血は神の国を受け継ぐことはできず、朽ちるものが朽ちないものを受け継ぐことはできません。」（Ⅰコリ15章50節）。

      友よ。ギブオンの人々に対するイスラエルの博愛でも、オルパの素晴らしい家族愛でも、神の国に入ることはできません。それは、イエスを主と信じる信仰によってのみ可能です。オルパは帰りましたが、ルツは、「あなたの神はわたしの神」（ルツ２章16節）と告白しました。「命を与えるのは霊である。肉は何の役にも立たない」（ヨハ６章63節）との御言葉を、オルパとルツに見ることができます。今日も「イエスは主」と告白しましょう。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ９章 ８～９節

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼らは言った。「僕どもはあなたの神、主の御名を慕ってはるかな遠い国から参りました。主がエジプトでなさった一切のことも、…ことごとく伝え聞きました。

      

        

      

      ギブオン人たちは、イスラエルの歴史に働かれた神の御業を知っていました。すると、ますます彼らを信用したくなりますが、気をつけねばなりません。彼らはイスラエルの過去の歴史については言及していますが、つい最近のエリコとアイの出来事については語っていません。

      聖書に書いてあることは、アブラハムなどの大昔のことであっても、今の私たちへのメッセージです。それをただのアブラハム個人の出来事として受け取ることは、イスラエルの過去の罪を語っても、神の前に自分が罪人であり、裁きの中に入っていることを無視するのと同じです。そして、キリスト教の教理や歴史を語っても、自分と神との現実的な関係である罪・裁き・悔い改めなどを無視することとも同じです。

      エリコとアイの出来事を、自分自身への神の啓示として受け止めて神の前に出て行かねば、批評家にはなれても、信仰によって生きる人にはなれません。

      信仰の友よ。信仰者とは、神と自分の関係を見る者であって、教理や歴史を知り、キリスト教について理解している者ではありません。ペトロの、「主よ、この人（ヨハネ）はどうなるのでしょうか」との質問に対して、「あなたは、わたしに従いなさい」とだけ主は言われました（ヨハ21章22節）。他者のこと以上に、神の前にいる自分の姿こそが最も大事です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ９章 １４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        男たちは彼らの食糧を受け取ったが、主の指示を求めなかった。

      

        

      

      イスラエルの指導者たちは、多少の警戒心を持ちながらも、結局ギブオン人の偽善を見抜くことができず、彼らの差し出す和解の食糧を受け取ってしまいました。

      「一人も滅びず永遠の命を得ること・御国が来ること」が天の父の御心ですが、そこには、「主イエスの十字架によって」「神の霊によって」という、決められたプロセスがあります。

      教会の歴史を辿ると、ローマ帝国の迫害の中で宣教を続けた初代教会でしたが、三百十三年に公認され、三百八十年ごろに国教になり、ローマカトリックの時代へ入りました。

      ここで起こった教会の悲劇は、その国に生まれた者はすべてクリスチャンとされるために、幼児洗礼を行ったことでした。やがて千年の「暗黒の中世」の後、宗教改革が行われ、信仰の光が復活しましたが、その中でもあるグループは幼児洗礼を施し、「主の指示を求めなかった」を繰り返しました。その結果、主が備えた道を通らずに神の国（教会）に入ってしまった人々であるギブオン人が、神の命に生きるクリスチャンよりも多くなりました。

      友よ。「だれでも水（信仰の告白）（ロマ10章９節）と霊（神の御業・十字架と復活）とによって生まれなければ、神の国に入ることはできない」（ヨハ３章５節）のです。

      私たちは、この世の現実だけを見て判断するのではなく、「主の指示を求め」、それに従ってこの世を判断すべきです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ９章 １５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは彼らと和を講じ、命を保障する協定を結び、共同体の指導者たちもその誓いに加わった。

      

        

      

      エリコもアイも滅ぼし尽くした神の民でしたが、ギブオン人の暖かくソフトな攻撃に魂を抜かれ、ついに彼らと同盟を結び、神の国の住人として受け入れてしまいました。

      サタンは、初代教会時代の迫害のように、初めは暴力・中傷・政治的権力を用いて外側から攻撃します。それで倒せないと見ると、今度は教会の中に入って来ます。そして、似て非なる教理や指導者への人格的攻撃などを用いて内側から崩そうとします。その最たる方法は、復活を強調して十字架を隠すことです。幼児洗礼などはまさに、十字架（悔い改め・罪の赦し）を隠し、復活（神の子・永遠の命）を持っていると見せかけることです。サタンは十字架を抜きにした神との和解（救い）を私たちに示しますが、それは偽りです。

      「愛する者たち、どの霊も信じるのではなく、神から出た霊かどうかを確かめなさい。偽預言者が大勢世に出てきているからです」（Ⅰヨハ４章１節）。その見分け方は次の御言葉が教えています。「イエス・キリストが肉となって来られたこと…。イエスのことを公に言い表さない霊はすべて、神から出ていません」（同２～３節）。

      友よ。主イエスが人(肉)となられたのは罪の代価を払うため、十字架は復活させるため、復活は三位一体の神との交わりに入れるためでした。神が人となる→　十字架→　復活と命→　三位一体の神との交わり。この順序が大切であり、一つも欠けてはなりません。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ９章 １９節

          

        

      

    

    
      
        
        
        指導者たちは皆、共同体全体に言った。「我々はイスラエルの神、主にかけて彼らに誓った。今、彼らに手をつけることはできない。」

      

        

      

      協定を結んで三日後に、ギブオン人は遠くの民ではなく、神が滅ぼせと命じたカナンの民であることが分かりました。もし気づかずに共同体に入れ、共に歩んだならば、どうなったでしょうか。

      ＊神の国の真理や愛が、人の道徳や常識や愛に代えられる。

      ＊救われるためには、神の働きだけでなく人間の良い行い（律法）も必要、と考えるようになる。

      ＊世間の常識から外れないように生きようとする。

      ＊聖書が語ることだけでなく、特定の指導者の教えも同等に重んじるようになる。

      ＊献身もせず、魂の飢え渇きを持たない神の子になる。

      サタンが神の子と教会から奪いたいものは福音の「高さ・深さ・鋭さ」です。ギブオン人を受け入れる寛容さは一見神の愛のようですが、実際には人間愛に過ぎません。高さ・深さ・鋭さを失うと、サタンを退けることができず、神の子たちは成長することができなくなります。

      友よ。あなた自身と教会に福音の力はありますか。福音の力は、主イエスの十字架の血の力です。なぜなら、十字架の裏側には復活があり、この二つは一体だからです。復活の命が神の力であり、それはイエスの血がつくり上げる力です。あなたの中の、イエスの血を通さないギブオン人を、主に示していただいてください。「彼の受けた傷によって，わたしたちはいやされた」（イザ52章５節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ９章 ２１節

          

        

      

    

    
      
        
        
        指導者たちは続けた。「彼らを生かしておき、共同体全体のために柴刈りと水くみをさせよう。」彼らはこうして、指導者たちの告げたとおりになった。

      

        

      

      ギブオン人を受け入れた原因は、「主の指示を求めなかった」（14節）ことにありました。原因と気づかず進む結果も分かりました。そこで、ヨシュアとイスラエルの指導者たちがとった対処は、

      ＊彼らを生かしておいた……彼らには「嘘も方便」以上のもの、「あなたの神、主がその僕モーセに…」（24節）と、イスラエルの神を信じ恐れていると述べた事実があった。

      ＊ギブオン人と神の民を分けた……彼らを受け入れるが、霊の中心部分には置かなかった。

      ＊彼らに水汲みと薪割りの仕事を与えて管理した。

      ヨシュアの判断は正しいものでした。普通、ギブオン人に対しては三つの行動があり得ます。

      ①間違いが分からず信じる……彼らの熱意を神の御心と信じ、取り返しのつかないことになる。

      ②間違いに気づいてもそのままにする……①よりは良いが、後に必ず問題は出てくる。

      ③問題を知って、それに正しく対処する。

      迷う友よ。私たちはいつでも完璧な判断によって行動できるわけではありません。むしろ問題に悩まされてから気づくものです。だからこそ、聖書と御言葉から神の基準を教えられ続けねばなりません。ただただ、「私を正しい道に導いてください」（詩23・３参照）と、羊飼いである主に求め、御言葉を聞き続けましょう。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ９章 ２５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「御覧ください。わたしたちは、今はあなたの手の中にあります。あなたが良いと見なし、正しいと見なされることをなさってください。」

      

        

      

      主の御心を聞かずにギブオン人を受け入れたイスラエルには問題がありましたが、当のギブオン人たちは称賛に値します。現実的に、未信者と結婚した場合などはどうすれば良いのでしょうか。

      パウロはこのことについて、「ある信者に信者でない妻（夫）がいて、その妻が一緒に生活を続けたいと思っている場合、彼女（彼）を離縁してはいけない。…なぜなら、信者でない夫は、信者である妻（夫）のゆえに聖なる者とされているからです」と述べました。

      ただし、夫（妻）と主イエスは分けねばなりません。主は、「わたしよりも息子や娘（夫・妻も）を愛する者も、わたしにふさわしくない」（マタ10章37節）と言います。これは、「夫や妻を愛してはならない」という意味ではなく、「イエスの次に夫や妻を愛しなさい」という意味です。さらに聖書は、「妻よ、あなたは夫を救えるかどうか、どうして分かるのか。夫よ、あなたは妻を救えるかどうか、どうして分かるのか」（Ⅰコリ7章16節）と続けます。

      友よ。現実を変えられなくとも、現実を聖なるものとして用いることは可能です。それは、神の介入を求め続けることです。神はイザヤ書五十五章の中で、ひたすら神を求めよ、と語り、「茨に代わって糸杉が、おどろに代わってミルトスが生える。これは、主に対する記念となる」（13節）と励ましてくださいます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ９章 ２７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは、その日、彼らを共同体および主の祭壇のため、主の選ばれた所で柴刈りまた水くみとした。それは今日まで続いている。

      

        

      

      ヨシュアはギブオン人を受け入れますが、彼らとの間に一線を引きました。そして彼らを、柴を刈って薪を集め、水を汲む奉仕につかせました。

      聖書のテーマは、神の発見でも人間の成長と完成でもなく、「回復」です。初めに神が存在し、神が万物を創造したその目的は「人間」でした。しかし、人は神を離れ、園の間に身を寄せ（自然界を神とし）ました。

      人生の命とは、自分の救いをつくることではなく、むしろ、アダムとエバが神と交わっていた場所、神の国へ帰ることです。神の国は、初めは「あなた方のただ中」に、次に「あなた方が互いに愛し合う」ところに、そして「全世界に出て行き…弟子とする」ところにあります。ギブオン人の姿は、まさに私たち異邦人の姿です。彼らは神の民でありませんでしたし、偽って神の国に入ろうとした偽善者でもありました。しかし今、神は、奉仕する者として彼らを用いてくださいました。

      かつてギブオン人だった友よ。主は、私たちを御自分の民の中に受け入れ、「柴刈り・水汲み」の役目を下さいました。芝を刈って薪を集めるのは、幕屋の庭にある祭壇で贖いの動物を燃やすためであり、これは主イエスによる罪の赦しの十字架に直結する奉仕でした。水を汲むのは、人々を清める「清めの水」を整えるためでした。「芝刈りと水汲み」の奉仕を、感謝して受け取りましょう。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １０章 ５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        アモリ人の五人の王、すなわちエルサレム、…エグロンの王たちとその全軍勢は連合して攻め上り、…ギブオンに向かって陣を敷き、戦いを仕掛けた。

      

        

      

      ヨルダン川を渡り、エリコとアイを打ち破り、ギブオン人を仲間に加え……、しかし、一息つく暇もなく、次の敵たちが連合して戦いを挑んできました。

      カナンの地については、「乳と蜜の流れる土地である」（レビ20章24節）と何度も約束されていました。イスラエルの人々は、「エジプトから出さえすれば自由になれる」「ヨルダン川を渡ってカナンに入りさえすれば乳と蜜が待っている」と考えていたでしょう。ところが実際には、そこは乳と蜜の流れる楽園どころか、争いが絶えず、常に命を賭けねばならない戦場でした。

      なぜ戦いなのでしょうか。その理由を、「これらのことを話したのは、あなたがたがわたしによって平和を得るためである」（ヨハ16章33節）との主の言葉が教えています。主の約束は「平安」ではなく「平和」でした。「平安」とは、世にあって敵（貧しさ、病気、不和……）が無い状態のことであり、「平和」とは、人が神と正しい関係にある状態のことです。

      友よ。あなたは「平安」と「平和」のどちらを求めますか。何事もない「平安」は、神への思いを稀薄にします。人生の戦いは、それが大きいほど、人に神を求めさせます。息つく暇もない戦いは、「あなたがたには世で苦難がある。しかし、勇気を出しなさい。私はすでに世に勝っている」（同）と真の神を求めさせます。豊かな命は、「平安」にではなく、主と一つとなる「平和」にあります。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １０章 ６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ギブオンの人々はギルガルの陣営にいるヨシュアに…「あなたの僕から手を引かず、早く上って来て、わたしたちを救い、助けてください。」

      

        

      

      ギブオン人の裏切りを知った周辺の国々は、連合軍を組織して討伐にかかろうとします。彼らはイスラエルを狙う前にギブオンに矛先を向けました。

      ギブオン人は、自分の足で葦の海を歩いたことも、荒れ野で律法を受けたことも、ヨルダン川を渡ったこともありません。神の国に入ってはいても、信仰の弱い人々でした。敵が神の兵士たちより先にギブオン人を狙ったのは、サタンの手口とも似ています。

      教会の中でも、誰もが救いが明確で（葦の海を渡り）、聖霊に満たされている（ヨルダン川を渡った）わけではありません。信仰の弱い者もいます。パウロは、「兄弟たち、あなたがたに勧めます。怠けている者たちを戒めなさい。気落ちしている者たちを励ましなさい。弱い者たちを助けなさい。すべての人に対して忍耐強く接しなさい。」（Ⅰテサ５章14節）と言いました。

      この敵の攻撃を前にしたギブオン人は、「助けてください」と素直に叫び、それに応えてヨシュアは「兵士全員、すべての勇士を率いてギルガルから出陣」（７節）しました。

      キリストの体の中で、自分は弱いと思う友よ。信仰の助けを求めることは、恥ではなく栄誉であり、皆の喜びです。神の家族の中の柱である友よ。あなたが今まで受けた恵みは神のものですから、惜しむことなく皆に与えてください。すると、すべての者が神を見ることができます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １０章 ８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主はヨシュアに言われた。「彼らを恐れてはならない。わたしは既に彼らをあなたの手に渡した。あなたの行く手に立ちはだかる者は一人もいない。」

      

        

      

      カナンに入って以来、次々と現れる敵を見る時、荒れ野にいた時と現在とどこが違うのか、と疑問に思う者が出てきそうです。

      荒れ野でもカナンでも、生きる上で起こる問題は変わりません。それは、この世が悪に支配され、自分自身の肉も同じように働くからです。しかし、荒れ野とカナンでは明らかな違いがあります。

      荒れ野での戦いは、律法を守ることで罪に打ち勝とうとする、「律法」との戦いでした。一方カナンでの戦いは、「聖霊の満たし」による戦いです。自分の力で律法を守るのではなく、主によって生きるために、自分の肉を明け渡し、神の霊に生きる戦いです。

      荒れ野では自分で戦いましたが、カナンでは、「わたしは既に彼らをあなたの手に渡した」（８節）と神は言われ、さらに「イスラエルの神、主がイスラエルのために戦う」（42節）とあります。聖霊に満たされる経験とは、自分ではなく主に戦っていただく術を心得ることであって、自分自身が強くされることではありません。

      友よ。恐れは、罪と律法（自分の行い）によって戦う者に出てきます。力は、自分の肉に死に、聖霊によって生きる者に与えられます。

      まさに、「生きているのは、もはやわたしではありません。キリストがわたしの内に生きておられるのです」（ガラ２章20節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １０章 ９節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアはギルガルから夜通し軍を進め、彼らを急襲した。

      

        

      

      主の兵士はエリコとアイを滅ぼし、カナンの中央のエバル山で祭壇を築きました。しかし彼らは、エバル山付近に駐留するのではなく、ギルガルに戻り、そこから再び戦いに出ていたのでした。

      神の子たちにおける戦いも、またキリストの体としての戦いも、次のことを忘れてはなりません。それは、「私はイエスにあって罪に対して死んでいるが、罪が私に対して死んでいるわけではない」ということです。罪は、主イエスに対しては無力ですが、私自身に対しては強力です。

      同じく忘れてはならないのは、「敵（サタン）はイエスにあって滅ぼされているが、敵は私に対して死んではおらず、無力でもない」ということです。罪もサタンも、私よりもはるかに強力です。

      そこから、私が主イエスに継がっている時、罪には働く余地がありません。それは、私がキリストによって死んでいるからです。しかし、私自身が生きていると、罪は働く機会を得て、肉の実（ガラ５章19節）を結ばせます。「御霊によって歩きなさい。そうすれば、決して肉の欲を満たすことはない」（同16節）。

      主の兵士なる友よ。イスラエルは、自分の肉に死んだ記念の場所・ギルガルの地に戻りました。キリストに結ばれてあなたが死んでいる状態こそ、聖霊に支配された状態です。あなたが罪に支配されているとすれば、それはあなたがあなたを支配している状態だからです。自分の十字架を負う（主と一体となる）ことこそ、勝利の秘訣です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １０章 １２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアはイスラエルの人々の前で…「日よとどまれギブオンの上に、月よとどまれアヤロンの谷に。」日はとどまり、月は動きを止めた。民が敵を打ち破るまで。

      

        

      

      ヨシュアはギブオンの要請に応えて全軍を率いて行軍し、五人の王たちを急襲しました。敵は混乱し、敗走しました。逃げた敵軍が彼らの町に入り、砦に立てこもってしまうと、戦況は難しくなります。そこでヨシュアは、「主なる神よ。太陽も月もあなたのものです。それらはあなたが命じられたことを行うはずです。どうか、願いを聞き、太陽と月を停止させてください」と叫び、神はそれに見事に応えてくださいました。

      太陽と月の運行を止めるとは、時間を止めることです。ここには、物理的な事実を超えたメッセージが啓示されています。それは、神は「時の支配者」であり、事実として太陽を止めたこと以上に、「日を止める」ことができるお方だということです。聖書の歴史の中で、神は何度も日（時）をとどめ、あるいは早めました。北イスラエルの「偶像礼拝の罪を繰り返す日々」を止めるためにアッシリアを招き、南ユダの「罪の日々」を止めるために彼らをバビロンの捕囚としました。

      友よ。かつてのあのことがとどめられたのは、神があなたの日を止めたからではありませんか。何よりも、自分は罪の中にあって滅ぼされるべき存在なのに、神が「裁きの日」をとどめ、今日まで保ってくださったことも思い出してください。「神はすべて時宜にかなうように」（コへ３章11節）される、「時の管理者」です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １０章 １３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        日はとどまり、月は動きをやめた。民が敵を打ち破るまで。…日はまる一日、中天にとどまり、急いで傾こうとしなかった。

      

        

      

      神は、ヨシュアの大胆な祈りに応え、太陽を何時間かとどめました。万物の創造者に不可能はありません。

      聖書は、「しかし、わが名を畏れ敬うあなたたちには義の太陽が昇る」（マラ３章20節）と、神を「義の太陽」にたとえています。この戦いの中で日がとどまったために、イスラエルは太陽の恵みを受け、敵を滅ぼし尽くす時間を与えられました。一方の連合軍は太陽の災いを受け、日没が来ないために、夜闇にまぎれて逃げることができず、攻撃され続けました。

      霊の世界における義の太陽を、この世の人々は嫌い、神の子たちは愛します。世の人々が義の太陽を嫌うのは、それが罪人の罪を照らし出し、あらわにするからです。彼らは太陽よりも月（夜・闇）を愛します。神の子たちは、義の太陽に罪を照らされることを避けません。なぜなら、あらわにされた罪を義の太陽の前に差し出せば、その光なる十字架で焼き滅ぼしていただけるからです。さらに、義の太陽が持つ命の力をいただいて、その人も輝きます。

      友よ。聖書は、「その翼にはいやす力がある。あなたたちは牛舎の子牛のように踊り出て跳び回る」（同節）と続けます。義の太陽を敵としてはなりません。常に義の太陽を味方につけてください。そして、主の自由の翼に覆われ、子牛のように力強く今日を歩みましょう。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １０章 ７・１５節 ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは兵士全員、すべての勇士を率いてギルガルから出陣した。…ヨシュアは、その後、全イスラエルを率いてギルガルの陣営に戻った。①

      

        

      

      イスラエル軍はギルガルから戦いに出て、ギルガルに帰りました。ギルガルは橋頭堡（河川を渡河した所に造られる陣地）です。イスラエルの勝利は、ここあってこその勝利でした。

      「ギルガル」とは「転がし去る」という意味でした。それは、「ヨルダン川を渡り（自分の十字架を負い）、荒れ野で肉に負け続けた屈辱を転がり去らせた」という意味であり、ギルガルを「聖霊の満たしの地」と呼ぶこともできます。霊の法則で知らねばならないことの一つ、「私はイエスにあって罪に死んでいるが、罪は私に対して死んではいない」こと、そして同じく、「敵はイエスにあって滅ぼされているが、敵が私に対して死んではいない」ことを思い出してください。

      すると、私の勝利の道は一つだけです。それは、「あらゆることの勝利者なる主イエスと一つになり、主イエスに支配され続ける」ことです。ヨシュアと兵士たちがギルガルから出て行きギルガルに戻ったのは、彼らが、常に勝利の主に継がり続けるために「日々自分の十字架を負って」いたことを示します。

      ヨルダン川を渡った友よ。橋頭堡ギルガルを離れてはなりません。信仰者には発展はなく成長があります。発展（ギルガルから出て戻らない）はむしろ信仰の後退を意味します。常にギルガルにとどまること（いつも自分の十字架を負い続けること）こそが、信仰の成長です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １０章 ７・１５節 ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは兵士全員、すべての勇士を率いてギルガルから出陣した。…ヨシュアは、その後、全イスラエルを率いてギルガルの陣営に戻った。②

      

        

      

      イスラエルの兵士たちが次々と勝利を得ることができたのには、二つの理由がありました。一つ目は、ギルガルから出てギルガルに戻ったこと。二つ目は、「すべての勇士・全イスラエルを率いて」（29･31･34･36･38･43節）とあるように、全員で戦ったことでした。

      全世界にあるキリストの教会が一致して敵と戦うことができるならば、もっと主の栄光を顕せるのに、と考えます。しかし、外面的組織の一致で進むならば、むしろ霊的レベルの低下を生み出します。

      聖書は神の子たちに、「平和のきずなで結ばれて、霊による一致を保つように努めなさい」（エフェ４章３節）と勧めています。もちろん、「体は一つ、霊は一つ、…主は一人、信仰は一つ、洗礼は一つ、…父は唯一…」（同４～５節）ですが、重要なのは「ギルガルにおける一致」です。それは、人間的一致ではなく、「肉に死んで霊に生きる」霊の人となることによる一致です。

      主の兵士である友よ。ヨシュアと兵士全員が一致して戦えたのは、彼らがギルガルに戻ったからでした。聖霊を持っているだけでは、まだ自分が主人のままです。私たちが聖霊に支配されて（満たされて）こそ、イエスが主人となり、思いのままに一人ひとりを動かしてくださいます。神の子たちの人間的一致は霊的貧困を生みますが、聖霊に支配された人々の一致は敵を打ち破ります。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            10章 42節  ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアがただ一回の出撃でこれらの地域を占領し、すべての王を捕らえることができたのは、イスラエルの神、主がイスラエルのために戦われたからである。

      

        

      

      神の軍隊は、次々と敵を滅ぼしていきました。それは、何年かけてでも、何十回戦ってでもなく、「一回の出撃で」とあります。この「一回の出撃」に、大事なメッセージがあります。

      クリスチャン生活は霊の戦いの日々ですが、ここにある「一回の出撃」は、信仰の戦いの勝利の秘訣です。長年神の子とされながら、今も「荒れ野での四十年」から抜け出せないのは、この「一回」がないからです。さらに、信仰に確信を持てないのも、この「一回」がないからです。一回の経験は、一回で終わることなく、それがその後のキーポイントになるものです。

      この「一回」は、「ヨルダン川を渡る・聖霊に支配される・肉に死に、霊に生きる」経験です。すなわち、「自分の十字架を負って主に従う」経験です。一度この経験を持てば今後敵に遭遇してもすべて勝利できる、というわけではありません。しかし、この経験は次の敵に遭遇する度に勝利の道を教えてくれます。

      友よ。救いの初めは、主が「あなたの罪のために十字架を負った」ことです。次は、あなたが「自分の十字架を負う」ことです。それは人生の重荷を負うことではなく、「自分を主に明け渡す」ことです。すると、あなたの戦いは主の戦いになります。信仰とは、主が獲得された勝利をあなたが受け取ることです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            10章 42節  ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        …これらの地域を占領し、すべての王を捕らえることができたのは、イスラエルの神、主がイスラエルのために戦われたからである。

      

        

      

      イスラエルが勝利に次ぐ勝利をおさめることができた理由は、「ギルガルから出てギルガルに戻った」ことも、「共同体が一致した」こともそうですが、一番の理由は「主が戦われたから」です。

      教会では、「主があなたの罪のために十字架で死なれた」とは語られますが、「あなたも主のために死ぬべきである」とは語られません。そのことを、ボンヘッファー師は、「主の十字架（犠牲）について語っても、自分の十字架（服従）を語らないことは、安価な恵みである。服従を伴ってこそ高価な恵みとなる」と言いました（『キリストに従う』より）。

      主に無条件で備えられている神の命を持つことはできても、その命が豊かになるのは、互いに自分を相手に与え合う時です。それは、主イエスが私に自分を与え、私が主に自分を与える(服従する)ことです。「自分の十字架を負う」ことは、病や家族などの重荷を負うこととは違います。

      友よ。あなたが自分の考えを持つのは当然ですが、それが主の考えと違うことが分かったらどうしますか。その時に、自分の考えの上に主の考えを置き、服従することが、「自分の十字架を負う」ことです。

      それは、主があなたに働きかける許可書となります。すると、「主があなたのために戦われ」、あなたは勝利することができます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １０章 ４３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは全イスラエルを率いてギルガルの陣営に凱旋した。

      

        

      

      ヨシュアと兵士たちはギルガルに凱旋しました。そこで家族と再会し、神の御業をたたえ合ったに違いありません。彼らには帰る場所がありました。

      クリスチャンは、罪の中に閉じ込められたエジプトから出発し、信仰告白の葦の海を渡り、教会生活である荒れ野に入りました。そこから、ヨルダン川を渡って乳と蜜の流れる地（聖霊に満たされた地）に入り、そして世界宣教の戦いが始まりました。

      カナンの地に入り、戦いが続きますが、神の子たちが戻るホームタウンは、エジプトでも荒れ野でもありません。それは、ヨルダン川の中に十二個の石を積み上げた（４章９節）所であり、主イエスと自分が一体となるところです。そこはキリストの花嫁の場所です。花嫁は夫と財産を共有するだけでなく、痛みや悲しみもすべて共有します。そこが地上の至聖所です。

      友よ。あなたが戻る家はどこですか。家には愛する人（自分と命を共有している人）がいますが、そこに至る道は孤独です。そこは、世から離れ、自分自身から離れるところでもあります。そこでのみ、キリストと一体となれます。

      「まさに自分の命を失う者がそれを得るのです。時と永遠、天国と地上にとって必要なものはすべて満ち足りた三位一体の神、父・子・聖霊なる神の内に存在しているのです」（『聖所の光に至る道』バシレア・シュリンク著）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １１章 ４～５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        …浜辺の砂の数ほどの大軍となり、軍馬、戦車も非常に多かった。王たちは皆連合し、イスラエルと戦おうと軍を進め、メロムの水場に共に陣を敷いた。

      

        

      

      先に連合してイスラエルに戦いを挑み敗北したのは、カナンの南部地方の王たちでした。次の敵は、さらに手強い北部の国々です。それらの敵に対しても、イスラエル軍は決定的な勝利を得ることができました。

      これほどまでの決定的な勝利は、神の子たちの信仰生活の中にどのような位置を占めるのでしょうか。この勝利は、二千年前のゴルゴタの丘でイエス自ら陣頭指揮をして、否、主イエスが御自分だけで、罪とサタンと戦った十字架による勝利です。十字架上の、「成し遂げられた」（ヨハ19章30節）との主の最後の言葉は、「決定的勝利をおさめた」ことを意味します。

      ただし、このイスラエルの勝利の後に、戦いが途絶えたわけではありません。その後は、領地を各部族に分け、部族ごとに嗣業の土地を獲るために戦いました。それは、二千年前に主が決定的な勝利を収めたので、今度は私たちがそれぞれ主からゆだねられた嗣業の地で戦うことを示します。

      友よ。ゴルゴタの主の戦いには、あなたは指一本触れる必要はありませんでしたが、これから家族や知人や地域のことで戦うのはあなたです。ただしその戦いは、主が罪とサタンから勝ち取った勝利によって戦うのです。あなたが主から目を離さない限り、必ず勝利できます。本当の戦いは、主から目を離さないことです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １１章 ６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主はヨシュアに言われた。「彼らを恐れてはならない。わたしは明日の今ごろ、彼らすべてをイスラエルに渡して殺させる。あなたは彼らの…戦車を焼き払え。」

      

        

      

      神は、強力な敵に対峙し恐れるヨシュアに、「わたしは…させる」と、主御自身が戦われると宣言しました。主はどのように戦われたのでしょうか。

      ①来臨と十字架……神と人を隔てる罪を取り除くのは、等価の贖いです。神が罪の無い人となり、十字架で罪の代価を払い勝利しました。

      ②復活……「死が一人の人によって来たのだから、死者の復活も一人の人によって来るのです」(Ⅰコリ15章21節)。主は死と戦って勝利されました。

      ③昇天……主の昇天は、この世のあらゆる権威と力に勝利した王の王、主の主である証明でした。「天に上げられ、神の右の座に着かれた」（マコ16章19節）。

      ④再臨と最後の審判……「血に染まった衣を身にまとって…その名は『神の言葉』」（黙19章13節）なる主こそ、罪とサタンを完全に取り除かれるお方です。

      友よ。主は、あなたを愛し守り完成するために戦っていますが、それが分からずにいませんか。それならば、「明日の今ごろ…」との約束に目をとめ、今感じられなくても、明日、主の御業を見ると信じてください。明日感じられないならば、明日の明日を持ち望んでください。「白い馬に…乗っているお方は、『誠実』及び『真実』と呼ばれて、正義をもって」（同11節）実行するお方です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １１章 １２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは他の王の町々をすべて占領し、王たちを捕らえ、主の僕モーセが命じたように剣をもって彼らを撃ち、これを滅ぼし尽くしたが、

      

        

      

      ヨシュアとイスラエル軍は次々と敵を打ち破り進撃しました。ここに、神が約束し達成された救いを彼らが自分のものとしていく姿を見ます。

      主が完成した救いの御業（十字架＝罪の贖い、復活＝永遠の命、昇天＝権威）と後の再臨による完成は、自動的には人のものになりません。それを自分の救いにするのは、信仰によってです。

      ＊罪は贖われている……信仰によって受け取る。

      ＊悪魔は縛られ無力にされている……信仰によって主に従うことで退けねばならない。

      ＊この世はヨシュア（イエス）に敗れている……信仰によって恐れず世と戦っていかねばならない。

      ＊肉も十字架で滅ぼされている…信仰によって、新しい支配者・聖霊に支配され続けねばならない。

      ＊墓と死は過ぎ去った……死の恐れと天国への不安が襲うなら、「死は勝利に飲まれた。死よ、お前の勝利はどこにあるのか。死よ、お前のとげはどこにあるのか」（Ⅰコリ15章55節）と宣言せねばならない。

      友よ。次の御言葉を心に刻んでください。「神から生まれた人は皆、世に打ち勝つからです。世に打ち勝つ勝利、それはわたしたちの信仰です」（Ⅰヨハ５章４節）。信仰の戦いとは、あなたが罪や死やサタンと戦うことではなく、あなたがイエスを主とし続けることです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １１章 １４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        これらの町々の分捕り品と家畜は…、イスラエルの人々が自分たちのために奪い取った。…しかし、人間を……滅ぼし去り、息のある者は一人も残さなかった。

      

        

      

      エリコの戦いでは、金、銀、銅器以外は全て滅ぼすように命じられていました。この度の戦いでは、人は一人残さず殺し、財産は兵士たちが奪い取りました。

      日本の教会には多くの弱さがありますが、その一つは会員数が少なく資金面が乏しいことです。それでは、人を多く集め、多く献金させることを考えるべきでしょうか。これも的外れです。

      イスラエルが分捕り品を得たのは、彼らが敵の人間を完全に滅ぼし尽くしたからでした。このことを、「イスラエルの兵士は、神を信じない罪人たちを信じさせ（滅ぼし）、多くの人々を（滅ぼし尽くし）神の子にした」と理解し、さらに発展させ、「イスラエルは、肉によって生きる神の子たちの肉を聖絶し（滅ぼし）、多くの人々を主イエスに献身させた」と理解してみてはどうでしょうか。

      教会の使命は、「全世界に出て行って福音を伝える」ことであり、さらに、「あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい」（マタ28章19節）と命じられたように、罪人を救い、神の子を献身者にすることです。

      教会の力不足を思う友よ。まずあなたが、献身者（聖霊に満たされた人・神に生涯を献げる人）になることです。その者が、出て行って罪人を救い出すことができます。神の子たちが主に自分を献げると、多くの分捕り品（人物・物質）を得ることができます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １１章 １５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主がその僕モーセに命じられたとおり、モーセはヨシュアに命じ、ヨシュアはそのとおりにした。主がモーセに命じられたことで行わなかったことは…なかった。

      

        

      

      モーセは神に命じられたことをヨシュアに命じ、ヨシュアはモーセに命じられたとおりに行った、とありますが、それは多くの時間と忍耐が必要であり、簡単ではありません。

      信仰とは神と自分の「継がりと交わり」ですが、これも同様に簡単ではありません。ヨシュアがモーセに「命じられたとおり」行えるのは、その前に四十年間、モーセの従者としての人生を過ごしてきたからです。「ローマは一日にして成らず」ならば、「信仰は四千年にして成る（アブラハムの時から）」のです。

      その服従が作られるには律法が必要でした。モーセが神から律法を受け、ヨシュアがモーセに服従したのは、律法の中に生きたことでもありました。だからこそ、今、神に従える自由を得ています。荒れ野での四十年間は、決して無駄ではありませんでした。

      律法とは、突き詰めると「神への服従」です。ただし、自分の力で従うことはできません。自分の無力を知るからこそ、「自分に死に、御霊に支配される」のを受け入れることができます。

      モーセとヨシュアに倣う友よ。服従の無い信仰はありません。ただし、律法で生きることは希望の無い服従であり、福音に生きることは希望のある服従です。「神→モーセ→ヨシュア」とは、「神→モーセ→あなた」ともなります。あなたもヨシュアですから、恐れずに踏み出してください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １１章 ２０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼らの心をかたくなにしてイスラエルと戦わせたのは主であるから、彼らは一片の憐れみを得ることもなく滅ぼし尽くされた。

      

        

      

      聖書で理解の難しい言葉の一つ、「彼らの心をかたくなにしてイスラエルと戦わせたのは主である」がここにあります。また、「わたしはヤコブを愛し、エサウを憎んだ」（ロマ９章13節）ともあります。人はこれらを見て、「神は愛なのに、なぜ敵を造り出すのか」と疑問を持ちます。

      それに対し神は、「では、どういうことになるのか。神に不義があるのか。決してそうではない」と言います。さらに、「わたしは自分が憐れもうと思う者を憐れみ、慈しもうと思う者を慈しむ」と続きます。ここから、神には人の考えを超えた御心があることが分かります。聖書は、「神は愛です」から出発することで理解できます。

      出エジプトの時、「主がファラオの心をかたくなにされたので」（出10章20節）と記されていました。主がファラオの心をかたくなにしなかったら、どうなっていたでしょうか。

      ①イスラエルはファラオの妥協案を受け入れてしまったかもしれない。　②エジプト人は、イスラエルを徹底的に迫害したからこそ、彼らを導き出したのが主なる神であることを知るようになった。

      友よ。自分で自分を救える人は神のもとには来ません。イスラエルの敵も、エサウも、エジプトの王と民も、追いつめられたからこそ神を見ました。神は一人ひとりを追いかけています。そして、たとえ試練を与えて地獄に落としてでも、天国へ救おうとする神の愛を見ます。神は愛です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １１章 ２３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアはこうして、この地方全域を獲得し、すべて主がモーセに仰せになったとおりになった。…この地方の戦いは、こうして終わった。

      

        

      

      ヨルダン川を渡ってからは戦いの連続でしたが、ようやくここに終わりが来ました。同じように、私たちの信仰の戦いにも終わりがあるのでしょうか。

      信仰の戦いには、罪やサタンやこの世の力との戦いも含まれますが、より本質的な信仰の戦いは、次の御言葉の中にあります。「信仰とは、望んでいる事柄を確信し、見えない事実を確認することです」（ヘブ11章１節）。この箇所を、「信仰とは、『神が私に』望んでいる事柄を確信し、見えない事実を確認することです」と、『神が私に』を入れて読むことです。そうでないと、「信仰とは『私が神に』望むことを確信し、まだ見えないことでも必ず実現すると信じること」となりかねません。

      何よりも、主人が誰であるかが重要です。信仰の戦いは、「誰が主人で、誰が従うべき者か」が根本であり、すなわち、「神が主人か、それとも私が主人か」を決める戦いです。まずこの戦いに勝ってこそ、罪にもサタンにもこの世にも、そして自分の内なる肉にも勝つことができます。

      友よ。あなたの信仰の戦いのポイントは定まっていますか。ヨシュアが勝利を得ることができたのは、彼が神と御言葉に服従したからでした。彼の願いではなく「主がモーセに仰せになった」ことが実現したこと、それがヨシュアの勝利でした。信仰の戦いは、「神と神の御心への服従」です。服従した時、その戦いは終わり、次の戦いへ進みます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １２章 ６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        …イスラエルの人々が二人の王を打ち殺した後、これらの地域は主の僕モーセによってルベン人、ガド人、マナセの半部族に領地として与えられた。

      

        

      

      ルベン人・ガド人・マナセの半部族は、ヨルダン川を渡る前に、「カナンに入って皆と共に戦い、戦いが終わった暁には、東側に戻る」（民32章参照）とモーセと約束していました。彼らは、せっかく獲得した乳と蜜の流れる地から、元の土地に戻ってしまいます。

      彼らの行動は、モーセの許可からではなく、彼らの決意からでした。このことは、聖霊に満たされた神の子が、肉のクリスチャンに戻ってしまうこと、とも言えます。さらに、聖霊に支配される経験をしたのに、それを忘れて肉によって生きる生活に戻ること、とも言えます。事実、このような神の子たちが多くいます。

      それでは、どのような時に霊の人が肉の人に戻るのでしょうか（Ⅰコリ３章１～３節参照）。それは、「神が私に願うこと」ではなく「私が神に願うこと」がその人の信仰姿勢になる時です。その時、ヨルダン川の西から東に戻ることになります。

      神の約束の地、カナンに入った友よ。荒れ野で自分が神の上に立ち、自分が願う恵みを自分の力で追い求めていた苦しい信仰生活を思い出してください。それに比べ、カナンにも戦いはありますが、それは、自分に代わり神に戦っていただくために自分に死ぬ葛藤というものであり、荒れ野とは全く違います。荒れ野に戻ってはなりません。カナンに身を縛り付けてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １２章 全体

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨルダン川の向こう側、すなわち東側で征服し、占領した国々とその王は…。計三十一名の王である。

      

        

      

      ヨシュアに率いられたイスラエルは合計三十一名の王たちを滅ぼしました。そして、滅ぼした国々の名を王の名と共に記しました。

      聖書全体を見ても、ダビデをはじめ、そこに登場する一人ひとりの歩みは戦いの記録でもありました。戦いには勝つ時もあれば負ける時もあります。神の子たちはそれをしっかりと記録せねばなりません。記録することによって、さらに固く信仰に立ち続けることができるからです。

      勝利の記録が意味するものは……

      ＊ファラオに勝利……罪に支配された死の世界からの勝利。信仰告白として洗礼を受けたこと。

      ＊アマレクに勝利……古い自分を退けた経験。

      ＊エリコに勝利……難攻不落の問題を信仰（七日間、十三度城壁を回り祈る）により勝利したこと。

      ＊アイに勝利……アカンの罪（不従順の罪）を悔い改め、滅ぼしたこと。

      ＊カナンの王たちに勝利……不品行、汚れ、好色、偶像礼拝、まじない、敵意、争い、そねみ、怒り、党派心、分裂、ねたみ、泥酔、宴楽、およびそのたぐい（ガラ５章19～22節）を退けたこと。

      友よ。あなたは幾つの国と王から勝利を得ましたか。また、敗北した経験も無駄にはなりません。ただなんとなくの信仰生活ではなく、その時受けた御言葉に赤線を引き、書き込み、記録としてください。それらがあなたをさらなる聖別の恵みへと引き上げます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １３章 １節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアが多くの日を重ねて老人となったとき、主は彼にこう言われた。「あなたは年を重ねて、老人となったが、占領すべき土地はまだたくさん残っている。」

      

        

      

      ヨシュアは、エジプトで奴隷として四十年、荒れ野でモーセの従者として四十年を過ごしました。さらに、モーセからリーダーを引き継いでから七年(？) 過ぎたとすれば、彼は九十歳に近づいていることになります。しかし神はヨシュアに、「占領すべき土地はまだたくさんある」と語ります。

      先に、「この地方の戦いは…終わった」（11章23節）とあるのに、「占領すべき地はまだたくさんある」とはどういうことでしょうか。それは、「第一の仕事は終わったが、第二の仕事が待っている」という意味です。第一の仕事は、キリストの来臨、教え、奇跡、十字架、復活、昇天によって終わりました。主が十字架上で「成し遂げられた」（ヨハ19章30節）と叫ばれたのが、このことです。事実、神の御業により、三十一人の国と王たちは神のものにされています。

      主が、罪人であった者に与えた第一の仕事は完璧なものでした。そして、主が成し遂げたことを、人が信仰によって受け取ることが第二の仕事となります。

      友よ。あなたの信仰年齢は何歳ですか。乳を飲む幼子ですか。固い食物を食べ善悪を見分ける大人ですか（ヘブ５章11～14節）。「父たちよ」（Ⅰヨハ２章14節）と呼ばれる成熟した者ですか。あるいはヨシュアのような老人ですか。神の子に肉体の年齢は関係ありません。なぜなら、床の上で祈るだけでも、神の恵みを受け取ることはできるからです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １３章 １～２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主は彼にこう言われた。「あなたは年を重ねて、老人となったが、占領すべき土地はまだたくさん残っている。残っている土地は次のとおりである…。」

      

        

      

      神はヨシュアに、これから獲るべき土地を示します。これは現在のイスラエル国の領土とほぼ同じです。神の言葉は事実となっていきます。なお戦いは続きますが、それは第二の戦いです。

      第一の戦いは、神御自身が十字架上で「成し遂げて」くださった御業の数々でした。しかしそれは「決定的な勝利」ではあっても、「最終的な勝利」ではないことを知らねばなりません。なぜなら、主は彼の大能をもって君臨していますが、人々がそれを十分に受け取るか否かは、各自の信仰にかかわっているからです。主が備えた恵みは、人間の側の意思と行動、すなわち信仰によって受け取らねばなりません。

      愛の業に強制はなく、各自の自由な判断にゆだねられています。それが第二の戦いであり、民がヨシュア（主イエス）によって占領された地に定住することです。「わたしは天と地の一切の権能を授かっている。だから、あなた方は行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、あなたがたに命じておいたことをすべて守るように教えなさい」（マタ28章18～20節）。

      友よ。神はあなたが獲るべきところ（家族・友人・知人……）を定めておられます。ヨシュアのように、年を重ねたからこそできることが多くあります。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １３章 ２～４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「占領すべき土地はまだたくさん残っている。残っている土地は次のとおりである。ペリシテ人の…エジプト東境のシオル…カナン人の土地全域…。」

      

        

      

      神は、御自分が決定的勝利（十字架と復活）で獲たものをより多く獲得せよ、と言います。

      この、土地を獲る第二の戦いとは何でしょうか。

      ①各自の内側を聖霊に支配される戦い……主の勝利によって、信じる者に神の国（命）は来ていま

      すが、なお「肉」に包囲されているところが多くあります。それを打ち破り、聖霊に支配される

      ことです。これは自分を愛する戦いでもあります。

      ②自分の周りに置かれた人々を神の国に導く戦い……最も近い隣人は、家族と、日頃かかわる人々です。隣人を愛するとは、彼らにイエスを紹介し、イエスを主として受け入れてもらうことです。

      ③日本と世界を神の国にする戦い……日本のクリスチャン人口は一パーセントに及ばず、三十七万㎢ある国土の三千七百㎢以下しか神の国となっていません。もっと領土を広げ、さらに世界へ！

      「御言葉を宣べ伝えなさい。折りが良くても悪くても励みなさ。とがめ、戒め、励ましなさい。忍耐強く十分に教えるのです」（Ⅱテモ４章２節）。

      主の兵士なる友よ。神の国はイエス個人から始まりました。まずはあなたの内側を聖別し、あなたが小さなキリストになることです。家族伝道は、まず自分自身への伝道からです。それが必ず、家族へ、そして世界へと広がります。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １３章 ６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「わたしは、イスラエルの人々のために、彼らすべてを追い払う。あなたはただ、わたしの命じたとおり、それをイスラエルの嗣業の土地として分けなさい。」

      

        

      

      イスラエルの歴史を見ると、神が「獲れ」と命じられた所を実際にすべて領土にできたのは、二百年後の、ダビデによるイスラエル王国統一の時でした。

      ヨシュアの時代からダビデの時代まで時間がかかったことの意味はなんでしょうか。例えるなら、ヨシュアの時に領土の制空権を握った、と言えます。しかし、制空権を得ても、地上の町々は誰かが行き支配せねばなりません。それを実現したのがダビデでした。同じように、主イエスが来られ、十字架と復活により罪とサタンに勝利し、支配権を確立しました。しかし、実際にそこに行って支配する人が必要です。ここから、神の子たちの第二の戦いが始まります。

      最終的に世界が完全な神の国になるには、キリストの再臨を待たねばなりません。その再臨のキリストを、ダビデによる王国統一が啓示しています。領土獲得がヨシュアによって始まりダビデによって完成したことは、キリストの来臨とその後の再臨による神の国の完成の予型です。

      神に招かれた友よ。神の国は主イエスの来臨と御業によって始まりました。しかし、だから指をくわえて待っていればよい、とはなりません。あなたは、あなたに分けられた土地に遣わされ、戦い、それを獲るようにと命じられています。その使命を果たす戦いをすることで、あなたが神の国に深く根付いていくのです。そして、最終的完成は御国に召されてからになります。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １３章 ６～７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        わたしの命じたとおり、それをイスラエルの嗣業の土地として分けなさい。この土地を九つの部族とマナセの半部族に嗣業の土地として配分しなさい。

      

        

      

      神は、カナンの土地を各部族に分配するようにと言いました。分けられた土地を部族ごとに獲り、それらが合わされて王国(神の国)となります。

      神の国がつくられるために最初に必要なのは、「主のしもべたち」、すなわち「良い人材」です。次に必要なのは、それを達成するための能力と技術である「賜物」です。

      初代教会の時代においても今日においても、神の国を作るのに一番必要なものは、「ヨルダン川を渡った人々」、すなわち「聖霊に満たされた人＝支配された人」（エフェ５章18節）です。次に、目的を達成する能力がないと、キリストの体の建設は現実的に進みません。その能力こそ、「聖霊の賜物」（Ⅰコリ12章参照）です。聖霊の「満たし」はその人をつくり、「賜物」は教会をつくります。

      良い人材（聖霊に支配された人）と能力（聖霊の賜物）を持つ人々が多く集められ組み合わされるならば、神の国はより早く、大きく、堅固に実現します。

      友よ。神はカナンを各部族に割り当てられました。キリストの体も、一人ひとりが聖霊に支配され、賜物が組み合わされて実現します。あなたが聖霊に満たされることは全体の益になり、他者が神の国を獲ることはあなたの益にもなります。世界に教会は一つだけです。「一人一人に、『霊』の働きがあるのは、全体の益となるためです」（Ⅰコリ12章７節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １３章 ８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        マナセの半部族…ルベン人とガド人は、ヨルダン川の東側にモーセが彼らに与えた嗣業の土地を既に持っていた。それは、主の僕モーセが彼らに与えたもので、

      

        

      

      イスラエルの十二部族の中で、ルベン族、ガド族、マナセの半部族は、ヨルダン川の東側に領地を得ていました。そこは、最初からの神の御心の土地ではなく、彼らが強く欲した土地でした。

      愛である神は、人を御自分の御心に強制的に従わせることはできません。愛は自由意志の下に成り立つからです。神の子であっても、ヨルダン川を渡らずにいるならば、肉の力によって歩まねばなりません。彼らに割り当てられた嗣業の地を獲るためには聖霊の力が必要でしたが、彼らはそれを肉の力で獲ろうとしています。結局、十二部族の中で、割り当てられた嗣業の地を最初に失ったのは、東側に残ったルベン族、ガド族、マナセの半部族でした。

      故Ｆ・Ｂマイヤー師は、「私たちの魂は、まずキリストによって所有される。すると、キリストを所有し始める」と言いました。「キリストに所有される」とは、ヨルダン川を渡る経験、聖霊の満たしのことです。それでこそ、神の嗣業を受け取ることができます。

      愛する友よ。あなたの信仰姿勢は、「恵みを得てキリストを得る」ですか、それとも「キリストを得て恵みを得る」ですか。もちろん、恵みを多く得るのは後者です。神の恵みは、もろもろの恵みではなく、「わたしたちの主イエス・キリスト…」（ロマ６章23節）御自身です。主を求めてください。恵みは後からついてきます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １３章 １４節 ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        レビ族には嗣業の土地は与えられなかった。

      

        

      

      占領地を嗣業の地として各部族に分配することになりましたが、レビ族への嗣業の土地はありませんでした。嗣業に関して、十二部族は三つのグループに分かれました。①自分で要求して得る部族。②自分の要求を超えて、神から割り当てられる部族。③割り当てのない部族。

      このことから、信仰者の三つの姿を見ます。

      ①は「幼い神の子」……自分の願いを神に認めさせ、自分を通す人。しかし、東側の荒れ野にとどまってはならず、ヨルダン川を再度渡り、カナンに戻らねばなりません。

      ②は「成長した神の子」……自分の願いを超えて、今置かれている現実（家族、伴侶、経済的現実、能力など）を、神からのものとして受け止め、そこを神の支配下にしようと祈り続ける人。

      ③は「神のしもべ」……「あなたは、若いときは、自分で帯を締めて、行きたいところへ行っていた。しかし、年をとると、両手を伸ばして、他の人に帯を締められ、行きたくないところへ連れて行かれる」（ヨハ21章18節）とあるように、神に自分を服従させ、自分の十字架を負うことができる、成熟した人。

      友よ。「幻がなければ民は堕落する。」(箴29章18節)とは、「信仰の目標がない人は荒れ野に戻る」とも言えます。レビ族は、神を所有するために、地上の所有が許されませんでした。「行きたくないところへ連れて行かれる」ことこそ、神を最も多く所有することではないでしょうか。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １３章 １４節 ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        レビ族には嗣業の土地は与えられなかった。主の約束されたとおり、イスラエルの神、主に燃やしてささげる献げ物が彼の嗣業であった。

      

        

      

      神は、信者も未信者もすべての人を愛しています。エジプト、荒れ野、カナンのいずれも神の所有地です。しかし、エジプトと荒れ野にいつまでもとどまり続けることは神の御心ではありません。

      神を信じた者たちはエジプトから荒れ野に入り、そこからカナンに移り、そこで嗣業（主から与えられ受け継ぐべき財産、土地など）を与えられます。

      しかし、さらにもう一歩進んだ嗣業があることを、レビ人の存在から教えられます。それは、この世に嗣業を持たず、専ら神に仕えるという嗣業です。アイデンティティーとしての「レビ族嗣業」は、物理的な物や賜物といった嗣業以上に大切です。それは、会社員や主婦や学生といった立場や年齢、家族の有無にかかわらず、主に仕えることを自分の本業とする人の姿です。

      レビ族が神から受ける恵みは、「主に燃やしてささげる献げ物」でした。それこそ、祭壇に供えられる「屠られた神の小羊イエス」です。主イエス・キリストを嗣業とすること以上の祝福はありません。

      友よ。ある多くの子供を持つ家庭が、「我が家はレビ族です」と言って子供たちを育てました。子供たちは、レビ族スピリットをアイデンティティーとして育ち、神の子であるだけでなく、主に仕える者たちになっています。あなたもレビ族であることを忘れないでください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １３章 ２４～３２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ルベン族…ヨルダン川の東側地域であった。…ガド族…ヨルダン川の東側である。…マナセの半部族…ヨルダン川の東側にあるモアブの平野…の土地…。

      

        

      

      聖書は、カナン征服の区切りがついて後、荒れ野に戻ったルベン族らについて、ことのほか「ヨルダン川の東側である」ことを強調するかのように記しています。

      「聖霊の賜物」を求める神の子たちも多くいますが、賜物より大事なのは「聖霊の実」です。「聖霊の実」によって「聖霊の賜物」がより良く生かされ、「聖霊の賜物」によって「聖霊の実」を結ぶ、と相乗効果が生まれることは事実です。しかし、優先順位が高いのは｢聖霊の実｣の方です。東側に戻った部族は賜物を求めることを優先しました。聖霊の実は、ヨルダン川を渡った西側、カナンにあります。聖霊の実とは、聖霊に支配されること、キリストの人格に似ることです。

      そこから、聖霊の実とは「主御自身を持つこと」、聖霊の賜物とは「主の恵み（御業）を持つこと」とも言えます。ルベン族らには、「西側で嗣業が何もなくても、東側に戻らないで欲しかった」と言いたくなります。なぜなら、聖霊の実がないと、聖霊の賜物は失われるからです。事実、東側の人々は、誰よりも早くその存在を失いました。

      友よ。命の豊かさは、賜物（能力・働き）にではなく、実（神の子であるアイデンティティ）の中により多くあります。賜物は多いが命が貧しい人がいる一方で、賜物は少ないが命が豊かな人がいます。後者は、聖霊の実によるものです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １３章 ３３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        モーセはレビ族に対しては嗣業の土地を与えなかった。主の約束されたとおり、彼らの嗣業はイスラエルの神、主御自身である。

      

        

      

      
        
        ある無精ひげを生やした貧しい格好の男が、毎日正午に礼拝堂に来て祈るようになった。牧師は怪しげに思いつつ、「君は一体何をしているのか」と尋ねた。男は答えた。「ここにひざまずいてね、祈るんです。神さん、あなたがおいらの罪を取り除いてくださって以来、おいらはずーっと嬉しくて仕方がないんです。おいらの大親友になってくださって、すごく嬉しいんです。イエスさん、ジムです。顔を出しに来ました、とね」

        ある日から、ジムが祈りに来ない日が続いた。彼は、病気で入院していた。牧師が見舞いに行くと、病院では皆がジムの噂をしていた。ジムは見舞客一人来ないのに、いつも笑顔で喜び一杯だったので、周りの人々にも喜びが伝染していた。牧師が、「見舞い客もないのに、いつも喜んでいることを皆が不思議がっていますよ」と言うと、ジムは答えた。「毎日、昼になるとね、あの方が来てくださるんですよ。おいらの大親友のあの方がね。ここに座って、おいらの手を握って仰るんです。『ジム、私があなたの罪を取り除いて以来、私はずーっと嬉しくて仕方がないんですよ。あなたの大親友になってすごく嬉しんです。ジム、イエスです、顔を出しに来ました』ってね」と。（出所不明）

        

      

      友よ。このジムのように、「あなたの嗣業はイスラエルの神、主御自身である」と言われるならば、貧しくとも人生の最高最大の嗣業を得ていることになりませんか。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １４章 ２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        すなわち主がモーセを通して命じられたように、くじで九つ半の部族に嗣業の土地を割り当てた。

      

        

      

      各部族に土地を割り当てる方法は「くじ」でした。こんな大事なことが「くじ」で決められるとは、はなはだ無責任にも見えます。そのように考えるのは、自分の意思が反映されていないと思うからです。

      しかし、人間の存在と人生のほとんどは、しかも最も大事と思えること（時代、民族、国籍、両親、性別、能力など）は、くじで決められています。パウロは、「『兄は弟に仕えるであろう』とリベカに告げられました。それは、自由な選びによる神の計画が人の行いによらず、お召しになった方によって進められるためでした」（ロマ９章11～12節）と言います。

      それでは、自分の親や性別や能力を自分で選ぶことができるならば、人はどうなるでしょうか。まずは、神を必要としなくなります。次には、さらに自己中心を肥大させ、今以上に人同士で殺し合うようになるでしょう。自分の思い通りになることは自分自身を見失わせるからです。人は、自分の能力や意思を超えたところで神に出会い、神に出会って自分を知ります。無力と限界こそ、神への通用門です。

      友よ。「それでは、人間はロボットなのか？」と言っていませんか。否、あなたには、割り当てられた領地における自由が与えられています。くじによって神を知り、置かれた嗣業の地で神に依り頼んで生き、さらに神を深く知るのです。神こそあなたの嗣業です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １４章 ３～４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        モーセは既に他の二つ半の部族にはヨルダン川の東側に嗣業の土地を与えていた。…ヨセフの子孫がマナセとエフライムの二つの部族になっていた。

      

        

      

      イスラエル史において、偉大な功績を遺したヨセフの存在は大きく、彼の子マナセとエフライムは十二部族に加えられました。しかし、マナセ族はヨルダン川の東と西に分かれることになります。

      マナセの半部族は自ら進み出てヨルダン川の東側を得、もう半分の部族はくじで割り当てられた西側に嗣業を得ました。結果、東側の民はいち早く姿を消し、西側の民は十二部族の中で重要な働きを担いました。くじで定められた嗣業は神による一方的なものであり、不自由に見えます。しかし、半分に分かれたマナセ族の歴史が、祝福を受けるのはどちらかであるかを教えます。人には、神への服従と、自分自身の責任である自由の両方が必要です。そして、「神への服従」が「人の自由」をつくり、神に服従しないことは、むしろ人間を不自由にします。

      「…罪の奴隷（自由を主張）であった時は、義に対しては自由の身でした…どんな実りがありましたか…行き着くところは、死にほかならない。…今は罪から解放されて神の奴隷（神への服従）となり、聖なる生活の実を結んでいます」（ロマ６章20～22節）

      友よ。神のくじを重んじましょう。割り当てられ、今置かれている所を受け取ってください。すると、そこから何をするべきかが示されます。それが、あなたを自由にします。「真理はあなたたちを自由にする」（ヨハ８章32節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １４章 ５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        イスラエルの人々は、土地を割り当てるにあたって、主がモーセに命じられたとおりにした。

      

        

      

      イスラエルの長い歴史の中で、核心は常に同じで一貫していました。主なる神は実在する真実なお方なので、民は長く変わらず一貫した歩みを続けた、とも言えます。その歴史は、神が御自分の御心を常に明確に民に教え、服従させ、不服従に対してはバビロンに捕囚にやってでも人と戦われた歴史でした。

      これほどの一貫性と永続性はどこから来たのでしょうか。その答えの一つは、「律法と神殿」に探すことができます。律法は神の御心を、神殿は神の姿と神と人のかかわりを教えました。内なる命が外側をつくりますが、外側を見ることによって内なる命を知ることもできます。律法と預言とは、神への服従であり、人の自由を制約することで神を知らせる恵みでした。

      「主体性とは、自分のしたいことをすることではなく、与えられたものを進んで受け取ること」と定義した人がいます。自由は自分をわがままにしますが、主体性を持つと使命感が湧いてきます。

      「結局人間にできることは、何か呼ぶ声が聞こえた時に、それにすぐに応じることができるように、耳を澄ませながら自分を用意してゆくことであろう」（神谷美恵子著より）とは真実です。

      神に造られた友よ。あなたが自分の自由を捨て、自分に与えられた使命を主体的に受け取るならば、神が用意された、神の持つ自由を自分のものにすることができます。神に供えられる自由をもって生きてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １４章 ６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        …エフネの子カレブがこう言った。「主がカデシュ・バルネアで私とあなたのことについて神の人モーセに告げられた言葉を、あなたはご存じのはずです。」

      

        

      

      ここに本当の自由を持った人物、カレブが登場します。彼は四十五年前に、ヨシュアや他の仲間たちと共に斥候としてモーセに遣わされてカナンの地を偵察した人物です。

      その時の斥候の中で、カレブとヨシュア以外の十人が報告したのは、次のような「自分から見た現実」でした。「その土地の住民は強く、町という町は城壁に囲まれ…アナク人（巨人）の子孫さえ見かけました」（民13章28節）。しかしカレブは、「断然上って行くべきです。そこを占領しましょう。必ず勝てます」（30節）と主張しました。彼は「神から見た現実」を報告したのでした。

      その時、主はカレブに、「しかし、わたしの僕カレブは、別の思いを持ち、わたしに従い通したので、わたしは彼が見て来た土地に連れて行く。彼の子孫はそれを継ぐ」（民14章24節）と約束しました。「自分から見た現実」は自分中心の判断によるものですが、「神から見た現実」は神中心の判断によるものです。

      友よ。第二次世界大戦後、最初の国連事務総長に選ばれたダグ・ハマーショルドは、「我々が使命を探しているのでない、使命が我々を探している」と書き残しました。人が果たす使命は、自分の中から出て来るものではなく、神に従う人に備えられるものです。カレブは、年老いてなお使命に生きようとしていました。天に召されるまで神の使命に生きる者こそ、本当に自由な人です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １４章 ７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主の僕モーセがわたしをカデシュ・バルネアから遣わし、この地方一帯を偵察させたのは、わたしが四十歳のときでした。わたしは思ったとおりに報告しました。

      

        

      

      神の指示に従って、各部族に嗣業の地が割り当てられました。そこに突然、ユダ族のカレブが進み出て、自分からある土地を欲求しました。皆がくじに従っているのに、一人だけこのような申し出をするのは、常軌を逸した高慢でしょうか。

      彼は、ユダ族が得た嗣業の中の土地を欲求したのであり、ヨルダン川東側の土地を求めた人々とは違います。「カレブ」とは、「獅子の子」という意味の名でした。この獅子は、弱い者に吼える獅子ではなく、不義と罪に対して吼え、戦う獅子です。カレブの主張は、高慢どころか謙遜から出た主張でした。「泣くな。見よ。ユダ族から出た獅子、ダビデのひこばえが勝利を得たので、七つの封印を開いて、その巻物を開くことができる」（黙５章５節）。彼の欲求は、神の約束から出ていました。「わたしの僕カレブは、…わたしに従い通したので、わたしは彼が見て来た土地に連れて行く。彼の子孫はそれを継ぐ」（民14章24節）。彼は神の約束を欲求しました。

      友よ。聖書は神の契約の書であり、約束で満ちています。それを切に欲求していますか。神の約束の成就を求めないのは高慢であり、求めるのが謙遜です。神から与えられた家族は、すでにくじで割り当てられた嗣業です。その家族の一人ひとりの救いを神に求めることが、カレブのように嗣業の中の土地を求めることです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １４章 １０～１１節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主がモーセにこの約束をなさって以来四十五年、…今日わたしは八十五歳ですが、今なお健やかです。モーセの使いをしたあのころも今も変わりなく…。

      

        

      

      彼は八十五歳なのに健康で、まだまだ戦えると言います。ここでの健康とは、病気が無い・若々しいなどといったことではなく、霊的健康のことです。

      霊的に健康な人とは、ビジョンのある人です。ビジョンとは、神が自分にしてほしいことを知っているだけでなく、「神の心」を「自分の心」とすることです。それは霊的成長に伴って備えられるものです。

      霊的成長段階は、「神の民→神の子→キリストの花嫁」と進みます。「神の民」は、罪人が主を信じて神の国に入った段階であり、神と人々の両方に心を向けます。「神の子」は、親の財産や守りなどの恵みは喜びますが、苦しみは知りたがりません。「民」の心も、「子」の心も、自己中心から抜け出せません。しかし「花嫁」は、夫なる主イエスの喜び、悲しみ、痛み、重荷などを共有します。

      キリストの花嫁に召された友よ。「互いにこのことを心がけなさい。それはキリスト･イエスにも見られるものです」（フィリ２章５節）との御言葉を、文語訳は、「汝らキリスト・イエスの心を心とせよ」と記します。「主イエスの心を、自分の心とする」ことこそ私たちの最大のビジョンであり、健康なクリスチャンでいるために必要なことです。そうすれば、肉体的病と体力の衰えに直面していても霊的に健康でいられます。その人から出てくる祈りは、主の勇猛な勇士が持つ剣となります。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １４章 １２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「…そこにはアナク人がおり、城壁のある大きな町々がありますが、主がわたしと共にいてくださるなら、約束どおり、彼らを追い払えます。」

      

        

      

      カレブは四十歳の時に、カナンに斥候として入りました。今は八十五歳になっていますが、若者たちに後を任せて隠居しようなどとは考えていません。彼の信仰は、四十年前よりももっと燃やされていました。

      その証拠に、彼が求めたヘブロンは巨人の子孫と言われるアナク人が城壁を築いている場所であり、「大きな町々」とありますから、多くの兵士もいます。さらに、緑多い豊かな地ではなく山岳地帯でした。彼は神の約束を握って、大胆にヘブロンを求めました。彼が大胆に求めることができたのは、「汝らキリスト・イエスの心を心とせよ」（フィリ２章５節・文語訳）というビジョンを持っていたからです。主の御心を知っていたので、「主があの時約束してくださったこの山地」（12節）と言えました。そして、「主がわたしと共にいてくださるなら、…彼らを追い払える」と確信しました。

      友よ。老いや病や貧しさや環境の厳しさを超えた世界、「若者も倦み、疲れ、勇士もつまずき倒れようが、主に望みをおく人は新たな力を得、鷲のように翼を張って上る。走っても弱ることなく、歩いても疲れない」（イザ40章30～31節）、そのようなカレブの世界にあなたも入ることができます。そしてこの恵みは、若者よりも年を重ねてこそ、より強く持てるものです。大切なのは体力ではなく霊の力です。霊の力とはキリストと直結する力のことです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １４章 １３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアはエフネの子カレブを祝福し、ヘブロンを嗣業の土地として彼に与えた。

      

        

      

      カレブが求めたヘブロンは、エルサレムから三十㎞南にある岩山の地で、強力な敵もいました。

      ヘブロンは、かつてアブラハムが滞在した地です。アブラハムはカナンの地で飢饉に見舞われた時、エジプトに下りました。そこから主の憐れみにより多くの財産を与えられてカナンに戻って来ましたが、その財産の多さゆえにロトと共に生活できなくなりました。アブラハムはロトに、住みたい場所を先に選ばせました。そこでロトは、ヨルダン川沿いの緑の多い低地を選びました。

      その時主は、「さあ、目を上げて、あなたがいる場所から東西南北を見渡しなさい。見える限りの土地をすべて与える」（創13章14節）と言われました。まもなくアブラハムは天幕をヘブロンに移し、主のために祭壇を築いて住むことになります（18節参照）。

      またヘブロンは、「いと高き方の祭司であったサレムの王メルキゼデク」からパンとぶどう酒を受け取った所でもありました（メルキゼデク＝主イエス・キリスト）（ヘブル７章１～３節参照）。さらにこの地は、後に彼自身と、イサクとリベカ、ヤコブとレアが葬られた場所でもありました。ヘブロンは、信仰の父アブラハムとその家族にとって重要な土地でした。

      友よ。信仰の父アブラハム以来、神が語り、交わる恵みの場所はヘブロンでした。そして、今日の私たちにとってのヘブロンの一つが「聖書」です。そこは、主に出会い、御声を聞き、祈るところです。ヘブロンをあなたの嗣業の地とし、そこで主と交わってください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １４章 １４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヘブロンはケナズ人エフネの子カレブの嗣業の土地となって、今日に至っている。彼がイスラエルの神、主に従いとおしたからである。

      

        

      

      カレブが求めて得たヘブロンが「今日に至っている」と記す一言に重さを感じます。

      「ヘブロン」の原意は「交わり・親交」だと聞きます。ヘブロンは、神と「継がり交わる」場所です。聖書で最も大事な言葉の一つは「命」です。その定義は、心臓が動いていることでも、脳が生きていることでもありません。

      「命」とは、「継がりと交わり」のことです。人と人が継がり交わって「人の命」がありますが、その命は罪人の命であり、自己中心の命です。人の本当の命は、「わたしたちの主キリスト・イエスによる永遠の命」（ロマ６章23節）でなければなりません。

      神と交わるヘブロンがある場所は、ロトが得た低地でも、マナセ族らが得たヨルダン川の東側でも、敵のいない所でもありません。そこは山岳地で、アナク人が住んでいる所です。詩編二十三篇には、「敵の前で食卓を整える」とあります。敵がいるからこそ、主の権威と力を知ります。しかし、敵に囲まれた中にある食卓に供えられた食物は、「屠られた小羊イエス」（黙５章12節）です。

      友よ。あなたは神の命を持っている確信がありますか。自分の思いに反する山岳地（険しい環境）でこそ、また、アナク人などの敵の真ん中でこそ、「命」を確信するものです。そこに供えられた小羊を食べる(信じる)所、それがヘブロン（交わり）です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １４章 １４～１５節 ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼がイスラエルの神、主に従いとおしたからである。…ヘブロンはかつてキルヤト・アルバと呼ばれ…偉大な人物アルバの名による。戦いはこうして収まった。

      

        

      

      ヘブロンはかつて、アナク人の中で最も偉大な人物アルバなる者の支配下にあったようです。神と交わるためにヘブロンを求める過程では、住む場所・仕事・学校・教会選びなど、この世の制度や経済問題も含めた選択と戦いが起こり、大きなエネルギーの消費と犠牲が伴うものです。

      しかし、本当のヘブロンは私たちの中にあり、偉大な人物アルバなる者によってすでに支配されています。その人物の正体は「肉」です。「肉の望むところは、霊に反し、霊の望むところは、肉に反するからです」（ガラ５章17節）。

      カレブが敵を征服できたのは、「彼がイスラエルの神、主に従いとおした」（８節・14節）からでした。「たゆまず善を行いましょう。飽きずに励んでいれば、時が来て、実を刈り取ることになります」（９節）。それは一時の決意ではなく、日々の戦いです。

      ヘブロンを嗣業にしたいと願う友よ。人生は終わりのない戦いですが、唯一、戦いを終える場所があります。それは、ゴルゴタの丘にある主イエスの十字架です。

      「主の十字架」に私たちがつくとき、冒頭の聖句、「こうしてこの地に戦いは止んだ（口語訳）」が成就します。ただし、主の十字架につくためには、「自分の十字架」を負わねばなりません。それこそ、「主に従いとおした」カレブの信仰でした。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １５章 １４～１５節 ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        カレブは、アナク人の子孫シェシャイ、アヒマン、タルマイの三氏族をそこから追い出し、更にデビルに上り、住民を攻めた。

      

        

      

      神に従いとおした人カレブの姿がさらに詳しく記されます。ヘブロンを神から受け取っても、それで完了ではありません。そこから戦いが始まります。

      くじにより嗣業（自分の存在と境遇や環境）を受け取ることは最も基本的な信仰であり、それを「第一の信仰（受け取る信仰）」と言うことができます。しかし嗣業は、受け取ったら自動的にその人のものになるわけではありません。それを得るには、その人自身が信仰によって戦わねばなりません。それを「第二の信仰（出て行く信仰）」と言うことができます。

      「第一の信仰」は「神から受け取る（神の子の命を持つ）」ことであり、「第二の信仰」は「神と共に生きる（神の命によって生きる）」ことです。しかし多くの神の子たちは、神の命を受け取っているのに、神の命でなく自分の命で生きています。それは、神の霊によってではなく自分の肉によって生きることです。カレブはヘブロンを嗣業として得てから、アナク人の子孫を追い払い、さらにデビルという地へ攻め上ろうとしています。

      神の嗣業を受けた友よ。あなたはそれを手に入れましたか。「神から生まれた人（神の子のあなた）は皆、世に打ち勝つ（打ち勝てる）からです。世に打ち勝つ勝利、それはわたしたちの信仰（神の命によって生きること）です」（Ⅰヨハ５章４節）《注（　）内は筆者》。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １５章 １６～１７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        カレブは、「キルヤト・セフェルを撃って占領した者に娘アクサを妻として与えよう」と約束した。…オトニエルがそこを占領したので…妻として彼に与えた。

      

        

      

      カレブは、デビル（キルヤト・セフィル）に立ち向かう時、「デビルを占領した者に、自分の娘アクサを妻として与える」と約束します。果たして、この約束は行いによる報酬でしょうか。

      それに応えてデビルを占領したのは、カレブの兄弟ケナズの息子オトニエルでした。このことから、カレブの信仰は彼だけにとどまらず彼の一族にまで及んでいたことがわかります。カレブの甥のオトニエルも、ヘブロンを嗣業として受け取っただけでなく、さらに進んで「肉に死んで霊に生きる」信仰を持った人でした。カレブは、娘を与える基準を信仰におく、父としても立派な人物でした。

      カレブの信仰は、四十歳の時に斥候として遣わされて以来四十五年間変わることなく、むしろ「今なお健やかで…戦争でも、日常の務めでもする力があります」（14章11節）と言えるほどでした。その四十年以上も変わらず信仰を持ち続けるカレブの姿に、彼の一族は教えられ励まされてきたのでしょう。その中で、甥のオトニエルの信仰も立派に育てられてきたと想像できます。

      友よ。カレブは私たちの模範です。ヨルダン川を渡り、エリコ、アイ、そして周りの民族を制圧していた時には彼の名は出てきませんでした。しかし、ここに至って彼の信仰が真実であったことが分かります。なぜなら、彼の家族の姿に彼の信仰の質が見えるからです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １５章 １８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼女は来て、父から畑をもらうようにオトニエルに勧めた。

      

        

      

      カレブの娘アクサは、デビルを占領したオトニエルと結婚しました。その時、アクサは夫となったオトニエルに、父から畑をもらうように勧めます。さらに、自分からも「ため池（口語訳では『泉』）」を求めました。彼女は欲深い娘だったのでしょうか。

      否、命を賭けてデビルを占領した者には報酬があって当然ですが、それ以上に、カレブが、娘夫婦に分け与えるのに十分な畑とため池を持っていたことに目を注ぐべきです。神との「交わり」こそが、「ヘブロン」が意味するものでした。ヘブロンに住む者には豊かな実りが備えられています。特にそのような人は、豊かに実を結ぶ「畑」と枯れることのない「泉（ため池）」を所有します。

      畑とは、聖霊の実を結ぶ畑です。「霊の結ぶ実は愛であり、喜び、平和、寛容、親切、善意、誠実、柔和、節制です。」（ガラ５章22～23節）。

      泉とは、「わたしが与える水を飲む者は決して渇かない。わたしが与える水はその人の内で泉となり、永遠の命に至る水がわき出る」（ヨハ４章14節）という泉です。

      友よ。あなたは、求めてくる者に何を与えられますか。何よりも、聖霊の実であるキリストの人格で接したいものです。さらに、「渇いている人はだれでも、わたしのところに来て飲みなさい。…その人の内から生きた水が川となって流れ出るようになる」（同７章38節）と言われる、生ける水なる主イエスをその人に紹介したいものです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １５章 １９節 ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼女は言った。「お祝いをください。わたしにネゲブの地をくださるなら、溜池（泉）も添えてください。」彼は上と下の溜池（泉）を娘に与えた。

      

        

      

      カレブの娘アクサは、ネゲブの土地を受け取る約束を得ると、ため池（泉）も求めました。カレブは畑と共に泉も与えました。良い畑は良い水から作られるものです。

      ヘブロン（神との交わり）に住むカレブは豊かでした。バプテスマのヨハネが洗礼を授けていた所について、「ヨハネは…アイノンで洗礼を授けていた。そこは水が豊かであったからである。人々は来て、洗礼を受けていた」（ヨハ３章23節）と記されています。ヨハネが多くの人に洗礼を授けることができたのは、彼が豊かな水（神の命の水）を持っていたから、と言うこともできます。

      「エデンから一つの川が流れ出ていた。園を潤し、そこで分かれて、四つの川になり…。第一の川はビション（豊か）、第二の川はギホン（恵み）、第三の川はチグリス（力）、第四の川はユーフラテス（結実）…」（創２章10～14節）とあるように、人類が罪を犯す前は「豊か・恵み・力・結実」が人を満たしていました。

      友よ。エデンの豊かさは、三位一体の神との豊かな「継がりと交わり」によってつくられたものでした。しかし、そこから離れた人類は、神から離れ、自然界だけで生きる者となりました。そこは、自己中心に生きるほかない世界です。「無い袖は振れない」ということわざもあるように、人は主の恵みを持たねば他人に与えることはできません。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １５章 １９節 ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        「わたしにネゲブの地をくださるなら、溜池（泉）も添えてください。」彼は上と下の溜池を娘に与えた。①

      

        

      

      カレブ（与える側）と娘（求める側）の会話から、神の世界の恵みの原則を見ます。

      結婚する時には、住まいや家具や寝具など、これからの生活に必要なものを揃えねばなりません。しかし、物質的な家具や家などよりも重要なのは、結婚する者同士が愛し合う心を育てることです。そしてそれよりさらに大切なのは、それぞれの神との関係です。

      カレブの娘アクサは父から畑を得ただけで満足せずに泉（ため池）も要求しました。畑は人の食物を作る大切な手段ですが、畑だけあっても、作物の命となる水がなければ実を結べません。同じく、人の歩みにおいても、畑(この世)は神の命を守り育てる手段ですが、それを命としてはなりません。畑と水の両方が必要ですが、それぞれの役割は違います。

      実を結ぶには、最初に種が必要です。次に畑が必要です。そして水が必要です。それと同じように、最初に命の種なる御言葉が必要です。次に、その御言葉を受け入れる畑なる、耕された心が必要です。そして、そこに聖霊の水が注がれねばなりません。

      友よ。あなたは畑（物資・出来事・その場の解決・家族問題の解決など）を得るだけで満足していませんか。神の命である聖霊の働きは、あなたの心のみならず、畑である家族や仕事や生活のすべてに必要です。聖霊の実は聖別されたところに結ばれます。また、聖別こそ聖霊の実です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １５章 １９節 ③

          

        

      

    

    
      
        
        
        「わたしにネゲブの地をくださるなら、溜池（泉）も添えてください。」彼は上と下の溜池を娘に与えた。②

      

        

      

      カレブの娘夫婦はネゲブの砂漠へ赴くことになっていました。砂漠は、無味乾燥な厳しい所であり、人生を意味してもいます。しかし、私たちの環境がいかに厳しくても、そこにも泉があります。

      生命にとって必要不可欠なものは「光」と「水」です。光は上から臨み、水は下に隠されています。主は、「わたしは世の光である。わたしに従う者は暗闇の中を歩かず、命の光を持つ」（ヨハ８章12節）と言われ、また、「わたしの与える水を飲む者は決して渇かない。…その人の内で泉となり、永遠の命に至る水がわき出る」（４章14節）とも言われました。

      Ｆ・Ｂ・マイヤー師は次のように書いています。

      「その泉が上と下であったということは意味深長である。主の日に丘を登って教会堂の礼拝に汲む静かな泉と、やがて下って仕事の喧騒の中に発見する泉と。賞賛の上の泉と謙遜の下の泉と、健康で汲む泉と病苦の中で聞く泉と。賛美の泉と悔恨の泉と。この上の泉と下の泉と」

      友よ。カレブが娘夫婦に与えたのは上と下の泉でした。それは、明るく元気な時に受け取る恵みと、暗く沈んだ悲しみの中で受け取る恵みを意味します。しかし、上の泉だけであるならば自分を忘れてしまいます。下の泉だけならば主を忘れてしまいます。父なる神は、カレブ以上に慈しみに満ちたお方です。だからこそ、上と下の両方の泉を持たせてキリストの花嫁としてくださるのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １５章 １９節 ④

          

        

      

    

    
      
        
        
        「わたしにネゲブの地をくださるなら、溜池も添えてください。」彼は上と下の溜池（泉）を娘に与えた。③

      

        

      

      親は子に、神のものである祝福を与えたいものです。カレブが与えた上の泉は光と復活のキリストであり、下の泉は十字架のキリストである、とも言えます。

      目があっても光がなければ見ることはできません。人が、自分が何者か分からず苦しむのは、そこに真理の光が無いからです。光によって人は理解することができます。「私は新しい掟として書いています。…闇が去って、既にまことの光が輝いている」（Ⅰヨハ２章８節）。聖書こそ真理の光であり掟（基準）です。また、光の中を歩むとは、復活の命で生きることです。

      下の泉は、地の深い所にある十字架のようです。一粒の種は、土に埋められ、泉からの水により発芽します。人も、自分を保つことを止め、罪を悔い改めて神の前にへりくだるとき、十字架の血潮が染みわたり、罪が赦されます。パウロはそのことを、「愚かな人だ。あなたが蒔くものは、死ななければ命を得ないではありませんか」（Ⅰコリ15章36節）と言いました。

      上の泉の光(基準)に照らされて、自分が破れます。その破れから、主の十字架の血潮が働きだします。上の泉（光・基準）は下の泉（十字架）に導き、下の泉は上の泉（復活）へ押し上げます。

      神に上と下の泉を与えられている友よ。あなたは両方の泉から命を受け取っていますか。また、人々に二つの泉を紹介できていますか。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １６章 １節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨセフの子孫がくじで割り当てられた領土は、エリコに近いヨルダン川、エリコの水の東から荒れ野を経て、山地を越えてベテルに至る。

      

        

      

      十五章はユダ族に、十六章と十七章はヨセフの子孫（エフライム族とマナセ族）に、それぞれ割り当てられた嗣業の地について記されています。

      創世記を読むと、すべてのものが出来上がってから人が創造されたことが分かります。そのことは、私たちが存在する前に神が場所を用意してくださっていることを教えています。しかし、人の側から考えると、貧富の差、健康と障害、能力の差など、神が用意したとは考え難いことが多くあります。

      しかし、歴史が下り、神が独り子イエスを遣わして十字架につけたのは、すべての人に神の子の場所を備えるためでした。するとこの世での差は小さく見え、すべての場所が尊く、最善であると分かります。さらに、五タラントンの者には五タラントン、三の者には三、一の者には一が求められています。各自が与えられた分を果たせば、同じ幸福の量を得ることができます。ここから、神はユダ族にも他部族にも公平に嗣業を割り当てていると分かります。

      友よ。「タラントン＝賜物」は人により違いますが、「ムナ＝信仰」は皆が公平に一ムナずつです。そして、人の幸福を作るのは、賜物（タラントン）ではなく信仰（ムナ）です。賜物は神から受けて他者に渡し、ムナは自分を神に直結させます。ムナはタラントンを超えさせます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １６章 ４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨセフの子ら、マナセとエフライムは嗣業の土地を受け継いだ。

      

        

      

      族長ヤコブに生まれた男の子は十一人でしたが、イスラエルは十二部族とされました。それは、ヨセフの神への従順による報酬として、彼の二人の子たちが独立した部族とされたからでした。

      召天前のヤコブは、預言者として神の言葉を子供たちに伝えました。その中で、「ヨセフは実を結ぶ若木。泉のほとりの実を結ぶ若木。その枝は石垣を超えて伸びる」（創49章22節）と預言しました。その成就として、ヨセフから二つの部族が起こされました。

      ヨセフは、兄たちによってエジプトに売られても、自暴自棄にならずに神を見上げ、牢獄の中でもひたすら耐えて神に望みを置き、エジプトの宰相になっても神の前にへりくだっておごらず、兄たちと再会しても仕返しもせず、神の愛をもって仕えました。彼は「泉のほとり」である神から決して離れず、豊かな実を結びました。

      神は「人をかたより見ることをなさらない」（エフェ６章９節）のですから、「与えられる人」「与えられない人」の差別はありません。すべての人が、その人にいちばん良いものを与えられています。ただ、その人がそれをどれだけ受け取ったかです。

      友よ。責任を神に押し付けてはなりません。若い時のヨセフは、神を呪いたいほどの厳しい現実に置かれましたが、「泉のほとり」から離れませんでした。命なる神にとどまってください。神が実を結ばせてくださいます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １６章 ５～６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        エフライムの子孫が氏族ごとに得た領域は次のとおりである。その嗣業の土地の境は、東のアトロト・アダルから上ベト・ホロンを経て、西へ向かう。

      

        

      

      エフライム族とマナセ族は十二部族の中でユダ族に次ぐ中心的地位に立つようになります。その祝福は、彼らの神への応答と深くかかわっています。

      人の生き方には「能動的」と「受動的」があります。人間社会では、能動的な人が受動的な人よりも評価されがちですが、信仰の世界は違います。「求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、見つかる」との御言葉が示すものは「積極的受動」です。それは、自分の願うものを求め探すのではなく、神が与えたいと願うものを知り、それを求めることです。人には神という主人がおり、人は神に服従して生きるものだからです。

      人は、能動的なだけでは自分が主人になり、受動的なだけでは奴隷になります。自分の全存在を神に向けて従い（積極的）、神から受け取ります（受動的）。エフライムは、「…上ベト・ホロンを経て、西に向かう」とあるように、「得た領地」を広げるためにさらに先に進んだことが分かります。

      友よ。自分自身と家族や境遇という嗣業を神から全面的に受け取る「第一の信仰」に固く立ってください。次に、その嗣業の中に用意された家族や友人・知人の救い、使命、働きなどの、神があなたにゆだねた恵みを獲得する「第二の信仰」を積極的に働かせてください。神があなたに用意されたものを積極的に求めてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １７章 ３～４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼には息子がなく、娘だけであった。…彼女たちは…「主は私たちにも親族の間に嗣業の土地を与えるように、既にモーセに命じておられます」と申し立てた。

      

        

      

      マナセ族のツェロハドには息子がなく、娘たちは嗣業の地を受け取ることができません。そこで娘たちは指導者たちの前に出て、自分の家族にも嗣業を与えてほしいと申し出ました。

      世界のキリスト教会を見ると、女性の聖職者や牧師やメッセンジャーを認めない所、女性が聖餐式や洗礼式などの聖礼典を行うことを認めない所も多くあります。その判断は、各自の信仰に任せる以外ありません。

      ただし、この箇所の「嗣業を受け取る」ことにおいては、男女の区別はありません。男性は仕事や物に命を見い出しがちですが、女性は子をお腹で産み、胸で育てるように、より多く深く「命」にかかわる賜物を与えられています。「三つ子の魂百まで」とは人の成育における事実であり、三才までの母親の存在はその子のその後の人生を左右します。何よりも、神に子供の魂の救いを求めることは、ツェロハドの娘たちのように、神に嗣業を要求することです。

      友よ。救世軍のウイリアム・ブース大将の母は、「あなたが大きくなるのを、全世界が待っている」と赤ちゃんのブースに語りかけて育てたと聞きます。神の言葉を語り、祈り、十字架の血潮を受け取り、復活の命を求めることは、だれでもどこでも立場を超えて、人目をはばからずに自分の命を賭けてでもするべき大事です。これこそ、神の国（嗣業）と神の義を求めることです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １７章 １５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは答えた。「あなたの民の数が多くて、エフライムの山地が手狭なら、森林地帯に入って行き、ペリジ人やレファイム人の地域を開拓するがよい。」

      

        

      

      ヨセフの子孫のマナセ族とエフライム族は、割り当てられた土地が狭いと不満を述べました。ヨシュアは、「狭ければ森林を開拓せよ」と答えます。彼らの不満の真意とは？

      「イズレエル平野の住民も皆、鉄の戦車を持っています」（16節）と言っているように、彼らは、土地を得るためには強い敵と戦わねばならないことが不満でした。それに対し神は、敵は打ち破ればよい（18節）と答えます。彼らはもっと安楽な嗣業を願っていました。

      時代・民族・両親・性別・能力などは、まさに「くじ」であり、神からの「嗣業」です。多くの神の子たちは、ヨセフの子孫のように、それを神から受け取ってはいても、不満も持っています。すると、神を信じつつも、「狭い」「敵がいる」と、問題に囚われます。そうすると、喜びも力もない、弱い神の子に成り下がります。パウロは過酷な環境の中で、「私は、自分の置かれた境遇に満足することを習い覚えたのです」と言い、そうできたのは、「私を強くしてくださる方のお蔭で、私にはすべてが可能です」（フィリ４章11～13節）とも言いました。

      友よ。神の嗣業は、納得できないことであっても受け入れてください。受け入れるならば、「森林を開拓し、敵を打ち破る」力が添えられます。神はすでにそれらに勝利しているからこそ、あなたにその嗣業を与えたのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １７章 １８節 ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        「山地は森林だが、開拓してことごとく自分のものにするがよい。カナン人は鉄の戦車を持っていて、強いかもしれないが、きっと追い出すことができよう。」①

      

        

      

      ヨシュアは、怖気づいたヨセフの子孫らに、「山地の森林を開拓せよ、敵がどんなに強くても追い出すことができる」と励まします。彼の言葉は空論ではなく、体験から来たものでした。

      「……三十七年ほど前、妻が赤子を胎に宿している若夫婦に、神は開拓伝道を命じました。彼らは、それまでメッセージを語ったことも、神学校で学んだ経験もありません。他からのサポートもなく信者もいません。トタン壁の古い家を借り、生活の糧を得る仕事をしつつ、必死の伝道。十年が過ぎた頃、教会は成長し、伝道所まで与えられ、さらに成長していきました……」。

      以前の日本には、右のような人々が興されていましたが、最近はそのような証しを聞きません。もちろん、神学校を出て、按手礼を受け、生活サポートを得て伝道するのも素晴らしいことですが、それ以上に必要なことは、「山地を開拓して自分のものとしなさい。鉄の戦車を持つ者をも追い出すことができる」との御言葉に命を賭ける、主のしもべとなることです。

      友よ。ペトロが主イエスに、「この人（ヨハネ）はどうなるのでしょうか」と聞いたとき、「あなたになんの関係があるか。あなたは、わたしに従いなさい」（ヨハ21章20～22節）と主イエスは答えました。そうです、あの教会は、あの牧師は、あの長老は……ではなく、「あなたは開拓し、敵を追い出すことができる」との言葉に自分を賭けてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １７章 １８節 ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        「山地は森林だが、開拓してことごとく自分のものにするがよい。カナン人は鉄の戦車を持っていて、強いかもしれないが、きっと追い出すことができよう。」②

      

        

      

      ヨシュアの言葉を厳しい命令と捉えるか、それとも愛の励ましと捉えるかはその人次第ですが、ここに試練の本質のさらなる一端を見ることができます。

      まず、試練と困難に対する正しい考えを持つ必要があります。試練と困難にはそれを乗り越えた時の喜びや充実感が伴い、神の生きて働かれる現実を見ることにより信仰が強められます。それとともに、神は、さらなる恵みをゆだねるために試練と困難を与えられることを知るべきです。

      神の御心は、「この敵（試練・困難）を打ち破ったら（乗り越えたら）、次の恵みを与えよう。なぜなら、この敵を打ち破ったなら、もっと大きな業と使命をゆだねるに十分な者であると分かるから」というものです。したがって、各自に与えられた、逃れられない人間関係や出来事は、今現在のことを超えて将来にかかわるものです。「試練を耐え忍ぶ人は幸いです。その人は適格者と認められ、神を愛する人々に約束された命の冠をいただくからです」（ヤコ１章12節）

      友よ。試練や困難から目を背け、他者の環境や存在をうらやんで不平ばかり言っている者は、むしろその試練から逃れられず、いつまでもそこにとどまることになります。「開拓し、戦う」ことが、一時も早くそこから逃れる道であり、将来を切り開く方法です。主がそばにいるのですから、恐れず進んでください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １８章 １～２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        …この地方は彼らに征服されていたが、イスラエルの人々の中には、まだ嗣業の土地の割り当てを受けていない部族が七つ残っていた。

      

        

      

      カナンに入った神の民は、すでに部族ごとにくじを引いて嗣業の地を得ていたと思いがちですが、実はまだ七つの部族がくじを引いていませんでした。それどころか、彼らはくじ引きを拒んでいたことが分かります。そうすると、十二部族の中に三つのグループがあったことが分かります。

      ①ルベン・ガド・半マナセ……神より先走って自分の土地を要求してヨルダン川の東側を得たが、やがて滅んで行った。

      ②ベニヤミン・シメオン・ゼブルン・イサカル・アシェル・ナフタリ・ダン……くじを引こうとしなかった。歴史的に見ると、その後これらの部族はユダとマナセの間に埋没してしまった。

      ③ユダ・ヨセフ（マナセ・エフライム）……神の指示に従ってくじを引いて嗣業の地を得た。それ以後、イスラエルの中で中心的役割を果たした。

      三つのグループの姿は、①は出エジプトを拒み滅びた民、②はヨルダン川を渡れず、荒れ野にとどまり続けて迷いから出られない民、③はヨルダン川を渡りカナンに定住できた民、とも言えます。

      友よ。あなたはどのグループにいますか。グループ②に多くの部族が属しているように、多くの神の子たちもそこにいます。神の恵みをどれだけ得られるかは、ヨルダン川を渡るか否かで大きく変わります。くじを引き、嗣業を得てください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １８章 ３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアはイスラエルの人々に言った。「あなたたちは、いつまでためらっているのだ。あなたたちの先祖の神、主が既に与えられた土地を取りに行くだけなのだ。

      

        

      

      ヨシュアは、くじを引こうとしない部族を責めています。彼は、「神があなた方に備えた恵みをどうして受け取ろうとしないのだ」と言っているかのようです。

      士師の時代、イスラエルはミディアン人の手に渡されていました。神は民を救うためにギデオンを選びます。集った兵士三万二千人の中で恐れている者たちを帰すと残りは一万人でしたが、なお彼らをテストします。水辺に連れて行き、「犬のように舌で水をなめる者」と、「膝をついてかがんで手で水をすくって飲む者」と、水の飲み方で選別しました。膝をついて手ですくって水を飲んだ者は三百人でした（士師７章参照）。

      ここから、くじを引いた部族を手で水をすくって口で飲んだ三百人の兵士に、くじを引かなかった七部族を舌で水をなめた兵士にたとえることもできます。違いは、口と舌にありました。それは、神の恵みを、口で飲むのと舌で味見する違いであり、恵みを大胆に受け取った者と、手で触れただけの者の違いとも言えます。

      神の恵みを受け取るのをためらっている友はいませんか。ためらう者は、主の与える聖霊を知っているだけの者と同じです。また、自分の舌で好き嫌いを決める、自分が主人の信仰者に似ています。神の前に膝をかがめ（謙遜）、手ですくって（畏れ）、惜しみなく飲んで(受け取って)ください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １８章 ４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        各部族から三人ずつ出しなさい。わたしは彼らを派遣し、この地方を巡回させ、嗣業の土地の記録を作り、戻って来てもらおう。

      

        

      

      ヨシュアは、くじを引かない部族に業を煮やし、嗣業の土地を偵察するために各部族から三人ずつ送り出しました。

      それらの部族は、「嗣業の地を望んでいないわけではなく、今のままでよいとも思っていないが、なおためらう」という中途半端な状態にあります。そのことについて、ダグ・ハマーシャルド氏は次のように言いました。「お前が決して耳を傾けたがらないなら、聞こえるという能力をお前はどうして保持してゆくことができようか。神が暇をかけてお前にかかずらうべきだ、と言うことが、お前には当然のように思われるらしいが、そのくせ、お前の方では神にかかずらう暇がないとは」（『道しるべ』より）。

      それは、「神がもっと自分にかかわってくれれば、自分はこの賜物もあの使命も御心と受けとめるだろう。しかし、あえて自分から犠牲と恥を覚悟してまで求める必要もない」という信仰者です。

      友よ。あなたは神に選ばれて、神の戦場の手前まで来たのです。しかし、水を飲まず、舌でなめて神に帰された九千七百人の兵士の一人になっていませんか。「神がするならばすればよい、しかし私は自分からはしない」という消極的無責任の虫に取りつかれていませんか。神に間違いはありません。あなたを選んだ神は後の日まで完成してくださいます。一歩踏み出してください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １８章 ６節  ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        土地を七つに分割したら、その記録をわたしのところに持って来なさい。わたしたちの神、主の前で、わたしはあなたたちのためにくじを引く。①

      

        

      

      ヨシュアは、ためらう部族にもなんとかして嗣業の地を割り当てたいと願っています。

      神が喜ぶ人は、単純に「行きなさい」と言われたら行き、「来なさい」と言われたら来る人です。神が人に対してためらって場所を用意しなかったり、遅れたりすることはありません。人が神に対してためらっているだけです。

      人がためらう理由の一つに、「孤独への恐れ」があります。ヨルダン川を渡った時も、エリコを攻略した時も、ほかの民族を打ち負かした時も、イスラエルは皆が一緒でした。しかしここにきて、部族ごとに分かれてそれぞれの場所で戦わねばならない、となった時、彼らはためらい始めました。

      このためらいや孤独への恐れは、ヨルダン川を自覚的に渡っていない人に出てきます。それは、本人の信仰によってではなく、教会の流れの中に自分も入れていただいた結果、ヨルダン川を渡れた人です。聖霊の満たしも、表面上は皆と同じことをしているので渡った（満たされた）気になっているだけ、ということもあり得ます。そのため、「いざ、自分自身の信仰で」となると、恐れてしまい、進んで行けません。

      恐れている友よ。自分の恐れを知ることが出発点です。信仰の世界に「遅い」ということはありません。なぜなら、自分で神に到達するのでなく、神が来て、救い、成長させてくださるからです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １８章 ６節 ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        土地を七つに分割したら、その記録をわたしのところに持って来なさい。わたしたちの神、主の前で、わたしはあなたたちのためにくじを引く。②

      

        

      

      くじ引きをためらう理由の一つに、「孤独への恐れ」がありました。皆で同じようにしていると安心でき、自分だけ違う方に向かうと不安になる、とは日本人の特性でもあります。しかし、「孤独こそ恵みの門」であることが、聖書の随所に記されています。

      とある自死した老人が残したメモに、「今日も誰も声をかけてくれなかった」と書いてあったそうです。孤独は人の死を意味します。ただし、誰からも声をかけられなかったことではなく、「神の声を聞けず、神に祈れなかった」ことが人の死の原因です。むしろ、神との継がりと交わりは、「人との継がりと交わり」が断たれ、人から神に方向を変えさせてくれる「孤独」によって作られます。

      ヤコブは兄と父に対して賢く立ち回りましたが、そのためにかえって家から離されることになりました。彼は叔父ラバンのもとへ逃げる途中、日が暮れた（行き詰まった）ので石を枕にして眠りました（孤独）。その時に、天からのはしごを降りて来た神と出会い、その場所を「べテル（神の家）」と呼びました。（創28章）。

      友よ。孤独になる時が、自分の十字架を負う時です。そこから、神とあなたのさらに強い継がりと交わりが始まります。聖書の登場人物の「記録（人生）」を知っているあなたは、この「孤独の恵み」をもっと積極的に用い、さらに主に近づいてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １８章 ９節

          

        

      

    

    
      
        
        
        その人たちは出発し、その地方を巡回し、町々を七つの割り当て地に分けて、記録に書き留め、シロの宿営にいるヨシュアのもとに帰った。

      

        

      

      ヨシュアは、くじを引かない七部族から三人ずつ計二十一人を選び、これから彼らが受け継ぐであろう土地の調査に向かわせます。そして彼らに地図を作らせ、そこの産物（恵み）を記録させて持ち帰らせました。ヨシュアの行動から察せられるのは、七つの部族がおじけづいた理由の一つに「知識不足」があったことです。

      信仰とは、現実も将来も超え、「神が言われた」ことに服従し、行き先も知らず出て行くことですが（ヘブ11章８節参照）、いつしかそれが、「人のビジョンを神に実現させる」ことにとって代わります。

      教会の中で委員会を作り、無理なくできるか、担当する人材が十分か、失敗しないかなどを調査した結果や、教会員の互いの合意の方が、いつしか神の命じたことよりも重くなり、聖霊を悲しませてしまいます（エフェ４章30節）。しかし、信仰の知識とは、「人に何ができるか」ではなく「神に何ができるか」です。それは、神のビジョンを自分のビジョンとすることです。

      友よ。あなたが書き留めねばならないことは、自分の目で見、耳で聞き、経験したことを超えた現実、すなわち神の国（支配）の現実です。それは、アブラハムやヨシュアが経験したことを自分の霊の世界の知識にすることであり、それが聖書を読むことです。今日のこの時も、あなたの心に霊の知識を書き留めてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １８章 １０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは、主の前で彼らのためにくじを引き、イスラエルの人々に決められた割り当てに従って土地を分配した。

      

        

      

      くじを引かない七つの部族のために、ヨシュアが代わりにくじを引いたことが、ここを含め三回（６・８・10節）記されています。「ヨシュアが彼らのために」とは、どういうことでしょうか。

      くじを引こうとしない彼らには、積極性のなさ、ビジョンのなさが見て取れます。そのような人は、割り当てられた嗣業を、「積極的信仰」によって受け取るのではなく、「仕方がない」という「消極的信仰」によって受け取ることになります。積極的信仰に立つ人は神に顔を向けていますが、消極的信仰にとどまる人は神から顔を背けています。背けると、必ず神以外のものが目に入り、心も分かれます。

      ユダとエフライムと半マナセは全面的に嗣業を受け取ったので、全力で戦い始めました。しかし他の七部族は、本意ではないが受け取る以外ないのでしぶしぶ……という態度だったので、戦う力は出てきませんでした。積極的に神の前に歩んでも、消極的に歩んでも、同じく失敗することはあり得ます。しかし、前者は必ず何かを得て、より神を受け取ることができます。一方、後者は何も得ることがなく、むしろ世に深入りするようになります。

      友よ。「心の清い者は幸いである」とある中の「心の清さ」は、積極的に失敗する者にあります。主に自分を賭けて失敗してください。主が必ず支えて下さいます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １８章 １１節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ベニヤミンの人々の部族が氏族ごとにくじを引いた。彼らがくじで割り当てられた領域は、ユダとヨセフの人々の間にあった。

      

        

      

      ヨシュアが引いたベニヤミンのためのくじは、ユダとヨセフの間、エルサレムからエリコ方面に伸びる地域でした。その範囲の中で氏族ごとにくじ引きが行われ、土地はさらに細分化されて各自に行き渡りました。聖書の中で、「くじを引く」ことが何度も繰り返されることに疑問を持つ人々もいます。くじで決めることについて、今一度その核心を見る必要があります。

      現実的に、人の存在の根幹（時代・国籍・民族・両親・家族・性別・能力など）は自分で決めてはいません。それらは両親や先祖を超えて、「神が選んだ」としか言いようがありません。「それでは、くじを引かせるまでもなく、神の思いのままにすれば良いのに」となりますが、それをすると、人はただのロボットになります。逆に、「人の意思のままにさせれば良いのに」となると、人は神のごとく振る舞い、自分も他者も滅ぼします。

      「くじ」とは人に与えられた「自由・人格」のことです。人は、神によって備えられたものを、全存在をもって受け取って生きるのです。そうすれば、自分を神とすることも、自分を卑下することもなく、へりくだって神と隣人を愛して生きることができます。

      神に選ばれ、神を「わが主」と選んだ（信じた）友よ。すべてのことを神から信仰によって受け取ってください。すると、すべてに感謝が加えられます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １８章 １１～１３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ベニヤミン…そこから、更にルズに進み、ルズの南斜面、すなわちベテルを経て、下ベト・ホロンの南の山のアトロト・オレクに至る。

      

        

      

      ここから、七つの部族のためのくじが引かれ、割り当てが決まります。割り当てられた所によって恵みが決まるのではなく、そこでどう生きるかによって、嗣業の地は恵みにも災いにもなります。

      その中で、ベニヤミン族は幸いな土地を得ました。それは、彼らの領地の中にエルサレム（神殿）があったからです。後にイスラエルは南北に分裂し、北イスラエルは七百二十二年にアッシリアに滅ぼされてしまいますが、南ユダはバビロン捕囚を経て帰還し、神殿を再建することができました。

      両者の違いは何でしょうか。北イスラエルは、南ユダへの反発から、民がエルサレムに礼拝に行かないように、自分たちのための神殿をベテル（エフライム領地）に造り、そこで礼拝もどきに終始するようになりました。また、エジプトやアッシリアの脅威にさらされても、偶像礼拝を止められませんでした。結局彼らは、神殿がなかったために、律法にまっすぐ対峙できなくなりました。

      南ユダも偶像礼拝に傾きますが、その中に悔い改めが起こり、正常な信仰へ戻ることができました。なぜなら、彼らには「神殿」と「律法」があったからです。

      友よ。神殿とは、神御自身と神と人の交わりを見える形で教える「礼拝」です。律法とは、神と人の交わり方を教える「聖書」です。「礼拝」と「御言葉」の中に住むことが、エルサレムを嗣業とすることです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １９章 １節

          

        

      

    

    
      
        
        
        二番目のくじで割り当てを受けたのはシメオンで、シメオンの…部族が氏族ごとに割り当てを受けた。その嗣業の土地はユダの人々の嗣業の土地の間にあった。

      

        

      

      ヨシュアがシメオン族のためのくじを引いた土地は、ユダ族の嗣業の土地の中に与えられました。聖書地図を見ると、彼らの名は最も南にありますが、境界線は記されていません。彼らの嗣業は、自分の土地であってそうでない、中途半端なものにも見えます。

      その確かな理由は分かりませんが、霊的にそのような状態になることは今日のクリスチャンにもあります。神の恵みとしての「神の子であること（嗣業）」を、頭では分かっていても聖霊によって確信できない者や、また、自分が神を信じていることを他者との関係によって受け取る他者依存の信仰者などがそれです。

      主イエスと律法学者たちの間に、最も重要な掟についての議論が起こった時、一人の律法学者が「神を愛し、隣人を愛する…」と完璧に答えました。それを聞いた主は、「あなたは神の国から遠くない」（マコ12章28～34節参照）と言いました。これは、「あなたは神の国から遠く離れてはいないが、入ってもいない」とも受け取れます。この律法学者は、頭と他者による信仰者でした。

      愛する友よ。神の国は曖昧模糊（あいまいもこ）なものではなく、明確な主イエスの「義と聖と贖い」（Ⅰコリ１章30節）の中にあり、その中にあなたも入れられています。義と聖と贖いが明確にされる分だけ、あなたの嗣業（存在）に確信を持てるものです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １９章 ９節

          

        

      

    

    
      
        
        
        シメオンの人々の嗣業の土地はユダの人々の領土の一部であった。ユダの人々への割り当て地が多すぎたため、…ユダの嗣業の土地の中に…受け継いだのである。

      

        

      

      ユダ族の土地の中に自分たちの嗣業の地を得たシメオン族。何とも中途半端なようにも見えますが、それでも神の嗣業であることに変わりはありません。

      だれもが明確な自覚をもって嗣業を得ているとは限りません。両親、国籍や民族、性別などは、神を信じ御言葉によって受け取れるものだからです。多くの人はシメオン族のようです。

      シメオン族は、ユダ族に分けられた土地が広すぎたので、ユダ族を助けるように神に定められたとも言えます。パウロは、「テモテをそちらに遣わしたのは、…彼は、わたしの愛する子で、主において忠実な者であり、至るところのすべての教会でわたしが教えているとおりに、キリスト・イエスに結ばれたわたしの生き方を、あなたがたに思い起こさせることでしょう」（Ⅰコリ４章17節）と言いました。テモテは、主がパウロにゆだねられた嗣業を十分に果たせるように、パウロに仕えることに自分の嗣業を見つけていたとも言えます。

      友よ。自分が補助的立場である場合もあります。しかし、それを主から信仰により受け取るのと、無意識にそうであるのとは大違いです。まさに、「信仰がなければ、神に喜ばれることはできません」（ヘブ11章６節）とあるとおりです。神から受け取るならば、どんな立場であっても、それが最高の嗣業の地となります。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １９章 １０～１６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        三番目のくじではゼブルンが氏族ごとに割り当てを受けた。その嗣業の土地の領域はサリドを中心とし …。

      

        

      

      ゼブルン族には地中海とガリラヤ湖の間の内陸地が割り当てられました。この後、聖書にゼブルンの名はほとんど記されていません。

      臨終の床でヤコブはゼブルンについて、「ゼブルンは海辺に住む。そこは舟の出入りする港となり、その境はシドンに及ぶ」（創49章13節）と短い言葉で預言したことが記録されています。

      ゼブルン族に与えられた嗣業の地は内陸でしたが、「海辺に住む」との預言どおり、彼らは割り当てられた地にとどまりませんでした。彼らが海に出て行ったのは、貧しい山岳地よりも豊かな港町を求めたからと考えられます。この世的には、彼らは賢く世渡り上手な成功者に見えます。

      しかし、彼らが得た豊かな土地は、カナン定住後のイスラエルを偶像礼拝に誘い堕落させる地となります。そこに移住したゼブルン族は、イスラエルの十二部族の中で目立たない、やがて消えて行く民となりました。

      自分の嗣業に満足できない友よ。ゼブルン族は、神の御心よりも自分の計画を優先させた結果、むしろ災いを選ぶことになりました。ただし、「ただそこで、じっと我慢し続けなさい」と言われているわけではありません。まずは今置かれたところで、信仰の課題を果たすことです。信仰の課題とは神に対する「服従」です。そこにこそ、「御霊の実」が豊かに実ります。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １９章 １７～１８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        イサカルは四番目のくじで割り当てを受けた。イサカルの人々は氏族ごとに割り当てを受けた。その領域は、イズレエル、ケスロト、シュネム、

      

        

      

      イサカル族はガリラヤ湖の南西、マナセ族の北に嗣業の地を得ました。この地は、北から攻めてくる敵との戦場となったことが何度もありました。

      族長ヤコブは、「イサカルは骨太のろば、二つの革袋の間に身を伏せる」（創49章14節）と預言しました。危険地帯では「骨太のろば」のように強くならないと生きていけません。また、「二つの革袋の間に身を伏せる」とは、世の動きを見抜き、争う二つの勢力のどちらが有利かを察し、有利な方にすばやく身を寄せることで生きようとすることです。

      しかし、神の子たちの歩みはこのようであってはなりません。それは、神の国とこの世を自分の都合と利益によって行き交うことです。さらに、自分の知恵と力を強め、たくましいろばのように生きようとすることです。「だれでも、二人の主人に仕えることはできない。…あなたがたは、神と富とに仕えることはできない」（マタ６章24節）。聖書にはたくましいろばだけでなく、繋がれたろばも出てきます。このろばは、主イエスをお乗せするために用意されたろばでした（同21章２節）。

      友よ。人の強さとは、腕力と知力を用いてこの世で勝利者になることではなく、心と精神（霊）と力（肉体）を尽くして主を愛する（主に仕える）ことです（申６章５節参照）。主に仕えることも嗣業です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １９章 ２３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        以上がイサカルの人々の部族が氏族ごとに受け継いだ嗣業の土地であり、町村である。

      

        

      

      族長ヤコブのイサカルへの預言はさらに続いていました。「彼にはその土地が快く、好ましい休息の場となった。彼はそこに背をかがめて荷を担い、苦役の奴隷に身を落とす」（創49章15節）と。

      機転をきかせ、強くたくましく生きていたイサカル族には、大きな罠が待っていました。嗣業の地が「休息の場となった」との言葉に、自分の努力や戦いによらず、人々の力を利用して生きる姿が見えてきます。

      アブラハムと共にウルから出て来たロトは、自分の努力や信仰によらず伯父の信仰によって受け取った祝福を自分への恵みとしていました。エジプトから帰ってきた後、財産が多すぎるために共に住めなくなった時、ロトはためらわずソドムを選び、そこに移住しました。

      ロトの生き方もイサカル族の生き方も、「神」と「この世」、「信仰」と「御利益」、「神を愛する」と「自分を愛する」、これら二つの革袋の間を行き来することでした。しかし結局、ロトはソドムの滅びとともにすべてを失い、イサカルは背をかがめて荷を担う奴隷にされます。最も賢いと思われた道が、最も危険な道になりました。

      友よ。主は、「冷たいか熱いか、どちらかであってほしい」（黙3章15節）と言われました。神に反抗するならば、いずれ限界に突き当たり、主に向きを変えることも可能ですが、中間にいる人には悔い改める機会が来ません。アブラハムはただ主を信じて義（神のもの）とされました。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １９章 ２４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        五番目のくじではアシェルの人々の部族が氏族ごとに割り当てを受けた。

      

        

      

      アシェル族が得た嗣業の地はイスラエル北部の海岸地方でした。そこはやがてツロやフェニキアの貿易港として富み栄える所となります。

      経済的に豊かな地域には人間にとってのあらゆる肉的誘惑があります。かつて神はアブラハムを、当時栄えていたカルデアのウルから、何も頼るものがないカナンに導きました。なぜならそこは、人格的に応えてくださる神に依り頼むために必要な場所だったからです。

      ヤコブは子孫への預言で、「アシェルには豊かな食物があり、王の食卓に美味を供える」（創49章20節）と言いました。アシェル族は、「豊かな食物」を産出する土地の豊かさにおぼれ、十二部族の中で最も早く異邦人の中に混じり、部族としての形態を失いました。

      「王の食卓に美味を供える」とは、神という王にでも自国の王にでもなく、フェニキアやツロなどの他国の王にアシェルが仕える姿を預言したものでした。物質が豊かであることは罪ではありませんが、豊かな生活が目的になると信仰は手段となってしまいます。アシェルは、神にではなくこの世に仕えるようになりました。

      友よ。「生きるとすれば主のために生き、死ぬとすれば主のために死ぬ」（ロマ14章８節）とは、富める時も貧しい時も、健康な時も病める時も、主のために生き、主のために死ぬことです。主から目を離した結果イスラエルから失われたアシェルのようになってはなりません。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １９章 ３２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ナフタリの人々は六番目のくじで割り当てを受けた。ナフタリの人々はその氏族ごとに割り当てを受けた。

      

        

      

      ナフタリ族は、ガリラヤ湖の西側から北の地を受け継ぎました。ヤコブは、「ナフタリは解き放たれた雌鹿、美しい子鹿を産む」（創49章21節）と預言しました。短い一言ですが、子孫への預言の中で、ユダやヨセフへの預言が期待に満ちていたように、ナフタリへの預言も希望に満ちていました。

      主イエスが来られる前、この地はローマの支配下にありましたが、「熱心党」とも呼ばれる、メシアを待ち望むグループがここにいました。人として来られた主イエスは、公生涯に入られるまでナザレで育ちました。主の教えと奇跡の多くも、ガリラヤ湖周辺で行われました。主の弟子のペトロとアンデレ、ヨハネやヤコブもこの地域の出身でした。

      この地には、まさに「解き放たれた雌鹿」のように、谷川の流れを慕う者たちが絶えていませんでした。ナフタリの土地はエルサレムから一番遠くにあって、「異邦人のガリラヤ」とも呼ばれる辺鄙（へんぴ）な所でしたが、彼らは主を待ち続け、見事に「子鹿を産む」との預言が成就しました。

      友よ。次の御言葉に心を留めてください。「主を待ち望む者は新たなる力を得、わしのように翼をはって、のぼることができる。走っても疲れることなく、歩いても弱ることはない」（イザ40章31節・新改訳）。「嗣業の地を守る」とは、外敵から守ること以上に、主イエスを待ち望む心を失わないように保つことです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            １９章 ４７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ダンの人々は領地を奪われた後、北上し、レシェムを攻めてこれを占領し、剣をもって住民を撃ち、そこを手に入れて、そこに住んだ。

      

        

      

      ダン族の嗣業はベニヤミンの西・海沿いでした。後にペリシテが台頭してきたので、彼らは自分たちの嗣業の地をエフライム山地に探し、武力をもって奪い取ります。さらに、ミカの家の像を奪い、レビ人を勝手に祭司に仕立て、宮を造り礼拝するようになりました（士師17～18章参照）。

      ヤコブはダンについて、「ダンは道端の蛇、小道のほとりに潜む蝮。馬のかかとをかむと、乗り手はあおむけに落ちる」（創49章17節）と預言しました。ダンは嗣業の地を自ら探し、自分の手で奪い取りました。それどころか、自分のお気に入りの者を祭司に雇って任命し、神の像までも自分でそろえました。しかし、このような行いが主の御心に適うはずがありません。

      ダンは道端に潜んで蛇のように襲いかかり、乗り手を蹴落として他者の嗣業を自分のものにしてしまいました。そしてその馬に自分が乗った（嗣業を得た）のですが、その馬は偶像という神でした。

      愛する友よ。このダンは、他者の嗣業を奪って自分の嗣業にする人、すなわち、牧師や組織や教会や親切に面倒を見てくれる兄弟姉妹たちの信仰を自分のものにして、他者の信仰によって神を信じている人に似ています。その人は、偶像という砂の上（岩なる主に直接ではない）に家を建てた人になってしまっています。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２０章 １～２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主はヨシュアに仰せに…。イスラエルの人々に告げなさい。モーセを通して告げておいた逃れの町を定め、

      

        

      

      各部族への嗣業の土地の分配が終わりましたが、レビ族には嗣業の土地はありませんでした。レビ族は各部族の嗣業地の中に点在し、四十八か所の町と放牧地が与えられました。その四十八の町の中の六か所が「逃れの町」に定められ、それらの町はどこからでも一日で到達できる距離でした。

      逃れの町は、誤って人を殺した者が「命には命、目には目…」（出21章23～24節）の復讐から逃がれるために逃げ込む場所でした。「誤って」とは、斧が柄から抜けて他者の命を奪ってしまうなど、敵意（故意）なしに人を殺してしまった場合でした。

      そこに逃れた人はもはや復讐されることはありませんが、すぐにその町を出ることもできず、「彼は聖なる油を注がれた大祭司が死ぬまで、そこにとどまらねばならない。…大祭司が死んだ後はじめて、人を殺した者は自分の所有地に帰ることができる」と定められていました（逃れの町については民数記35章参照）。

      「罪の価は死」という裁きから、逃れの町に入れていただいた友よ。昔は大祭司が死ぬまで罪に束縛され、家に帰ることもできませんでした。しかし今は、「キリストは…恵みの大祭司として…御自身の血によって…永遠の贖いを成し遂げられたのです」（ヘブ９章11～12節）。ハレルヤ。私たちは大祭司キリストにより、完全に自由な者とされているのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２０章 ３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        意図してでなく、誤って人を殺した者がそこに逃げ込めるようにしなさい。そこは、血の復讐をする者からの逃れの場所になる。

      

        

      

      罪の価は死ですが、死から人をなんとか救い出そうとする神の配慮を、逃れの町に見ることができます。

      聖書は裁きをどうとらえているでしょうか。旧約聖書では、刑事上の罪の罰と償い（目には目、命には命）としての裁きが目につきます。しかし新約聖書には、刑事上の裁き以上に、「裁きは行われなければならない」「聖なるものを犬にやるな」「偽預言者を警戒せよ」「忠告して…異邦人同様に扱え」「あなた方の中には兄弟を仲裁できるような知恵ある者がいないのですか」など、真理を真理とする判断がより重要なこととして取り上げられます。

      故意の罪も、過失の罪も、無知の罪も、生まれながらの原罪も、その価は等しく死です。「正しい者はいない。一人もいない」（ロマ３章10節）のです。しかし、その罪を主イエスは贖ってくださり、御子を信じる者をすべて義としてくださいました。「神によってあなたがたはキリスト・イエスに結ばれ、このキリストは、わたしたちにとって神の知恵となり、義と聖と贖いとなられたのです」（Ⅰコリ１章30節）。

      友よ。あなたも罪の罰から逃れねばなりません。しかし、感謝してください。主イエスがあなたの「逃れの町」となっておられます。そして、この逃れの町（十字架）から離れてはなりません。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２０章 ４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        これらの町のいずれかに逃げ込む場合、その人は町の門の入り口に立ち、その町の長老たちの聞いている前でその訳を申し立てねばならない。

      

        

      

      逃れの町にたどり着けばそれで良し、とは行かないようです。町の長老たちの前で、自分の過ちを告白し、弁明しなければなりません。

      「人を裁くな」と言う聖書の中で多くの裁きが実行されていますが、それらは「真理」に対するものであり、人格に向けられたものではありません。人格に向けられていると見えても、実際には、その人が真理に服従しないこと、すなわち罪に向けられています。聖書は、「罪人」を探すのではなく、「罪」を探します。罪とは真理に反するものです。したがって、裁き（真理に対する判断）がなくなると真理は見えなくなります。

      その真理とは、「わたしは真理である」と言われるイエス御自身と主の御業です。聖書の裁きは、主イエスに対する人の態度に向けられます。ただし、その裁きは人を主に結びつけるために行われます。「御子を信じる者は裁かれない。信じない者はすでに裁かれている」（ヨハ３章18節）。

      友よ。逃れの町という主イエスの救いの御手の中に入れていただくためには、「その訳を申し立てねばならない」とありました。その「申し立て」とは、あなたと主イエスの関係についての告白のことです。「何をしたか」ではなく、「主イエスとどんな関係か」によって判断される（裁かれる）のです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２０章 ６節 ①

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼は、共同体の前に出て裁きを受けるまでの期間、あるいはその時の大祭司が死ぬまで、町にとどまらねばならない。殺害者はその後、…帰ることができる。①

      

        

      

      逃れの町に逃げ込んだ人は、復讐者の手に引き渡されることはありませんが、大祭司が死ぬまでその町から出ることはできません。町を出てしまえば、復讐されても仕方ありません。

      「故意の殺人の罪は死をもって償わねばならないが、殺意の無い過失による殺人の罪は軽い罰でよい」とはなっていません。故意であっても過失であっても、代価は同じ「死」です。神は、故意と過失を区別せず、同じようにゴルゴタで御子イエスに代価を支払わせてくださいました。

      だから無罪放免かというと、そうでもありません。「逃れの町に入った者＝死を赦された者」は、「その時の大祭司が死ぬまで町から出てはならない」という束縛を受けねばなりませんでした。

      この束縛が存在するのは、赦しが不完全だからではありません。また、罪への償いをするためでもありません。この束縛は、赦してくださったお方（大司祭イエス）に対する「服従」、信仰の従順を意味します。この束縛は、主イエスの罪の赦しを受けた人を主から離さないためにあります。

      聖書に聴こうとする友よ。「旧約聖書は律法で、新約聖書は福音だ」などと区分けしないでください。旧約聖書も完全な福音です。事実、「逃れの町」「大祭司が死ぬまで出られない」などの一つひとつは、人を救い、救った人を守り完成するための福音です。旧約聖書も「福音書」の中の一部として親しんでください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２０章 ６節 ②

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼は、共同体の前に出て裁きを受けるまでの期間、あるいはその時の大祭司が死ぬまで、町にとどまらねばならない。殺害者はその後、…帰ることができる。②

      

        

      

      厳しく律法的に見え、かつ赦しが見えにくい旧約聖書の記事ですが、むしろ旧約聖書の方が、より具体的に、救いを見えるように表しているとも言えます。

      「すなわち、イエス・キリストを信じることにより、信じる者すべてに与えられる神の義です。そこには何の差別もありません。…ただキリスト・イエスによる贖いの業を通して、神の恵みにより無償で義とされるのです」（ロマ３章22～24節）。これは、人の救いについての核心の御言葉です。

      しかし、「キリストの恵みは支払いがすでに終わっている、あらゆるものがただで手に入れられる。そういう支払い済の費用は無限に大きく、従って、その使用や浪費も無限に大きい」と、ボンヘファーが言いました。

      それは、恵みだけを見て、恵みに至った過程を無視するからです。「神は愛なのだから当然だ」と、「神なのに十字架についてくださった」では、恵みの価値が違ってきます。前者は十字架抜きの復活の恵みを欲し、後者は十字架を経由した復活の恵みを受け取ります。

      友よ。逃れの町に入っても、「大司祭が死ぬまで、町にとどまらねばならない」との御言葉は、「あなたの肉体が父なる神の御もとに召される時まで、逃れの町（十字架の大祭司主イエスの御もと）にとどまり、いつまでも主に仕えなさい」と置き換えることもできます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２０章 ６節 ③

          

        

      

    

    
      
        
        
        彼は、共同体の前に出て裁きを受けるまでの期間、あるいはその時の大祭司が死ぬまで、町にとどまらねばならない。殺害者はその後、…帰ることができる。③

      

        

      

      逃れの町に保護を求めた人が、大祭司が死ぬまで町にとどまらねばならないことについて、さらに耳を傾けましょう。

      「行いによらず、信仰によって救われる」という神の赦しは、恵みが大き過ぎて人の理解を超えてしまいます。そこに人間の自己中心性が重なって、「神であれば、人間を受け入れ赦してくれるのは当たり前」と開き直ることすらさせます。

      ところで、神の大き過ぎる恵みとは、「罪の義認」を超えた「罪人の義認」のことです。それは、私の中にある「罪の赦し」をさらに超えた、「罪を犯し、これからも犯し続ける私自身の贖いと聖化」とも表現できます。神は、神を信じる者の過去も現在も将来も、肉体を脱いだ先の霊の世界にいる時までも、すべての責任を御自分が取ってくださる、という恵みをくださいます。

      「罪の義認」にとどまるなら恵みは小さく安価なものになりますが、「私自身の義認（過去も現在も未来も義としてくださる）」は大きく高価な恵みとなります。

      主の十字架と復活によって「義認」され、「義人」とされた友よ。この恵みから出てはなりません。それが、逃れの町にとどまり続けることです。そしてその町で、義としてくださった主のために生きることです。「自分の体を神に喜ばれる聖なるいけにえとして献げなさい」（ロマ12章１節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２１章 １～２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        レビ人の家長たちは、…「主は、わたしたちに住む町と家畜の放牧地を与えるよう…お命じになりました」。

      

        

      

      各部族への割り当てが終わり、今度はレビ族の番です。彼らは他の部族と違い、一か所に嗣業の地を得ることはできません。各部族の嗣業地の中に、彼らの分を得るように定められていました。

      神はレビ族（レビ人）に特別な使命を与えていました。「主はレビ族を選び分けて、主の契約の箱を担ぎ、主の御前に立って仕える」（申10章８節）役目を与えていました。レビ人は農耕や牧畜や商業に携わる以上に、イスラエルの民が主を礼拝するために働きました。神殿の管理や儀式を行う祭司たちもレビ人でした。旧約の時代にはレビの血統の者が礼拝に携わりましたが、今日、レビ人の務めをする人は誰でしょうか。

      それは、先に神に召された人です。家族の中で先に主に出会った人、職場や学校で先に主に出会い、主を知った者はレビ人です。ルターはそのことを、「万人祭司」と言いました。もちろん、レビ族のすべてが祭司になったわけではないように、その中にさまざまの賜物を持つ人も必要です。

      レビ人とされた友よ。教会の中で献身の表明をする・しないにかかわらず、神の子たちの存在はレビ人です。レビ人の最大の仕事は主に仕えることであり、それは人々を神の御もとに導く務めです。レビ人の中でさらに賜物を持つ人が、さらなる専任の働き人になります。しかし賜物に関係なく、あなたがレビ人です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２１章 ３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        イスラエルの人々は、主の命令に従って、自分たちの嗣業の土地の中から…町々と放牧地をレビ人に与えた。

      

        

      

      イスラエルの部族の中で、レビ人の位置は特殊でした。自らの嗣業を持たず、他部族の領地の中に町と放牧地を与えられていました。だからと言って、他の部族に依存して養ってもらっていたわけではなく、自分たちで生活の資を得ていたようです。

      現代の教会では、教職者と信徒を分ける所が多くあります。教職者は教会からの謝儀をいただき、牧会・教育・伝道に専心し、メッセージを語り、聖礼典を執り行う人。信徒は教職者の生活を支え、さまざまの奉仕をする兄弟姉妹。各教会の歴史や所属グループ、各リーダーへの聖霊の導き、これらによって形態に違いはありますが、しかし根本的なスピリットとして、神の子たちは皆が主に仕えるレビ人であるべきです。

      神に仕えるレビ・スピリットとは、「謙遜と賜物」によって人々に仕えることです。謙遜とは、人格がキリストに似た者となることです。賜物とは、聖霊の能力と、その人が持つさまざまの能力が聖別されることです。教職者だけがレビ人ではなく、主に仕えるすべての兄弟姉妹がレビ人です。

      友よ。あなたは自分がレビ人である自覚を持っていますか。この世のただ中で、あなたの存在が聖なるものとなっていますか。あなたが聖なる存在となる時、「あなた方は世の光、地の塩である」と言われたとおりの役割を果たすことができます。あなたの存在は聖なるものです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２１章 ４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        まず、くじで割り当てを受けたのは、ケハトの諸氏族である。祭司アロンの子孫であるレビ人は、ユダ族、シメオン族、ベニヤミン族から十三の町をくじで得た。

      

        

      

      レビ人は、各部族が得た嗣業の地の中に住む場所を得ました。そのレビ人も家族単位で、どの部族の領地のどこに居住するかをくじで決めました。神に仕えるレビ人がくじによって主に仕える場所を得たことは、まさに「聖霊の導きによって」ということになります。

      ペトロは、屋上で祈っていた時、獣や地を這うものや鳥（ユダヤ人にとって清くない物）を包んだ大きな布が天から降りてくる幻を見、「屠って食べよ」「神が清めた物を清くないなどと言ってはならない」との声を聞きました。幻の意味を考えていると、百人隊長のコリネリウスから遣わされた人がペトロの所に到着し、ここからカイサリアの異邦人への福音宣教が始まりました（使10章参照）。

      パウロは、アジア州で御言葉を伝えようとしたところ聖霊に禁じられたので、場所をビテニアに移して伝道しようとしましたが、それも禁じられました。その夜パウロは、一人のマケドニア人が、「マケドニア州に渡って来て、わたしたちを助けてください」と願う幻を見ました（同16章９節）。

      友よ。あなたも用意されたくじを引いていますか。それは、自分の意思を超えた聖霊の導きのことです。くじを引くとは、「あのこと・このことは聖霊の導きか否か」と求める以上に、自分ではなくイエスを主とする生き方そのものです。それは、自分が決めるのではなく、神に決めていただく人生です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２１章 ４３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主が先祖に誓われた土地をことごとくイスラエルに与えられたので、彼らはそこを手に入れ、そこに住んだ。

      

        

      

      ここに至るまでのヨシュア記は、息つく暇もない信仰の決断の連続でした。ヨルダン川を渡ってカナンに入ってからは、たくさんの敵と戦わねばなりませんでした。このことを見ると、「神の子は、天国に入るまでは安息を与えられないのだろうか」と思わされますが、どうでしょうか。

      確かに神の子の歩みは、決断の緊張・血を流す戦い・貧しさ・たかぶり・痛みと悔い改めの連続ですが、それらすべての底に流れているものがあります。それは、「あらゆる人知を超えた神の平和が、あなたがたの心と考えとをキリスト・イエスによって守るでしょう」（フィリ４章７節）との御言葉です。聖書は、「神の子となり聖霊に満たされたなら、『平安』に過ごすことができる」とは言わず、「『平和』があなた方を守る」と言います。

      人が神に望むものは「平安」ですが、神が人に望むものは「平和」です。「平安」とは、何事もなく自分の思い通りになることを願う「人の思い」です。「平和」とは、試練や戦いがあっても、それらを通してでも人が神の御心から外れずに歩むことを願う「神の思い」です。

      友よ。「思い煩うのはやめなさい」（同６節）と言われる理由は、「主がすぐ近くにおられる」（同５節）からです。「平和」という言葉は、政治用語では「正しい関係」のことだと聞きます。戦場のただ中であっても、主に継がり交わる「平和」を持つことはできるのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２１章 ４４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主はまた、先祖に誓われたとおり、彼らの周囲を安らかに住めるようにされたので、彼らに立ちはだかる敵は一人もなくなった。

      

        

      

      ここに至るまでの神の民の導きは、「私は降って行き、エジプト人の手から彼らを救い出し…乳と蜜の流れる土地…彼らを導き上る」（出３章８節）とモーセに告げた神の約束によるものでした。

      神の子たちは、今いるところが安息の地であると気づくことが少なすぎるようです。ヨルダン川を渡ってカナンの地に入ったのに、家族・仕事・家計・健康など、ストレスばかりの日々だと嘆いています。それは、カナンの地にいるにもかかわらず、エジプトにいるかのように振る舞っているからです。

      エジプトにいた時、民を支配していたのは、「否定の霊」とでも言うべきものでした。ファラオの奴隷、煉瓦造りの重労働、希望のない将来……。神が遣わしたモーセに対しても、「…あなたたちのお蔭で、我々はファラオの家来に嫌われ…、我々を殺す剣を彼らの手に渡したのと同じです」（出５章21節）と吐き捨てます。それは、尖った悪い所を探し歩き、見つけると喜んで踏みつけ、怪我をしては元に戻る人のようです。

      カナンに導かれた友よ。あなたはカナンにいるのに、エジプトに心を置いていませんか。「乳と蜜」とは完全食を表し、それこそ「エルシャダイ（母親の乳房＝完全食）」の神です。不平不満が出てくるのは、カナンに満ち満ちているエルシャダイの神に求めていないからではありませんか。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２１章 ４５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主がイスラエルの家に告げられた恵みの約束は何一つたがわず、すべて実現した。

      

        

      

      前節の言葉、「安らかに住めるようになった」（46節）も、右の「恵みの約束は何一つたがわず、すべて実現した」も、素直に受け入れるのは難しいものです。

      信仰の確信は、自分の理解や感情にではなく御言葉に置くべきです。御言葉から目を離し、自分の理解と感情にそれを移すと、カナンにいながら、エジプトにいた時の否定的な霊に支配されてしまいます。また、荒れ野にいた時のように、「パンはあるか・水はあるか・肉はあるか・エジプトで死んでいた方がよかった……」と、つぶやきの霊に支配されてしまいます。

      聖書は、神から人への「契約書」です。この契約は、神と人が互いの合意によって結んだ契約ではなく、神が御自分の御名にかけて結ばれた一方的契約です。双方の合意で結ばれなかったからこそ、この契約には救いがあります。それは、人がいかなるものであっても、神は御子イエスの十字架によって罪を贖うという契約だったからです。

      友よ。「恵みの約束は…実現した」とは、主イエスにおいて実現したのであって、あなたに自動的に実現したのではありません。主によって成就した神の約束は、主イエスに結ばれている人に実現するのです。

      「あなたがたも自分は罪に対して死んでいるが、キリスト・イエスに結ばれて、神に対して生きているのだと考えなさい」（ロマ６章11節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２１章 ４４～４５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主はまた、先祖に誓われたとおり、彼らの周囲を安らかに住めるようにされたので、彼らに立ちはだかる敵は一人もなくなった。主がイスラエルの家に告げられた恵みの約束は何一つたがわず、すべて実現した。

      

        

      

      カナンに入った神の子が得たのは「安息」です。ただしそれは「平安」ではなく「平和」です。

      しかし、ヨルダン川を渡って平和の中を歩むには、「この日はかの日に言葉を伝え」るように、経験という蓄積された声を聞けるようになる必要があります。

      主イエスと弟子たちが舟で湖の向こう岸へ渡ろうとした時、大嵐になり舟が沈みそうになりました。ところが、主は眠っていました。弟子たちが主を起こすと、主は風と荒波を叱り、静めました。

      主が共にいたのに、なぜ弟子たちは危ない目にあったのでしょうか。彼らは漁師だったので、舟の扱いには自信を持っていました。そのため、「主よ、これは私たちの力で出来ます。あなたの力は不要です」と言って、主を眠らせてしまったのです。主はその後、「あなた方の信仰はどこにあるのか」と言われました。不信仰とは、風や波を静められないことではなく、主イエスに依り頼まないことです。よって信仰とは、主を起こし続ける（依存する）ことです（ルカ８章22～25節参照）。

      友よ。カナンに入ったならばもう嵐に遭遇しなくなるのではなく、嵐を静められるようになるのです。もちろんそれは、主イエスを起こし、主に働いていただけるからです。自分で働くことが律法で、主に働いていただくことが信仰です。「カナンで生きる」とは、信仰によって生きることです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２２章 １～４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは、ルベン人、ガド人、マナセの半部族を呼び寄せ、…あなたたちは主の僕モーセから受けたヨルダン川の東側にある自分の所有地の天幕に帰るがよい。

      

        

      

      ヨルダン川を渡る前、ルベン人、ガド人、マナセの半部族は、ヨルダン川の東側に自分たちの嗣業の地を要求しました。モーセはそれを認めましたが、カナン征服の戦いに彼らも参加することを約束させました。そして、征服が終わり、彼らがヨルダン川の東側に戻る時が来ました。

      「求めよ、さらば与えられん」とは、もちろん、神の御心に適う求めに対する回答です。しかし、神は「愛なる神」であるゆえに、人の意思を否定することもできません。そこで、間違った要求をする者に対しては、「神は、彼らが心の欲望によって不潔なことをするにまかせられ」（ロマ１章24節）ます。そして、そのことを通して、彼らが今一度神に帰る時を待ちます。

      ルベン人らは、忠実に約束を守って七年間同胞と共に戦ったことで、神からも他部族からも認めてもらったと思い、家族の待つ東側の地に意気揚々と帰ろうとしています。しかし彼らは、自分たちの中に部族を滅ぼすほどの問題が内包されていることには気づいていません。

      友よ。あなたは、「私の信仰はこれで良い」と自信を持っていませんか。しかしそれは、自分の計画どおりに進んでいることを、「御心に適っているからだ」と勘違いしているからではありませんか。神の同意が「積極的同意」なのか、それともルベン人らに対するような「消極的同意」なのかを知るために、神と自分の関係の原点を見つめてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２２章 ５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        …モーセが命じた戒めと教えを忠実に守り、…神、主を愛し、その道に歩み、その戒めを守って主を固く信頼し、心を尽くし、魂を尽くして、主に仕えなさい。」

      

        

      

      ヨシュアは、ヨルダン川の東側に戻って行くルベン人らに対して、申命記六章にまとめられた神の最も大切な教えを送別の辞として与えました。そして、「ヨシュアが彼らを祝福して送り出すと、彼らは自分の天幕に帰って行った」と次節にあります。

      「ボタンの掛け違い」という言葉があります。それは、「最初のボタンを掛け違うと、その後のボタンもすべて掛け違ってしまう」ということです。彼らは、「神の願うことを受け入れず、自分の願いを神に押しつける」という、最初のボタンの掛け違いをしています。そして、「カナンを征服するまで一緒に戦い、それまでは東側に戻らない」という第二のボタンを正しく掛けたつもりでしたが、それが実は掛け違っている（間違っている）とは気づいていません。

      それでは、掛け違ったボタンはどうすれば直せるのでしょうか。それには「謙遜」という方法しかありません。ところが人は、プライドを捨てて過去を反故することができません。そこで、掛け違いを認めず、「モーセが許したのだから」と、モーセに責任転嫁することすらあります。

      友よ。掛け違いを直す方法があります。それこそ、ヨシュアが語った祝福の原点に帰ることです。それは人にはできませんが、神にはできます。神は「掛け違い」という人の間違い（罪）を、御自分が十字架で引き受けて、新しくやり直させます。それが復活です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２２章 ７～８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        マナセの残る半部族には…ヨルダン川の西側に所有地を与えた。…「多くの財宝、多数の家畜、金、銀、銅…敵から分捕った物は、兄弟たちと分け合いなさい。」

      

        

      

      マナセ族はヨルダン川の東側と西側に分かれることになりました。聖書はその理由を記していませんが、おそらく彼らの中で「信仰の違い」が生じてこうなった、と察することができます。

      同じく、神の子たちにも違いがあります。ただし、教団、聖書理解の強調点、教会、牧会者、信仰の経験などの違いは小さなことです。根本的な違いは、教団も教会も関係なく、「神に従う神の子」であるか、それとも「自分の願いを優先する神の子」であるか、ということです。ヨルダン川の東側を選んだ半部族は、神のくださる富よりも世の富を選んだ人々であり、西側を求めた半部族は、神こそが富であると信じた人々である、と言えます。

      世の富は自分の働きで得ることができるので見えやすいものですが、神から受け取る富は見えにくく、時間が経たないと実感できません。しかし、ヨルダン川の西側を選んだ半部族には「多くの財宝、家畜、金銀…」が与えられました。それらは敵から奪った戦利品でした。これこそ、彼らの働きではなく、キリストが十字架と復活によって勝ち取った「もろもろの霊の祝福」です。

      友よ。あなたはヨルダン川の東と西のどちらにいて、誰の祝福を求めていますか。「この世の有様は過ぎ去る」（Ⅰコリ７章31節）ものですが、「神の賜物は，私たちの主イエス・キリストによる永遠の命なのです」。「過ぎ去る」ものと「永遠」、どちらを選びますか。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２２章 １０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ルベンとガドの人々…マナセの半部族は、カナンの土地にあるヨルダン川のゲリロトに着いた…そこに一つの祭壇を築いた。それは目立って大きい祭壇であった。

      

        

      

      ヨルダン川の東側を選んだ人々は約束どおり共同体と共に七年間戦い、やっと願いかなって家族のもとに帰れたことを喜んだことでしょう。しかし、最初のボタンを掛け違えていた（神の御心に従わず、自分の願いを優先した）彼らは、やはり次のボタンも掛け違えることになりました。

      彼らは早速ヨルダン川の東側に、礼拝する場所を造りました。それは、「私たちは信仰深く生活します」との表明だったのではないでしょうか。そこでその祭壇を、「目立って大きい」ものに造りましたが、それは「目立って大きな愚かさ」を表しているようにさえ見えてきます。なぜならそれは、第一のボタンが外れたかのように、「礼拝も自分たちの方法でやります」と言っていることを証しするものとなったからです。

      礼拝とは、神のエルサレム（神のところ）に人が行くことであって、自分のエルサレム（自分のところ）に神を引き出すことではありません。前者は神に自分を合わせることですが、後者は自分に神を合わせようとすることです。

      神の御心の中に生きようとする友よ。それはまた、神の声を聴くことであって、自分の願いを通すことではありません。そして、その聴かねばならない神の声とは、「あなたは、わたしに従いなさい」（ヨハ21章22節）との御言葉に集約されています。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２２章 １２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        これを聞いたイスラエルの人々は、シロで、イスラエルの人々の共同体全体の集まりを開き、彼らに対して軍を差し向けることにした。

      

        

      

      ヨルダン川の東側の人々が祭壇を築いたことを知ったイスラエルの共同体は、彼らを懲らしめるために軍隊を派遣しようとしています。

      原因は祭壇にありました。西側の人々は、「東側に祭壇を造ったことは偶像礼拝に当たる」と判断しました。東側の人々は、「偶像礼拝などではなく、自分たちの信仰を西側の人々に認めてもらうために祭壇を造った」と主張しました。同じ神を礼拝する者なのに、なぜ不一致が起こるのでしょか。

      このような「クリスチャンの不一致」は、キリスト教会の初めから、というよりも、ヨシュアの時から繰り返し出てきた問題です。カトリックとプロテスタント、聖母マリア礼拝、幼児洗礼、洗礼の形式など、不一致の問題を数え上げるときりがありません。

      最も根本的な間違いはヨルダン川の東側に祭壇を造ったことにありますが、それは表面的な現象であって、問題の本質は、彼らが、「神の国と神の義を第一に求めなさい」との掟に反したことでした。ただし、東側の人々のような、神を第一とできていない人々がいても、それを責めて殺してよいわけではありません。各自の達した信仰を認めねばなりません（フィリ３章16節参照）。

      友よ。相手を認めねばなりませんが、それは「真理」として認めるのではなく、「愛」によって認めるのです。愛は真理を呼び覚まさしますが、真理が愛に先立つと裁きになり、相手を殺します。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２２章 １３～１４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        イスラエルの人々はまず、…ルベンとガドの人々…のもとに祭司エルアザルの子ピネハスを遣わした。…イスラエルの各部族から…部隊の家系の長であった。

      

        

      

      西側の共同体は、東側の人々にすぐに制裁を加えることはせず、指導者たちを遣わして相手の真意を聞くことにしました。ここで今一度、東側の人々が神の道から外れた原因を探ってみると、

      ＊神は、彼らの場所に祭壇を造るようにとは指示していない。……彼らは、自分たちの心情を先立てていました。人の心情・気持ちは大切ですが、神の御心より優先してはなりません。

      ＊一致することを、外面的な形や行動によって得ようとした。……共同の信条を作り、皆が同じ行動をし、同じ集合体の中に入ることで一致を作ることは、律法によって命を造ろうとすることに等しく、むしろ内側の命を弱らせ死に至らせることです。「愛（命）は律法（外側）を全うする（完成する）」（ロマ13章10節）のです。

      教会がクリスチャンをつくるのではなく、主の御霊の命に生きる者が集められて教会となるのです。「霊による一致を保つように努めなさい」（エフェ４章３節）。

      友よ。イスラエルの共同体は、冷静に互いの言い分を聞くために時間をかけ、不一致を解決しようとしました。まさに、「愛に根ざして真理を語り」（同15節）の実行でした。不一致を避けるためには、「神の子に対する信仰と知識において一つのものとなり、成熟した人間に」（13節）なることが大切です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２２章 １６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「主の共同体全体はこう言う。…イスラエルの神、主に背いたこの背信の行為は何事か。お前たちは、今日、自分たちのために祭壇を築いて、主に逆らっている。」

      

        

      

      自分たちの土地に祭壇を造った東側の人々に対して、西側の共同体が持っている思いが右の言葉です。その中で言われている、「自分たちのために」がキーポイントです

      東側の人々の信仰は「自分なりの信仰」でした。「年に三度、男子はすべて、主なるイスラエルの神、主の御前に出ねばならない」（出34章23節）のが戒めでしたから、彼らはシロ（この時神の幕屋があった場所）に行って礼拝すべきでした。神の子たちの中にも、「神の戒めに従いたくはないが、自分なりに礼拝をします」と言う人がいます。確かに、教会によらず自分で礼拝することもできます。しかし、「自分なり」では真実な礼拝がわからなくなるのもまた然りです。

      「彼らは使徒の教え（聖書）、相互の交わり（キリスト中心の交わり）、パンを裂くこと（礼拝・聖餐式）、祈ること（互いのための祈り）に熱心であった」（使２章42節）との記事は、正しい信仰生活に必要な自動車の四輪を示しており、その命は「キリスト中心」というエンジンです。

      友よ。あなたは、「自分なりに信仰して生きていきます」などと言っていませんか。それは、教会にあるもろもろの問題や兄弟姉妹との関係に疲れたからではありませんか。しかし友よ。そこには、教会に命を求めたあなたの間違いもあったのではありませんか。今一度、「主のみ」に帰り、主の方法に従って正しい命を得てください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２２章 １７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        かつてペオルで犯したあの罪は、…ささいなことであっただろうか。あのとき、主の共同体に災害がくだり、今日に至ってもまだ清められていないではないか。

      

        

      

      イスラエルの共同体の人々が、東側のグループに対して厳しく言わねばならない理由が記されています。イスラエルは、かつて荒れ野に居た時、モアブの娘たちを愛してペオルのバアル礼拝に走り、主の裁きを受けた経験がありました。彼らはそれを恐れていました。

      人の行動心理の一つに、「悪いことへの反応は速く、良いことへの反応は遅い」があります。それは、「裁きは早く、悔い改めは遅い」でもあります。

      「神の子は刃物では人を殺さないが、塩で殺す」と言った人がいます。神の子は、「あなた方は地の塩」と言われたように、社会や家族や人々に溶け込んで（自分を殺して）相手を生かします。一方、「相手を自分に（塩漬けに）してしまい、相手の人格を殺す」ことが、「塩で殺す」の意味のようです。共同体の言うかつての偶像礼拝の裁きは真理（溶け込む塩）でしたが、愛の無い真理（溶けない塊の塩）は殺人へ走らせます。

      友よ。次の言葉を注意深く聞いてください。

      「もし、私が私を支配するならば、私の考えが絶えず自分自身をめぐって動くだけであるならば、自分のことで頭が一杯になり、『己れに捕われてないゆったりした心』を持つことがほとんどできないならば、その時、私はカルバリの愛をまったく知らない」（エミー・カーマイケル著より）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２２章 １８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        それなのに、お前たちは今日、主に背こうとしている。今日、主に逆らうなら、明日、イスラエルの共同体全体に御怒りが下るであろう。

      

        

      

      東側の人々は、主の指示がないのに祭壇を造り、外面的なことで一つになろうとする間違いの中にいました。一方の西側の人々は、性急過ぎ、相手を正す方法は打ち負かすことと考えていました。

      人は「人間（人の間）」であるゆえに、自分と他者を分けることが難しくなります。他者の罪を見過ごしにできないのは、自分の命が他者に依存しているからです。

      それでは、他者が罪を犯すことに干渉すべきではないのでしょうか。それも違います。「あからさまに責めるのは、ひそかに愛するのにまさる。憎む者が口づけしてもてなすよりは、愛する者が傷つけるほうが真実である」（箴27章５～６節・新改訳）と聖書は記しています。

      西側の人々の言葉は正しいのですが、実のところ、「お前たちのために、私たちに災いが下されてはたまらない」が本心のようです。パウロは、「わたしは…すべての人の奴隷になりました。できるだけ多くの人を得るためです」（Ⅰコリ９章19節）と言いました。彼は、自分を他者にではなくキリストに合わせたので、そのように言えました。

      友よ。クリスチャンの一致を、しかも真理による一致を主に求めましょう。そのためには、相手を正そうと責めるよりも、まずあなた自分がだれよりも「イエスを主」とすることです。それが、相手を愛することにもなります。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２２章 ２３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        もし、わたしたちが主に背いて祭壇を築き、その上で、焼き尽くす献げ物、穀物の献げ物、和解の献げ物をささげたとすれば、主御自身が罰してくださるでしょう。

      

        

      

      ヨルダン川の東側の人々は、自分たちの立場を説明し、西側の人々の理解を得ようとしています。彼らの心意気は分かりますが、それは真理とは違っていました。

      「神は霊である。だから、神を礼拝する者は、霊と真理をもって礼拝しなければならない」（ヨハ４章24節）。この御言葉はとても重要ですが、実行できていないことが多いものです。

      神は、礼拝する場所として「幕屋」を備えました。幕屋の中の一つひとつ（至聖所の契約の箱・聖所の香壇・燭台・パンの机・幕屋の庭の洗盤・祭壇）は、神の姿と「礼拝（神と人の交わり）」について見える形で表し、教えるものでした。神を礼拝するときに人が犯す間違いとは、「霊と真理」によってではなく「肉と自分の思い」によって礼拝することです。「霊と真理をもって」とは、「神御自身と神の方法によって」とも理解できます。

      神は、異邦人の庭にいた罪人を招き、罪を焼き（祭壇）、清め（洗盤）、キリストとの交わりの場（聖所）に導き、主の光で照らし（燭台）、パンで養い（パンの机）、とりなし（香壇）、至聖所の三位一体（契約の箱）の中に入れて下さいました。これが救いです。

      友よ。礼拝することに熱心であっても、神の方法から外れてはなりません。神の喜ばれる礼拝は、主イエスを受け取り、主イエスに自分を献げることです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２２章 ２７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        あなたたちとわたしたち、更にわたしたちの子孫との間柄を示す証拠とするためです。…後日、あなたたちの子供がわたしたちの子供に向かい、『あなたたちには、主の割り当てはない』と言わないためです。

      

        

      

      東側の人々は、「エジプトから導き出してくださった神を皆さんと共に礼拝したいからこそ、祭壇を造りました」と弁明します。彼らの礼拝は、神にではなく人々に受け入れてもらうための礼拝でした。

      「二人の人が祈るために神殿に上った。ファリサイ派の人は…『神様、わたしは週に二度断食し、全収入の十分の一を献げています。』…ところが、徴税人は…胸を打ちながら言った。『神様、罪人のわたしを憐れんでください。』言っておくが、義とされて家に帰ったのは、この人であって、ファリサイ派の人ではない」と主は言われました（ルカ18章９～14節参照）。

      ここで、「義とされて」を「正しい礼拝をして」と言い換えることもできます。ファリサイ派の人の礼拝は熱心でしたが、それは人に向けたものでした。しかし、徴税人の礼拝は神に向けたものだったので、神に受け入れられました。

      礼拝を大切にしている友よ。あなたの礼拝は、ファリサイ派の人と徴税人のどちらのようですか。礼拝の時、神よりも牧師や兄弟姉妹の方が大きな存在になっていませんか。「この熱心さは、正しい認識に基づくものではありません」（ロマ10章２節）と言われないようにしてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２２章 ２９節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「今日、主に逆らい、主に背いて、主の幕屋の前にあるわたしたちの神、主の祭壇とは別に祭壇を築き、焼き尽くす献げ物、穀物の献げ物、和解の献げ物をささげるつもりなど、全くありません。」

      

        

      

      ヨルダン川の東側の人々が自分たちの土地に祭壇を造ったのは、神を礼拝するためではなく、人に認めてもらうためでした。現実に、そのようになってしまった神の子たちも多いのでは？

      本当の祭壇と礼拝については、パウロの次の言葉が教えています。「その一人の方（イエス）はすべての人のために死んでくださった。その目的は、生きている人たちが、もはや自分自身のために生きるのではなく、自分たちのために死んで復活してくださった方のために生きることなのです」（Ⅱコリ５章15節）。

      主イエスは、ご自分を十字架に差し出して罪人を救い出してくださいました。それに対し、救われた人はどのように応えるべきでしょうか。それは、自分の命を主イエスに差し出すことです。「自分の体を聖なるいけにえとして献げなさい」（ロマ12章１節）。すなわち、「命には命を…償わねばならない（応えねばならない）」（出21章23～24節参照）のです。

      友よ。あなたの「礼拝」は、「神の命とあなたの命の継がりと交わり」になっていますか。ヨルダン川の東側の人々のように、教会や牧師や兄弟姉妹を意識した礼拝になっていませんか。

      「愛には偽りがあってはなりません」（ロマ12章９節）とあるように、神とあなたの愛が真実でありますように。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２２章 ３１節

          

        

      

    

    
      
        
        
        エルアザルの子である祭司ピネハスは、ルベン、ガド、マナセの人々に告げた。「わたしたちは今日、主がわたしたちの中におられることを知った。…」

      

        

      

      祭壇のことで起きた西側と東側の間の風雲は一件落着したかに見えますが、どうなのでしょうか。

      彼らの同意は「真理」にではなく互いの「思い」に基づいたものでした。西側の人々は、自分たちに捨てられないために東側の人々が祭壇を造ったことを知って満足し、東側の人々も、西側の人々に受け入れられたことに満足しました。

      「愛」と「真理」の関係は、「愛が真理を作る」です。神が御子を遣わされた愛の中に真理があります。「神を愛し、隣人を愛する」ことに人を導き入れるのが真理の働きです。それが逆転し、真理が愛に先行すると、律法主義に陥りやすくなります。

      一方、西側の人々が東側の人々の弱さを包んだことは愛ですが、それは真理（神の御心）に沿ったものではなく、お互いの自己満足でした。愛は、神の基準である真理に到達するために仕えるものであることを忘れてはなりません。愛が真理を作りますが、真理がない愛は貧しいものです。

      友よ。あなたが誰かを受け入れた愛は、神の御心に適った真理からですか。それとも、自分にとっての都合や利益のための妥協からですか。真理なき妥協という自己愛は、本当の和解と一致を作ることはできません。

      自分を基準とする妥協の中にではなく、神の愛と真理の中に歩みましょう。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２３章 ３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        主が周囲のすべての敵を退け、イスラエルに安住の地を与えてから長い年月が流れ、ヨシュアは多くの日を重ね、老人となった。

      

        

      

      ヨシュアは「信仰の勇者」と言われます。世間一般には、若い時に勇者と言われる人は多くいます。しかしヨシュアは、年齢を重ねるごとに勇者と呼ばれるにふさわしい人物になっていったように見えます。

      ヨシュアはエジプトで生まれ、四十歳頃にモーセと出会いました。それ以後、「モーセの従者」として四十年間、荒れ野での困難な年月を過ごしました。モーセの後を引き継いだのは八十歳ごろ、その後約二十五年間、カナン征服のためにリーダーとして神に仕え、「多くの日を重ね、老人となった」と記されるこの時は、百五歳前後と思われます。

      人間には、「肉体的・精神的・霊的」の三つの年齢があります。「モーセは死んだとき百二十歳であったが、目はかすまず（肉体的・精神的年齢）、活力も失せてはいなかった（霊的年齢）」（申34章７節）

      友よ。肉体的・精神的な年齢と、霊的な年齢の数え方は違います。肉体的年齢と精神的年齢は足し算ですが、霊的年齢は引き算です。なぜなら人は、肉体と精神である「肉の命」が死ぬ（引き算される）ごとに霊的に成長するからです。霊的成長とは、自分に頼らずに「アバ・父よ」と父を信頼しきる信仰です。それは、肉（肉体・精神）に死んで、主に近づき、主の中に生きることです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２３章 ２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは、長老…役人を含む全イスラエルを呼び寄せて、言った。「わたしは年を重ね、老人となった。

      

        

      

      自分の使命を果たし終えたことを自覚したヨシュアは、全イスラエルに対して告別説教ともいうべき言葉を告げます。まず言ったのは「わたしは年を重ね、老人となった」でした。

      「老人となった」とは、神の子たちには重い言葉です。前項から、「霊的年齢」が高い人とは、自分（肉）が小さくなり、「キリストのみ」になる、成熟した人のことでした。しかし、信仰の成熟は、痛みや悲しみなど、人生の試練を通してつくられるものです。

      「わたしはあなたたちの老いる日まで、白髪になるまで、背負って行こう。わたしはあなたたちを造った。わたしが担い、背負い、救い出す」（イザ46章４節）とあるように、「霊的老人（成熟した信仰者）」は自分の努力によってではなく、主によって実現されます。神を主として歩み成熟した信仰者は、「白髪になってもなお実を結び、命に溢れ、いきいきとし述べ伝えるでしょう。わたしの岩と頼む主は正しい方。御もとには不正がない」（詩92篇15～16節）と確信します。

      主に背負われている友よ。青く小さなミカンの実も同じミカンですが、成熟せねばなりません。神の子も最初は小さな青い粒ですが、熟した実（成熟した神の子）になれます。神が導き守ってくださった人生を、「わたしは年を重ね、老人となった」と、ヨシュアのように誇りたいものです。「白髪は輝く冠、神に従う道に見いだされる」（箴16章31節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２３章 ３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        …神、主が…、これらすべての国々に行われたことを、ことごとく、あなたたちは見てきた。あなたたちの神、主は御自らあなたたちのために戦ってくださった。

      

        

      

      ヨシュアの告別説教の最初は、「神は自らあなたたちのために戦われた」でした。

      世にはびこっているもろもろの信仰は、自分の中に目的があり、それを首尾よく実現するために神の存在を持ってくる、すなわち神を利用する信仰です。

      聖書の伝える信仰は、神の側に人に対する目的があり、人がそれを知って従うと、人の中に神の御心が神によって成就されることです。

      事実、エジプトで奴隷となっていたイスラエルの民は、自らエジプトと戦ったから解放されたのではありませんでした。神の中に民を解放する目的があり、だから解放の八十年前からモーセを選び訓練し、エジプトに遣わし、神自ら戦って民を解放しました。

      自らが屠られた過越の小羊となって罪を赦し、葦の海を二つに分けて通らせ（復活）、荒れ野で養い、ヨルダン川上流の水をせき止めて渡らせたのも神でした。

      友よ。ヨシュアが成熟した信仰の老人となった証しは、「神御自身が私たちのために戦われる」ことを彼が確信していることです。すなわちそれは、神が御子を送り、十字架で罪を赦し、復活の命を与え、昇天してあらゆる権威に勝利し、聖霊を遣わす……という、主イエス・キリストの御業を受け取って生きることです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２３章 ４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        見よ、わたしはヨルダン川から、太陽の沈む大海に至る全域、すなわち未征服の国々も、既に征服し…くじによって…嗣業の土地として分け与えた。

      

        

      

      ヨシュアの最初のメッセージは、「神自らあなたたちのために戦われる」でした。そして次に、「あなたは必ず神の約束を得ることが出来る」と続きました。

      ヨルダン川を渡りカナンに入った後、「主が先祖に誓われた土地をことごとくイスラエルに与えられたので、彼らはそこを手に入れ、そこに住んだ。…主がイスラエルの家に告げられた恵みの約束は何一つたがわず、すべて実現した」（21章43～45節）との御言葉は、主イエスにおいて成就します。公生涯に歩まれた時の主の最初の言葉は、「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい」（マコ１章15節）でした。そして、「わたしが来たのは、律法や預言者…を完成するためである」（マタ５章17節）とも言われました。

      主イエスの①来臨　②教え……神の国について　③力ある業……奇跡やいやしなど　④十字架……罪の赦し　⑤復活……神の子の命　⑥昇天……もろもろの権威を打ち破り「主の主、王の王」であることを証明　⑦再臨　神の国はこれら七つのことを通して完成されます。

      友よ。主は再臨を残しすべてを実現しました。再臨の主は、罪を赦すためではなく、罪を取り除くために来られます。それまでの間、あなたに分けられた嗣業を信仰の戦いによって守らねばなりません。主は明日にでも来られ、完成されます。「マラナ・タ（主よ、来てください）、アーメン」。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２３章 ６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        だから、右にも左にもそれることなく、モーセの…書に書かれていることをことごとく忠実に守りなさい。

      

        

      

      ヨシュアは確信をもって、「神が戦い、神が約束を成就する」と語りました。しかしだからといって、人は指をくわえて見ていれば良いわけではありません。神の約束が実現するためには「従順」と「分離」が必要だとヨシュアは教えます。「従順」とは、まさに冒頭の御言葉、「神の言葉に、右にも左にも外れずに従うこと」です。

      クリスチャン生活を、空を飛ぶグライダーに例えることが出来ます。グライダーには自分で舞い上がる力もなければ進む動力もありません。グライダーは最初に他力によって空に揚げてもらわねばなりません。そうしてくれるものこそ、主の十字架と復活の恵みです。舞い上がったグライダーは、大空（霊の世界）を聖霊の風の力によって飛ぶことができます。

      ただし、そのまま飛び続けるためには、聖霊の風に信頼して羽を伸ばし続ける（信じ続ける）こと、そして風の方向に機体を向けること、すなわち神の導きに対してまっすぐに向かうことが必要です。それは、神の御言葉に対して「右にも左にも外れずに」、全身全霊をゆだねることです。

      友よ。グライダー同様に、人の中には何の力もありません。神が、罪と肉とサタンの引力から高く引き上げてくださるから、大空を飛ぶ自由を得るのです。「主に望みをおく人は新たな力を得、鷲のように翼を張って上る。走っても弱ることなく、歩いても疲れない」（イザ40章31節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２３章 ７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        あなたたちのうちに今なお残っているこれらの国民と交わり、その神々の名を唱えたり、誓ったりしてはならない。それらにひれ伏し拝んではならない。

      

        

      

      ヨシュアは、神の恵みの中を歩むためには「服従と分離」が必要だと言います。愛することには積極面と消極面の両方が必要です。積極面は「服従」で、消極面は「分離」です。

      モーセの十戒の、「あなたには、わたしをおいてほかに神があってはならない（第一戒）」は愛の積極面を、「あなたはいかなる偶像も造ってはならない（第二戒）」は愛の消極面を教えます。

      夫婦関係について、ある人いわく、「『相手が望むことをやり、望まないことをやらない』のが良い夫婦。『相手が望むことも望まないこともやる』のが普通の夫婦。『相手が望むことをやらず、望まないことをやる』のが最悪の夫婦」、だそうです。

      神は、エネルギーでも法則でもなく、「神（人）格」を持つお方です。一方、人は「人格」を持ちます（ペルソナ＝独立した自由意思を持つ者）。自由意思を持つ者同士が愛し合って生きるためには、「服従と分離」が必要です。積極的に神を愛すること（服従）と、神以外のものに消極的になること（分離）、それは一体です。

      友よ。あなたは、「服従しても分離せず」あるいは「分離しても服従せず」となっていませんか。服従と分離は一体であり、切り離すことはできません。「愛には偽りがあってはなりません」（ロマ12章９節）。モーセの十戒の第一戒と第二戒は、「神を愛する」という一つの戒めです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２３章 ８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        今日までしてきたように、ただあなたたちの神、主を固く信頼せよ。

      

        

      

      ここまで声高に語っていたヨシュアは、ここで声を低め、今までの自分と神との関係に確信を得て、「ただあなたたちの神、主を固く信頼せよ」と言ったのでは。これこそ彼が伝えたかったことでした。

      「あなたの隣人を愛せよ」とありますが、愛の本質は「排他的」です。なぜなら、「私とあなた」の間には誰も入れることができないからです。夫婦関係は、大きな病気によっては壊れなくても、小さな姦淫によって崩壊するものです。それは、「私とあなた」の間に他者が入ったからです。

      「私とあなた」という排他的愛であるからこそ、他者を受け入れられます。一体となった夫婦が子供を真実に愛することができるのは、互いの間に命があるので、子に命を求めないからです。親が子供を命とすることは、子を愛することではなく、子に命を要求することであり、本当の愛とは言えません。

      父と御子イエスは愛にあって一つだったので、御子は自分を捨てることができました。それは、父なる神の中に自分の命があったからです。愛するとは、求めないで与えることです。

      神を愛している友よ。「神、主を固く信頼せよ」とは、「心から神を愛せよ」です。神の愛の中に入って、神の命に浸れば浸るほど、より隣人を愛せるようになります。それは、すでに神によって満たされているので、他者によって満たす必要がなくなり、他者に与えることができるからです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２３章 １１節

          

        

      

    

    
      
        
        
        だから、あなたたちも心を込めて、あなたたちの神、主を愛しなさい。

      

        

      

      ヨシュアは、「ただ、あなたたちの神、主を固く信頼せよ」と先に語り、今また、「心を込めて、あなたたちの神、主を愛しなさい」と繰り返しました。「信頼する」と「愛する」、この二つこそ、聖書でいう「信仰」を一番的確に表している言葉です。

      「あなたの信仰があなたを救った」・「信仰が無くては神に喜ばれない」・「信仰によって義としてくださる」・「信仰によって得られる喜びと平和…」・「信仰によって歩んでいる」……などの御言葉から、信仰が神と人を繋いでいることが分かります。

      「信仰によって救われる」とありますが、「救い」とは何かを明確にすることによって、信仰の大切さが分かります。救いとは、「あなた(父)がわたし（主イエス）の内におられ、わたしがあなたの内に居るように、すべての人を一つにしてください」（ヨハ17章21節）と主イエスが言われるとおりになることです。父と御子と聖霊の三位一体の中に入ることが救いです。

      救い（神との継がりと交わり）の中に入る第一段階は「知る」という作業です。次は「信じる」ことですが、「信じる」とは知的同意のことです。「あの人は良い人である」と理解するだけでは結婚できません。結婚は相手に自分を「ゆだねる」ことで成立します。救いとは「一体となる」ことであり、「ゆだねる」ことです。

      友よ。信仰によって救われるとは、神に自分を「ゆだねる（＝信頼する＝愛する）」ことです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２３章 １５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        あなたたちの神、主が約束された良いことがすべて、あなたたちに実現したように、主はまた、あらゆる災いをあなたたちにくだして、主があなたたちに与えられたこの良い土地からあなたたちを滅ぼされる。

      

        

      

      ヨシュアの告別説教には、過去の歴史、現在の姿、将来への希望や励ましが含まれています。そしてそのすべては、「『あなたがたが』ではなく『神、主が』である」と語っています。

      あるクリスチャン・カウンセラーが言いました。「神なきカウンセリングのもどかしさは、『義と罪と裁き』の基準を明確にできないので曖昧になり、決定的な解決を見つけることができないことである」と。

      まさに、「その方（聖霊）が来れば、罪（主を信じないこと）について、義（復活と昇天）について、裁き（世の支配者の断罪）について、世の誤りを明らかにする」（ヨハ16章８節）とあるそのことです。教会は、人から見た神については語りますが、神から見た人について語ることには弱腰になります。それは、「福音は恵みであり、裁きではない」との先入観があるためと思われます。しかし、罪と義と裁きの三つあってこそ命の福音になり、どれかが欠けると真理から外れます。

      友よ。ヨシュアは、「追い払ってくださる…、立ちはだかる者はいない…」と言いますが、同時に、神を主としないならば「この良い土地からあなたたちは滅ぼされる」と、裁きについても告げます。「愛に根ざして真理（裁きも含む）を語る」（エフェ４章）ことが、真に相手を愛することです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２３章 １４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        わたしは今、この世のすべての者がたどるべき道を行こうとしている。あなたたちは心を尽くし、魂を尽くしてわきまえ知らねばならない。

      

        

      

      ヨシュアは、神から与えられている時を知っています。だからこそ、最後のメッセージを伝えています。神の子の最期はどのようにあるべきでしょうか。

      クリスチャン作家の三浦綾子さんが、「私には死ぬという仕事が残っている」と言ったそうです。それは、肉体的生命の終りを待つ以上に、人生の総仕上げをする「死」という仕事がある、とも受け取れます。死ぬという仕事とは、罪人を救い、命を与え聖別し、生きる目的を与え、天国への道を歩ませ、そして自分を迎えてくださるお方が真実であることを証しすることではないでしょうか。

      ある人は、過去と今から未来を見ます。別の人は、未来も過去も見ずに今だけを見ます（刹那的）。しかし、最も良い見方をしているのは、神によって過去・現在・未来を見ることができる人です。その人は聖書を通して万物の創造者を知り、人を知り、聖書の登場人物の生き様を見ます。そして、彼らの生き方を自分に重ね合わせて神と自分の関係を知り、彼らの行き先を見て自分の行くべきところを確信し、備えます。

      友よ。死期が近づいたヨシュアに迷いはありません。そのヨシュアはあなたでもあります。「すべての者がたどる道」はすでに始まっています。最後の仕事、「死ぬという仕事」を完成するために今日を歩んでください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 １節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは、イスラエルの全部族をシケムに集め、イスラエルの長老、長、裁判人、役人を呼び寄せた。彼らが神の御前に進み出ると（共に神の前に進み出た）。

      

        

      

      ヨシュアは自分の最期の時が来たのを知って、もう一度人々をシケムに集めて語りました。この個所を口語訳聖書は、「つかさたちを召し寄せて、共に神の前に進み出た」と記しています。

      ある神の人いわく、「三種類の説教家がいる」と。

      ①人々を自分の前に進ませる……自分を語っている。

      ②人々を神の御前に進み出させる……人々を神の前に出させるが、自分は神の前に出ない。

      ③人々と共に神の御前に進み出る……人々と一緒に自分も神の前に出る。

      「さらに、四番目があります。それは、『そこで、あなたがたに勧めます。わたしに倣う者になりなさい』（Ⅰコリ４章16節）とあるように、だれよりも先に主の御前に自分が出て行く人です」と続きます。かつてヨシュアは、モーセがシナイ山で主の御前に出ていた姿を見ていました。ペトロやヨハネは、主がゲッセマネの園で一人、父なる神の御前に出て祈る姿を見ていたので、後に自分もそれができました。

      愛する友よ。あなたは家族や友人や知人の中で先に召された先駆者です。神の法則の順番は四番目の、「自分が神の御前に出る」ことから始まります。神の御霊は、神の器を通して働きます。「根が聖なるものであれば、枝もそうです」（ロマ11章16節）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは民全員に告げた。「イスラエルの神、主はこう言われた。『あなたたちの先祖は、アブラハムとナホルの父テラを含めて、昔ユーフラテス川の向こうに住み、他の神々を拝んでいた。』」

      

        

      

      ヨシュアは、集まった民に何を語っているのでしょうか。一般的に、老人が若者たちに語る時は、「アブラハムもモーセも偉大だ。そのモーセにこの私は選ばれ、皆に仕えてきた」という具合に、アブラハムやモーセさえも自己アピールに用い、結局自分自身を語るものです。

      しかしヨシュアは、自分を語るのではなく、「イスラエルの神、主はこう言われた」と、まず神の御計画と導きの真実さを伝え、その中に入れられた自分の事実を語っています。アブラハムもモーセもヨシュアも謙遜でしたが、その謙遜はどこから来たのでしょうか。

      謙遜は、キリストの御人格（神格）に向かうと与えられ、御業に向かうと忘れてしまいます。それは、「祈り」を信仰の「手段」にするか「目的」にするかの違いとも言えます。祈りを「手段」とするならば、それは、イエスを用いて自分の目的を果たそうとすることです。祈りを「目的」とするならば、それは、祈ることそれ自体が神との交わりなので、それを何より大事にすること、すなわち主の御人格との交わりを求めることです。

      友よ。主が最も求めていたのは、私たちを救うこと以上に、父なる神御自身を愛することでした。父に愛され、父を愛していたので、私たちのために十字架で自分を捨てることができました。謙遜は、御霊の実である以上に、御霊の実を入れる「かご」です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「しかし、わたしはあなたたちの先祖アブラハムを川向こうから連れ出してカナン全土を歩かせ、その子孫を増し加えた。彼にイサクを与え、」

      

        

      

      ヨシュアは、イスラエルの歴史を振り返って語り始めました。その文章の中に十三回繰り返される「わたし」とは神御自身のことでした。

      ノアの洪水の後、セム族はメソポタミア地方に住みましたが、そこでは他の神々を拝んでいました。「しかし、わたしは…先祖アブラハムを川向こうから連れ出し」（3節）「わたしは…あなたがたが労せずして得た土地…町を与えた」（13節）。ヨシュアは、今あるものはすべて神の恵みによるのだと強調します。人は、人生の意味を現在の「幸・不幸」によって決めています。過去が悲しくとも今が幸福ならば、「だから今幸福になれた」と、過去を善とできます。過去が豊かであったとしても今が不幸ならば、「だから今不幸になっている」と、過去を悪と思うものです。

      今の「幸福・不幸」の基準をお金や健康や家族に置くならば、それは時の経過と社会の変化によって崩れます。人の幸・不幸の本当の基準は、「だれと継がり交わるか」です。ヨシュアは、「神と継がり交わった」イスラエルの歴史を語り聞かせています。

      友よ。両親のことや幼い時や青春の日々の、辛いことや悲しい時などが思い出されますか。しかし、それらの上に神が見える人は幸いです。その人にとっての過去は、すべて益とされるからです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「イサクにはヤコブとエサウを与えた。エサウにはセイルの山地を与えたので、彼はそれを得たが、ヤコブとその子たちはエジプトに下って行った。」

      

        

      

      イサクの双子の息子、ヤコブとエサウの関係は、弟が上になると兄が下になり、兄が上になると弟が下になることを繰り返しているようにも見えます。

      最初に、弟ヤコブは兄エサウの長子の権利と父の祝福を奪って兄より上になり、兄は下げられました。しかし、兄から殺されそうになり弟は父の家から逃げ出します。ここでは兄が上がり、弟が下げられました。しかし兄エサウは、自分の結婚問題からセイルの山地に下げられて行きました。

      下げられた弟ヤコブは、二十年後にヤボク川で神に出会い、「イスラエル（神の王子）」に引き上げられましたが、兄エサウは神から離れたセイルの地で下がったままでした。イスラエルとなったヤコブは、家族の建て直しのためにヨセフに期待しますが、彼は兄たちに殺され（売られ）、その二十年後、激しい飢饉のためにヤコブはエジプトに下ります。後の時代には、下がりも下がりヤコブの子孫は奴隷にされましたが、エサウの子孫は首長として領地を治めていました。この時、エサウの子孫はヤコブの子孫よりもはるか上にいるように見えましたが、人の目と神の目は違いました。

      人生の浮き沈みの中にいる友よ。エジプトに下り奴隷となった彼らが得たのは、罪と裁きを過ぎ越す十字架と、葦の海を渡る復活でした。出来事の上下を見るのではなく、神との上下（関係の良し悪し）を見ることこそ大事です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「わたしはモーセとアロンを遣わし、エジプトに災いをくだしたが、それはわたしが彼らの中にくだしたことである。その後、わたしはあなたたちを導き出した。」

      

        

      

      聖書には記されていませんが、モーセがエジプトに戻ってきた時、ヨシュアの霊は燃え、その後はいつも神の人モーセのそばにいたのではないでしょうか。

      モーセは神の杖を用いてさまざまな奇跡を起こしました。奇跡の始まりは、「杖が蛇に」「ナイル川の水が血に」「蛙・ぶよ・あぶの災い」でした。それらは、エジプトの神々が無力な偽物である証明でした。それ以後の奇跡、「疫病・腫物・雹・いなご」は、健康と経済への干渉でした。

      しかしモーセの出現は、民の解放とは逆の事態を招きました。ファラオの怒りと迫害がさらに激しく神の民に下されたことで、長老たちはモーセに反発し、ファラオに直談判するまでになりました。それは、「主がファラオの心をかたくなにされた」（出10章20節）からでした。

      神がファラオの心を頑固にしたのは、それによってイスラエルの民が徹底的に世(エジプト)に失望するためでした。失望の強さは神の国を求める強さとなります。また、民がこの国に戻りたいと願わないためでもありました。

      友よ。神がエジプトに災いを下したのは、エジプト人に真の神が御自分であることを知らせるためであり、神の民にエジプトを出るための信仰を与えるためでもありました。まさに、「神の愚かさは人よりも賢く、神の弱さは人よりも強い」（Ⅰコリ１章25節）の御言葉を知らされます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ６節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「わたしがあなたたちの先祖をエジプトから導き出し、彼らが葦の海に着くころ、エジプト軍は戦車と騎兵を差し向け、後を追って来た。」

      

        

      

      神は、入口に血が塗られた家を過ぎ越されました。それは、十字架の血による罪からの解放でした。さらに、エジプトという世の力からの解放でもありました。

      しかし、その状態は長く続かず、民が葦の海に到達するころには後ろにエジプト軍が迫って来ました。「人々は非常に恐れ…我々を連れ出したのは、エジプトに墓がないから…荒れ野で死なせるためか」（出14章10～11節）と、失望の叫び声を上げました。それに対してモーセは、「恐れてはならない。落ち着いて、今日、あなたたちのために戦われる主の救いを見なさい。…主があなたたちのために戦われる」（13～14節）と答えました。

      神の子も、主の血によって罪と世から脱出したのに、より困難が増す現実に直面しますが、それはなぜでしょうか。それは、「わたしが主であることを知るようになる」（18節）ためだ、と主は言われました。

      信仰の友よ。信仰の恵みとは、主イエスのもろもろの祝福を得ることではなく、主御自身と一つとされて生きることです。問題がなくなることではなく、主から離れずに共に歩むことです。ですから、本当の恵みとは、自分の願いがかなうことではなく、「自分を主に追いやってくれる出来事」そのものです。すると、前を遮る海も、後ろに迫るエジプトの軍隊も、恵みそのものとなります。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「彼らが主に助けを求めて叫ぶと、主はエジプト軍との間を暗闇で隔て、海を彼らに襲いかからせて彼らを覆われた。…その後、長い間荒れ野に住んでいた。」

      

        

      

      民は、迫るエジプト軍に怯え、必死に主に叫びました。その叫びに応え、主は民とエジプト軍を暗闇で隔てました。この暗闇は、イスラエルの民には「救い」となり、エジプト軍には「裁き」となりました。

      「暗闇」は神の裁きを表します。主が十字架についたのは朝の九時であり、昼の十二時に全地は暗闇に覆われました。十二時になる前の主は、①「父よ、彼らをお赦しください…」②「あなたは今日、私と一緒に楽園にいる」③「婦人よ、御覧なさい。あなたの子です。…あなたの母です」との、三つの言葉を語られました。暗闇に覆われた十二時からは、①「我が神、我が神、どうしてお見捨てに…」②「私は渇く」③「成し遂げられた」④「父よ、私の霊を御手にゆだねます」との、四つの言葉を語られました。主が十二時より前に語られたのは大祭司の言葉であり、まだ人類の罪を負っていなかったと分かります。しかし、暗闇となった十二時以後に語られたのは、罪を背負った者の言葉でした。暗闇は父なる神と御子イエスの断絶を表し、これこそ神による罪の裁きでした。

      友よ。神の民にとっての暗闇は、主が身代わりになって罪の代価を払ったこと（救い）でした。エジプト軍にとっての暗闇は、彼らが自分自身の罪の代価を払ったこと（裁き）であり、彼らは葦の海の底に沈みました。暗闇を引き受けてくださった主イエスに、心からの感謝をささげましょう。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「…わたしは、ヨルダン川の向こう側の住民アモリ人の国に導き入れた。…あなたたちは彼らの国を得た。」

      

        

      

      葦の海を渡った先は天国ではなく、アモリ人やモアブが住む敵地でした。

      聖書の数字は不思議です。天地創造は「七日」かかりました。出エジプトした民は、「兵役に就く…二十歳以上の者…総計は六十万三千五百人」（民１章46節）とあり、女子と老人を加えると二百万人を超えます。一方、「あなたたちが他のどの民よりも多かったからではない。…どの民よりも貧弱であった」（申７章７節）ともあります。数字を字義どおり受け取るか、メッセージとして受け取るかは、各自の信仰にゆだねるほかありません（筆者は後者）。

      小民族が、大巨人エジプトから脱出し、先に土地に住み着いていた民族を打ち破れた理由は、「あなたたちに対する主の愛のゆえに、あなたたちに誓われた誓いを守られたゆえに、主は力ある御手をもってあなたたちを導き出し…救い出されたのである」（同８節）とあるとおりです。そしてそれは、「主は地の面にいる全ての民の中からあなたを選び、御自分の宝の民とされた」（同６節）からです。

      友よ。「洗礼を受けてエジプトを出た先にはアモリ人がいて、彼らと戦わねばならないのに、救われる前と何が違うのか」と言っていませんか。そう言うのは、「主が力ある御手をもって…救い出す」（同８節）ことを忘れ、自分の力で戦おうとしているからです。神が、御自分の血をもってあがなった「宝の民（あなた）」を捨てることはありません。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ９～１０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「モアブの王…バラクが立ち上がり…戦いを挑んだ。彼は…バラムを呼び寄せ…呪いをかけようとしたが、…彼はあなたたちを祝福することになった。わたしはこうして、あなたたちを彼の手から救い出した。」

      

        

      

      ヨシュアはイスラエルの歴史をたどっています。アモリ人を退けると、次はモアブが立ち塞がりました。モアブの王バラクはバラムに、イスラエルを呪うように命じます。しかし、バラムに神が介入し、「この民を呪ってはならない。彼らは祝福されているからだ」（民22章12節）と言いました。それでも結局、彼は王の圧力に負けて出かけました。その時、神はろばの口を開いて語り、抜き身の剣を持った天使を見せて道を塞ぎました。

      神に戒められたバラムは、「主が私の口に授けること、私はそれだけを忠実に告げる」（12節）と言い、「神は人ではないから偽ることはない。…言われたことを、なされないことがあろうか。告げられたことを、成就されないことがあろうか」（19節）と主を弁護します。そして、「神の祝福されたものを、私は取り消すことができない」（同23章20節）とまで言います。神は、異邦人で異教の神に仕える者さえ用いて、「御自分の宝の民」（申７章６節）を守ろうとしています。

      友よ。神は私たちをエジプトなるこの世から脱出させたのみならず、これからも御自分の御手で救い出してくださいます。「神は人ではないから偽ることができない…告げたことを成就されないことはない」。バラムの語ったこの言葉を心に留めて、今日も歩んでください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 １１節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「あなたたちがヨルダン川を渡り、エリコに達したとき、エリコの人々をはじめ、アモリ人、…戦いを挑んだが、わたしは彼らをあなたたちの手に渡した。」

      

        

      

      ヨシュアの使命は、民にヨルダン川を渡らせ、カナンに定住させることでした。

      信仰生活において、①葦の海を渡る　②ヨルダン川を渡る　③カナン定着　これらの霊的意味は明確です。「わたしはキリストと共に十字架につけられています。生きているのは、もはやわたしではありません。キリストがわたしの内に生きておられるのです」（ガラ２章19～20節）の御言葉を三つに区切ってこれらに当てはめると、次のようになります。

      ①葦の海を渡る＝「キリストと共に十字架に」……主の十字架の贖い＝原罪からの解放

      ②ヨルダン川を渡る＝「生きているのはわたしではない」……自分の十字架を負う＝肉に死ぬ

      ③カナン定着＝「キリストがわたしの内に」……聖霊に支配され、聖霊によって歩む

      特に、ヨルダン川を渡ることは、自分の十字架（マタ10章38節・16章24節・マコ９章23節・ルカ14章27節）を負うことです。それは、人生の苦しみや重荷（病気、経済・家族・奉仕……）を負うことではなく、主に服従する（自分よりも主を優先する）ことです。愛は互いに自分を与え合い、そこに命が生まれるものです。

      友よ。カナンにおける戦いで勝利できるのは、ヨルダン川で肉に死に続ける者です。なぜなら、あなたが死ぬからこそ、主イエス自ら戦うことができるからです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 １３節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「わたしは更に、あなたたちが自分で労せずして得た土地、自分で建てたのではない町を与えた。あなたたちはそこに住み、…オリーブ畑の果実を食べている。」

      

        

      

      カナンに入った神の民は、自分で労せずに得た土地に住み、自分で建てたものでない町に住み、自分で植えなかった地の産物を得ている、と言いますが、果たしてそのようなことが可能なのでしょうか。

      これは神の世界における霊的現実です。なぜなら、①罪からの救い　②神の子の命を持つ　③聖別された歩み　④キリストの体とされる　⑤他者に仕える（愛する）　⑥肉体を脱ぎ捨て霊の体をまとう……などの、罪人が救われ神の子として完成されるまでの全ては、人の能力や行いによってではなく、神御自身が人に備えた「恵みの御業」によって実現するからです。

      しかし、「生まれたら自動的に神の御心が実現して天国に行ける」とは記されていません。パウロは、「あなたがたは、恵みにより、信仰によって救われた」と要約しています。恵みは「神の働き」、信仰は「人の応答」です。カナンまで到着したのも一方的な「神の恵み」でした。それを聖書は、「労せず」、「くじで分けられた」などと表現しています。

      しかし友よ。「労せず」の次の言葉、「…町を与えた。…食べている」とは預言過去であり、それは、「あなたが神の恵みを『信じて受け取るならば』、町を得、果実を食べる」との約束の言葉です。人は、神が先に備えたものを受け取る信仰によって生きるのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 １４節

          

        

      

    

    
      
        
        
        あなたたちはだから、主を畏れ、真心を込め真実をもって彼に仕え、…先祖が川の向こう側やエジプトで仕えていた神々を除き去って、主に仕えなさい。

      

        

      

      右の御言葉の「だから」とは、「神は約束通りに、エジプトから連れ出し、カナンの地を与えてくださったの『だから』」ということです。普通、「だから」の次の言葉は、「……しなさい」と続きます。この個所でも、「主に仕えなさい」と続いていますが、一般的な意味とは全く違います。一般的には、「『だから』、これからはあなたが私に仕えなさい」となりますが、ここでは、「私はあなたに仕えたい。『だから』、偶像を除き去りなさい」という意味です。

      信仰とは、「神に働いていただく」ことです。ですから、信仰は最もネガティブ（消極的）な行為であり、同時に最もポジティブ（積極的）な行為です。ネガティブとは自分を「しもべ」とすることであり、ポジティブとは神を主人とすることです。そうすると、神はその人の中で御自分が主権を得て働くことができ、約束の恵みを成就できるようになります。

      「神の聖霊を悲しませてはいけません」（エフェ４章30節）とは、人が「イエスを主」としないので、人の中で聖霊が閉じ込められ、自由に働けないことを表します。

      神に愛される友よ。愛する者同士で最も大切なことは、「あなただけ」になることです。互いに「あなただけ」の関係になる時、自分に対する相手の自由が許されます。神があなたに自由に働く権利が生まれます。「だから」、偶像を捨て、「主だけ」になってください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 １５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        もし主に仕えたくないというならば、…あなたたちの先祖が仕えていた神々でも、…今日、自分で選びなさい。ただし、わたしとわたしの家は主に仕えます。」

      

        

      

      ヨシュアが民に伝えたかったことの締めくくりがここに記されています。その言葉に、リーダーたる者の毅然とした、しかも聖なる姿を見ます。

      神に立てられたリーダーとは、人々を自分に従わせる人ではなく、自分自身が神に従う人です。神に従う人は神に仕えていただける人なので、その人の人格に御霊の実が大きく表れ、キリストの御形(みかたち)のようになります（Ⅱコリ３章18節参照）。

      リーダーに必要なものは、賜物以上に聖なる品性です。それがあってこそ、人々に信頼され、神に与えられた賜物を十分に用いることができるようになります。なぜなら、神の御業は「武力によらず、権力によらず、ただわが霊によって」（ゼカ４章６節）行われるからです。神は、神に献げられた人格を用いて御自分の御心を実現します。

      自分に他者を従わせようとする人は他者の自由を認めず、制限し、圧力をかけます。神に立てられたリーダーは他者の自由を認めますが、しかし自由奔放を是認するわけではなく、その人に本当に自由を与える主を必死で知らせ、その上での自由を認めます。

      友よ。あなたもまた主に立てられたヨシュアですから、あなたとあなたの家族は主に仕える者になってください。「ヨシュアのごとく、我も言わん、我が家と我は主に仕えん」（聖歌５８４番）。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 １６～１７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        民は答えた。「主を捨てて、ほかの神々に仕えることなど、するはずがありません。…私たちが通って来た全ての民の中で、私たちを守ってくださった方です。

      

        

      

      ヨシュアの勧めに、民は固い決意をもって応答しました。しかし、この決意は長く続かなかったことを聖書は記しています。同じく、私たちの神への決意も彼らと変わらないことに気づきます。

      「安価な恵みとは罪の義認のことであって、罪人の義認のことではない。しかも、恵みがすべてのことをひとりでなすために、すべてのものが依然として旧態にとどまることができるのである」とは、ボンヘッファーの言葉です。これは、「神の恵みは、自分が努力して得るのではなく、無代価で与えられる。そのため、恵みの重さがわからなくなる。罪の赦しとは、過ちの赦しを超えたあなた自身の赦しである。そのため、安価な恵みに引き下げられてしまう」とも理解できます。

      人を傷つけた罪を許されたこと、多くの借金を帳消しにしてもらったことなら、そうは忘れません。しかし、存在の罪（罪人）を赦していただいたことは見え難いので、三歩進むと忘れてしまうものです。実に、神の最大の恵みは、私の存在のために主イエスの命の代価が支払われたことであり、これを忘れてはなりません。

      友よ。あなたが神に感謝しているのは、行き詰まっていた問題が解決したからですか。それとも、地獄へ行くと定められていたあなたが天国へ行けるようになったからですか。前者はイエスから簡単に離れますが、後者は離れるどころかさらに主を求めて近づいて行きます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 １９節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアは…「あなたたちは主に仕えることができないであろう。この方は聖なる神であり、熱情の神であって、…背きと罪をお赦しにならないからである。」

      

        

      

      民はヨシュアの質問に応えて固い決意を表明しましたが、ヨシュアの返答は厳しく、右のように、「仕えることはできないであろう」と言います。なぜでしょうか。

      その理由は、「この土地に住んでいたアモリ人をはじめ、すべての民をわたしたちのために追い払ってくださいました。わたしたちも主に仕えます。この方こそ、わたしたちの神です」との民の答えにあります。彼らにとっての神とは、生活を保障してくれる「力の神」であり、罪を赦してくださる「愛の神」ではないのです。神はモーセに、御自分は「熱情の神・ねたむ神」（出20章５節）である、と言いました。「ねたむ」という表現が出てくるのは、「愛の神」だからです。愛は、愛する者が自分以外の者のもとに行くことを一番嫌います。それ以上に、神は御自分から離れて行く人の行き先を本当に知っているゆえに、偶像礼拝の罪を厳しく戒めます。

      友よ。「力の神」は、人の心をいつまでもとどめることはできません。なぜなら、思い通りに行かない出来事に直面すると人は離れてしまうからです。「愛の神」は、どこまでもその人をとどめます。力の神には「恵み」がありますが、愛の神には「命」があります。恵みは「出来事」であり、命は「人格」です。恵みは失せますが、命は永遠に続きます。あなたの神はどちらですか。あなたを「ねたむ」ほどに愛してくださる神を愛してください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ２０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        もし、あなたたちが主を捨てて外国の神々に仕えるなら、あなたたちを幸せにした後でも、一転して災いをくだし、あなたたちを滅ぼし尽くされる。」

      

        

      

      ヨシュアの最後の勧めは、「神を愛せよ」の一言に尽きます。それだけに、愛に反する偶像礼拝への忠告が、この章の中で３回（14･20･33節）も繰り返されます。

      人が偶像を慕うのはサタンと「肉」が存在するためですが、サタンの存在を「肉」の上に置くと間違います。「『肉（罪）』が生きる時、サタンがその中で働ける」と理解すべきです。未信者の偶像とは主なる神以外の神々のことですが、神の子の根本的偶像は「肉」です。「肉」とは、神を差し置いて自分が生きることです。

      「あなたがたは、それほど物分かりが悪く、『霊』によって始めたのに、肉によって仕上げようとするのですか」（ガラ３章３節）。また、「肉の望むところは、霊に反し、霊の望むところは、肉に反する」（同５章17節）ともあります。ここで、「望む」とは「決断する」とも理解できます。

      神もサタンも、その人の決断（信仰）によって働くことができます。「幸せにした後でも…災いをくだし…滅ぼし尽くす」の言葉に、神を信じて行くことに終わりがあってはならないことを教えられます。友よ。あなたはすでに神の救いの中にいます。神が滅ぼし尽くしたいのはあなたではなく、あなたの「肉」です。神の懲らしめは、あなたにではなく、あなたの「自分を主とする肉」に向かいます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ２１～２２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        民が…「いいえ、わたしたちは主を礼拝します」と言うと、ヨシュアは民に言った。「…主を選び、主に仕えるということの証人はあなたたち自身である。」彼らが、「そのとおり、わたしたちが証人です」と答えると、…

      

        

      

      ヨシュアと民の信仰決意問答が続きます。民が「主を礼拝します」と言うのに対しヨシュアは、「言ったことは必ず実行しなさい」との思いを込めて、「証人はあなたたち自身だ」と言います。

      「聖霊によらなければ、だれも『イエスは主である』とは言えない」（Ⅰコリ12章３節）のですから、主への信仰は聖霊によるものです。しかし、皆が同じ聖霊の働きを受けていても、それぞれの成長には大きな違いが出てきます。

      それは、第一に信仰の「質」の違いです。すなわち、主との継がりと交わりに焦点を絞った、「イエスを主」とする信仰であるか否かです。主だけを徹底的に見つめることをせずに、牧師や教会や奉仕や知識が大きくなるようではいけません。成長するために必要な二番目は、正しい「権威」の下に身を置くことです。正しい権威とは、特定の教職者や教会組織のことではなく、徹底的に「イエスを主」とする真理の御言葉を聞くこと、そして、それを受けて実践しようとする兄弟姉妹の交わりのことです。そこでこそ、肉に死んで主の霊に生きる神の子として成長できるものです。

      友よ。あなたの信仰の「質」と「権威」を点検してください。聖書全体の真理の御言葉を求め、それを実践しようとする仲間を求めてください。そこにおいて、聖なる者に造り変えられます。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ２３～２５節

          

        

      

    

    
      
        
        
        「イスラエルの神、主に心を傾けなさい」と勧めた。民は…「わたしたちの神、主にわたしたちは仕え、その声に聞き従います。」その日、ヨシュアはシケムで民と契約を結び、彼らのために掟と法とを定めた。

      

        

      

      ヨシュアと民は、主なる神を信じ続ける契約を結び、そのための掟と法を定めました。偶像礼拝に走らず、神を信じて歩み続ける掟と法とは、何でしょうか。

      初代教会で、ペトロの説教の後に洗礼を受けた者は三千人いました。彼らは、「①使徒の教え、②相互の交わり、③パンを裂くこと、④祈ることに熱心であった」（使徒２章42節）とあります。ここに、掟と法を見ます。何事にも基本がありますが、信仰の基本はここに表されています。

      ①使徒の教え……御言葉。旧約・新約聖書全体からイエス・キリストについてのメッセージを受け取る。語る側に責任があるが、受け取る側には見分ける責任がある。②相互の交わり……神の子同士の交わりが世間話であってはならない。御言葉（メッセージ）が日々の生活で生きるための交わりとならねばならない。③パン裂き……礼拝・聖餐式。初代教会において礼拝の中心は聖餐式だった。良い説教も賛美も超えて、救いの原点である「十字架と復活」に立ち続けるため。④祈り……神への応答。祈りは神へのお願いではない。祈りこそ神との最大の交わり。

      信仰によって生きる友よ。生きるための「掟と法」をいつも自覚していますか。そしてこれらの「掟と法」は、他の誰でもない、神とあなたの約束であり責任です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ２７節

          

        

      

    

    
      
        
        
        民全員に告げた。「見よ、この石がわたしたちに対して証拠となる。…この石は、あなたたちが神を欺くことのないように、あなたたちに対して証拠となる。」

      

        

      

      ヨシュアが最後に取り出した、信仰によって生きるための証拠物件は「石」でした。日本各地にも、しめ縄を張った大きな石が無数にありますが……。

      聖書は主イエスを「石・岩」に例えます。「岩から水」（出20章10節・Ⅰコリ10章４節）「隅の親石・かなめ石」（マタ21章42節他）「つまずきの石・岩」（Ⅰペテ２章８節）「岩の上に家」（マタ７章24節）。何よりも、岩（イエス）の上に家を建て、その家の隅の親石としてイエスを据えることこそ、堅固な信仰の家を建て上げるために必要なことです。ヨシュアが石を取り出してそれを「証拠」と言ったのは、このことではないでしょうか。

      すると、堅固な信仰は、人間が持つ才能や経験や修練の上にではなく、主イエスの上に、主イエスに支えられることで成り立つことが分かります。ヨシュアは次のように言っているかのようです。「あなた方は今、心からの決意を表したが、それで信仰を全うすることはできない。ここにある石を見よ。信仰とは、あなたの決意ではなく、主イエスに徹底的に依存することである」。

      友よ。「『見よ、わたしはシオンに、つまずきの石、妨げの岩を置く。これを信じる者は、失望することがない』と書いてあるとおりです」と、パウロは言いました（ロマ９章33節）。彼自身にとって主イエスは最初つまずきの石でしたが、やがてどんな境遇の時も支える「救いの石」となりました。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ２８節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアはこうして、民をそれぞれの嗣業の土地に送り出した。

      

        

      

      モーセの後を引き継いでイスラエル民族を導いて来たヨシュアの使命は終わりました。

      聖書に出てくる人々は、皆等しく使命を与えられていました。アブラハムは信仰の父として、イサクは信仰の継承者として、ヤコブはイスラエル十二部族の父として、ヨセフは家族をエジプトに迎える者として。

      「幻なき民は堕落する」（箴29章18節）とありますが、正しくない幻は無意味です。その幻は、自分からではなく神から出たものでなければなりません。同様に、人が持たねばならない使命は、自分から出たのではなく神から与えられた使命でなければなりません。

      しかし、神からの使命を受け取ることは、神の制約を受けることでもあります。「あなたは、若いときは、自分で帯を締めて、行きたいところへ行っていた。しかし、年をとると、両手を伸ばして、他の人に帯を締められ、行きたくないところへ連れて行かれる」（ヨハ21章18節）。それは、自分が主として生きることをやめて、イエスを主として生きることでもあります。

      ヨシュアの使命は、民にヨルダン川を渡らせ、カナンに入植させることでしたが、それ以上に「主に従うこと」こそ、彼の最大の使命でした。

      友よ。イエスを主として歩み出すと、すべての立場が使命となります。「使徒」とは「遣わされた者」の意です。実に、あなたも主に遣わされた者です。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ２９～３０節

          

        

      

    

    
      
        
        
        これらのことの後、主の僕、ヌンの子ヨシュアは百十歳の生涯を閉じ、エフライムの山地にある彼の嗣業の土地ティムナト・セラに葬られた。

      

        

      

      ヨシュアの百十年の生涯が閉じられたのは、「これらのことの後」とあります。これは、「与えられた使命を果たしたので」という意味にも受け取れます。

      彼の人生は、エジプトでこの世の君ファラオに支配された「罪の奴隷」としての四十年。葦の海を渡り荒れ野に入って律法を与えられ、「霊と肉」の戦いの中にいた四十年。そして、自分の十字架を負うヨルダン川を渡り、約束の地カナンに入ってからは、「神の国」を得る戦いの中にありました。

      まさにヨシュア自身が、エジプトでは原罪という罪と戦い、荒れ野では肉という罪と戦い、カナンの地では神の国を獲得する霊の戦いを経験してきた人でした。一人の信仰者の歩みも、過越を経て葦の海を渡ること、すなわち十字架の血で罪を赦され神の子となることから始まります。律法を与えられた荒れ野での生活は、神の子に挑む古い人との戦いでした。そこからヨルダン川を渡り、自分の十字架を負って従う歩みは、神の約束の地を獲得する、聖霊に満たされるための戦いでした。

      友よ。イスラエル民族の歩みとヨシュアの生涯は、あなたの歴史でもあります。あなたも、エジプト、荒れ野、カナンと進み、やがて「これらのことの後」が来ます。それは、神のパラダイスに入るためです。ヨシュアの百十年は、あなたにも訪れます。どうか、あなたの百十年の信仰生活を豊かなものにしてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ３１節

          

        

      

    

    
      
        
        
        ヨシュアの在世中…ヨシュアの死後も生き永らえて、主がイスラエルに行われた御業をことごとく体験した長老たちの存命中、イスラエルは主に仕えた。

      

        

      

      偉大な指導者モーセと、その後を継いだ、これもまた偉大な指導者ヨシュア。イスラエルの民は二人の神の人によって約七十年間導かれました。その影響もあり、ヨシュア召天後も長老たちによって信仰は引き継がれていきましたが、「長老たちの存命中」という言葉が気にかかります。

      指導者の重要性はいくら強調してもし過ぎることはありません。優れた指導者の霊性（聖さ・ビジョン・忠実）は、文字である聖書の言葉を、現実に生きた出来事にして見せるものです。なぜならそれは、「聖書は、わたしについて証しする」（ヨハ５章39節）とあるように、イエス・キリストを見えるように表すからです。この世界と教会には多くのヨシュアが必要です。

      「モーセが神の家全体の中で忠実であったように、イエスは、御自身を立てた方に忠実であられました」（ヘブ３章２節）。モーセとヨシュアは自らの上に立てられた権威に忠実に従い、人々（教会）に対しても忠実であったので、神と人々の両方から権威を与えられました。この権威により、ヨシュアは長老たちに絶大な影響を与えていました。

      しかし、友よ。素晴らしい指導者を見つめてはなりません。私たちが見つめるべきお方はただ一人です。ヨシュアの指導を受けた長老を通し、ヨシュアを通し、モーセを通して、イエス・キリストを見つめてください。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ２４章 ３２節

          

        

      

    

    
      
        
        
        イスラエルの人々がエジプトから携えてきたヨセフの骨は、…ヤコブが百ケシタで、シケムの父ハモルの息子たちから買い取ったシケムの野の一画に埋葬された。

      

        

      

      民は、五百年前にエジプトで死んだヨセフの骨をカナンの地に埋葬することができました。聖書の不思議ですが、ヨセフとヨシュアの生涯はどちらも百十年でした。

      ヨセフは、「神は、必ずあなたたちを顧みてくださいます。そのときは、わたしの骨をここから携え登って…」（創50章24～25節）と遺言しました。それは、いずれ必ず、民がエジプトを出てカナンに戻ることを示すためでした。遺言どおり、「モーセはヨセフの骨を携えて」（出13章19節）エジプトを出ました。彼らの姿は私たちへの預言と勧めです。私たちも、アブラハム・イサク・ヤコブ・ヨセフ・モーセ・ヨシュアの「信仰の遺骨」を携えましょう。彼らが神に出会って応えた「信仰の遺産＝遺骨」を、私たちがカナン（天国）に入るまで持ち続けねばなりません。

      ヨシュア記と共に歩んできた友よ。神の人ヨシュアの遺骨であるこのヨシュア記を神に感謝しましょう。

      神と共に歩んできた友よ。あなたの遺骨（遺産・証し）も、尊く大切なものであることを忘れないでください。あなたの遺骨が、神が憐れみ深いお方であることを、家族や周りの人々に語ることができます。モーセやヨシュアの名が残されたように、神はあなたも御自分の尊い器として用いてくださいます。ハレルヤ！

      ヨシュア記　完

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            サレプタ・ミニストリー ご案内

          

        

      

    

    
      サレプタ・ミニストリーは、聖書の根幹をわかりやすく伝えることを目的としたミニストリーです。

      ハーウ・ツー的、ある部分の強調でなく、聖書の根本に立ち帰るためのメッセージです。

      創世記や出エジプト記、ルカ福音書の１章１章からのメッセージの「聖書日課」や、聖書全体を理解していただくために、ホワイトボードを用いた「聖書基礎講座」（DVD）、創世記・出エジプト記・ヨシュア記・列王記・ヨブ記・詩篇・ルカの福音書・使徒たちの手紙などの講解メッセージを収めた、「サレプタ・メッセージＣＤ」も多数あります。

      それらは、ユーチューブ（YouTube）や、ポッドキャストなどから聞くこともできます。

       

      ＜サレプタ・ミニストリー関連サイト＞

      ❤ Webサイト　https://sareputa.net/

      ❤ FaceBookページ　https://www.facebook.com/sareputa.m

      ❤ YouTubeチャンネル　http://www.youtube.com/user/sareputaministry

      ❤ PODCAST配信　http://goo.gl/1pj6H

       

      ○ サレプタ（聖書日課）メール配信

      「聖書日課」を毎日メールで配信しています（無料）

      ※ ぜひ申し込みを！

      sareputa@gmail.com　宛に「配信希望」と

      タイトルに記載してメールして下さい。

       

      ○ 著　作

      「サレプタ１」創世記からのメッセージ前半

      「サレプタ２」創世記からのメッセージ後半

      「サレプタ３」出エジプト記からのメッセージ

      「サレプタ４」ルカ福音書からのメッセージ（Ⅰ）

      「シオンの群れを訪ねて」（中国、家の教会訪問）

      「聖書66巻がわかる（ホセア書担当）」いのちのことば社

       

      ＤＶＤ・ＣＤによるメッセージ

      ＤＶＤ…「聖書基礎講座（２０回）」　その他

      Ｃ　Ｄ…　聖書講解メッセージなど多数あります

      ※ 必要な方にお分けします。

      メール sareputa@gmail.com　または、

      fax 03-6325-5344 　にてお申し込み下さい。
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      清野　隆二（Seino Ryuji）

      

      1951年　山形県に生まれる

      名城大学理工学部在学中、聖書に触れる。

      献身し、後に同大学を中退

      「キリスト教 東京鵜の木教会」開拓に参加

      「垂穂キリスト教会」開拓（東京大田区）

      「下諏訪キリスト教会」（長野県）

      垂穂の群れリーダー （現在は辞任）

      現・サレプタ・ミニストリー　代表

      キリスト教 東京鵜の木教会　牧師
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        （電子書籍版）
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